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プロローグ　それは夢か現実か……




第　一　章　神子アイシャ

　　　一話　授かりしは絶対魅了の力

　　　二話　椅子がないならお前がなればいい

　　　三話　約二十人の女騎士による最高のご奉仕

　　　四話　約二十人の女騎士たちと乱交

　　　五話　神子アイシャとの出会い

　　　六話　世界の理──世界を支配する六人の女王

　　　七話　アイシャに学ぶ女の抱き方　前戯編１

　　　八話　アイシャに学ぶ女の抱き方　前戯編２

　　　九話　アイシャに学ぶ女の抱き方　挿入編１

　　　十話　アイシャに学ぶ女の抱き方　挿入編２

　　十一話　アイシャに学ぶ女の抱き方　ご奉仕編１

　　十二話　アイシャに学ぶ女の抱き方　ご奉仕編２

　　十三話　チート＆チート

　　十四話　作戦会議




第　二　章　魔女ユニス

　　　一話　魔女ユニスの性趣味

　　　二話　魔女ユニスと異世界人

　　　三話　魔女ユニスの筆おろし

　　　四話　魔女の秘宝

　　　五話　女騎士と交渉

　　　六話　女騎士レオナの口淫＆精飲

　　　七話　魅了魔法の応用

　　　八話　女商人が支配する街ユニシス

　　　九話　この世界の男

　　　十話　女商人ヤリーナを拘束

　　十一話　女商人ヤリーナの寝パイズリ

　　十二話　女商人ヤリーナを調教　処女喪失編

　　十三話　女商人ヤリーナの調教　アナル編

　　十四話　淫夢メリアの夜這い

　　十五話　淫夢メリアの騎乗位

　　十六話　淫夢メリアの告白

　　十七話　魔女ユニスの女食い

　　十八話　魔女ユニスをお仕置き

　　十九話　魔女ユニス、堕ちる




エピローグ







書き下ろし番外編　ハーレム＆ハーレム
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　この不思議な感じはなんだろう。俺の身体全体を、ふわふわとした感覚が満たしている。

　……ああ、これは夢の世界か。

　うまく説明をすることはできないが、自分が夢を見ているということはわかる。こんな体験をしたことがある人も、多いのではないだろうか。

　場所は……どこかの部屋だろうか。ベッドが一つあるだけ。

　もし夢解析をしたらどんな結果が出るだろうか、と思うくらい殺風景な部屋である。




「うふふ、来たわね」




　俺の耳に女の声が入ってきた。甘く、ねっとりとしていて、まるで耳の中を舐められているかのようにくすぐったい声音。

　気がつくと、目の前に美女と呼べるほどの女が立っていた。




「私の名前は──」




「え？」

　肝心な名前の部分をうまく聞き取ることができなかった。

　だが、女は俺のことを無視して話を続ける。




「私は、私の計画を共に実行してくれる者をさがしているの。あなたにならその才能があるわ」




　妖艶な笑みを浮かべると、彼女は俺の身体へと、足先から舐めるように視線を送っていった。




「自分が今、生きている世界は好きかしら？」




「なぜそんなことを聞く？」




「知りたいから。ただそれだけよ」




　まるで含みのあるように女は言った。

「ふん。偉そうだな。だが、今生きている世界は好きではないな。ただ働いて、ただネットをして、ただ寝ているだけ。まったくと言っていいほど、有益な生活を送れていない」




「もし……ここじゃない世界であなたが好き勝手できるとしたら？」




　この女、何を言っている……？







「もしあなたが楽しいと思える能力を手にすることができるのなら、あなたが住んでいる世界とは別世界に行きたい？」







　よくわからない夢だ。俺の欲求を聞き出そうとしているのか？

「答えは決まっている。もしそんな世界があるのなら──」

　俺が答えると、女は満足そうに頷いた。







「決まりね。あ、そうそう。ここはあくまでも夢の世界よ。もし本当の私を抱くことがあったら……めちゃくちゃにしてね♪」







　そう言って女は消えてしまった。俺の意識も段々と変化していく。




　そろそろ目が覚める頃だろう。ああ、またつまらない日常が始まる……。
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「なんだ、これは……？」

　寝ていたはずの俺が目を覚ますと、そこは自分の部屋ではなかった。

　いや、部屋どころか日本なのかすら怪しい場所。石造りの建物で、壁に見たことのない文字や紋章が描かれている。一体どうなっているんだ……？

「現れたな、異世界人め！」

　目の前にいるのは長剣を装備した女騎士。周りを見渡すと、似たような装備をした者たちがたくさん俺のことを囲んでいた。ざっと二十名くらいだろうか。

　全員が美人の分類に入るレベルで目と鼻筋が立ち、とても日本人とは思えなかった。

　──異世界人。

　女騎士は俺のことを確かにそう呼んだ。これが夢やドッキリの類でないのなら、もしかすると俺は異世界に飛ばされてしまったのかもしれない。

　思い返せば、寝る直前に変な声を聞いたような気がする。その後も何かあったと思うが、しっかりと覚えてはいない。

　……これは本当に異世界召喚……もしくはトリップなのか？

　こういった話は、小説やゲームでよく見たことがあるから、さほど驚きはない。驚きがないとは言え、まさか自分が巻き込まれるなんて考えてもみなかった。

「やけに冷静だな。言葉はしゃべれるのか！」

　ここが異世界だとして、相手の言葉を聞くことができるのは不思議だ。いや、おそらく魔法的な何かか……。ここは試しに……。

「ああ、話すことはできる」

「く、口を聞いた……！」

「驚くこともないだろう、同じ人間なんだから」

「……名前を教えろ」

「三み浦うら竜りゅう太た」

「ミウラリュウタ？」

「わからないのなら、リュウと呼べ」

　俺はどこにでもいる、オタク文化が好きな普通の社会人だ。もっとも、様々なことに冷めてしまっていて、慌てることもできないタイプだが。

「我々の仕事は、お前をここで抹殺すること」

「抹殺だと？」

　おいおい、まさかこの場で殺されてしまうというのか？　女騎士たちが武装しているところを見ると、奴らは本気なのだろう。急な話しすぎて嫌な気分になってくる。

　召喚なら、普通は誰かが望んで俺を呼んだはずだろう。トリップにしても神が何かを意図して行ったとか、何かしらの理由があるはずだ。ただ殺されるためにこんな世界に来たわけではない。

　いや、理由を考えるのは後回しにして、とにかくこの状況をなんとかしなければ。

　俺を囲んでいる騎士は約二十名。剣を構えた女騎士の後ろには、弓を持っている者と杖を持っている者がいる。おそらく、弓兵と魔法使いだろう。

　女相手だから、いくら武器を持っていても対処のしようはあると思ったが、遠距離から攻撃できるものがいるのであれば、動くことは得策ではない。

　ならば交渉といこうか。

「なあ、お前たちがここにいるということは、俺の出現は予測されていたってことだろう？」

「ああ、召喚時に発生する高い魔力を感知したからな」

「なるほど」

　これはありがたい。抹殺と言ってはいるが、向こうは俺と話をしてくれるらしい。

　確かに、武器を持たない人間が、恐ろしいほど冷静な振る舞いをしているのだ。不気味に思ったって不思議ではないだろう。

　俺は異世界人に当たるわけだし、何が起こってもおかしくないと考えているはずだ。だからこそ、これだけの警戒をしている。会話の余地があることを、利用させていただこう。

「とりあえず武器を下ろしてくれないか？　俺はお前たちを傷つけたくない」

　当たり前であるが、これはブラフ。

　俺は普通の人間だし、魔法が使えたり、変な気を出せたりするわけではない。だが、向こうだって俺を得体のしれない存在だと思っている。さりげないブラフが意外な影響を与えたりする。

　すると、俺の言葉を聞いた女騎士の手に力が入る。

「貴様、男であるのに、女である我々に手を出すというのか!?」

「そんなことは言ってないぞ……むしろ逆で……」

「思い上がるなよ。男が女より強いわけがないんだから！」

　どういうことだ？

　騎士であれば、訓練を積んでいるのだろう。だから俺みたいな、会社に通う以外、年中引きこもりの奴には負けないということか？

　それならわかるが、女騎士の反応を見るに、もっと別のところに理由がありそうだ。

　とぼけたふりをしながら探ってみよう。少しアホを装う感じで。

「だが、腕の太さを見れば一目瞭然だろう。俺の方が太い」

「あははは！」

　突然、女騎士は笑い始めた。

「バカか？　腕の太さで力が決まるはずないだろう。女には男以上の魔力があるのさ！」

　なるほど、そういうことか。予想するに、魔力によって本来持っている力を増幅させているのだ。だからこそ、男よりも強い力を手に入れ、騎士団のようなものをつくることができた。

　冷静に考えれば、彼女たちが衛兵だとして、その中に男がひとりもいないというのはおかしな話になる。それがおかしくないのは、彼女たちが衛兵として適切に選ばれているからだ。

　しかもこの警戒の仕方。それなりの戦力を揃えた布陣と思って間違いないだろう。

　つまり、女騎士の言い分は本当の可能性が高い。

　俺が頭を使っていると、女たちが妙な動きをし始めた。

「クスクス、異世界人だから知らないのか？　バカだな、あいつ」

「ああ、マヌケでよかったよ」

　周りの女たちがヒソヒソと俺のことを小馬鹿にしている。

「ふっ。私の思い過ごしのようだな。これほどまでに身の程知らずとは」

　目の前の女騎士が肩をすくめ、隣にいる別の女騎士に話しかけた。

「私は戻る。こんな者のために時間を使うのは惜しいからな」

「隊長？　私たちを置いてサボりですか？」

「バカを言うな。こんな大した魔力のない男の相手などしている暇がないからだ。お前たちだけで任務を遂行すれば手柄になるぞ」

「え？　こんな奴を相手にしただけで手柄になるんですか!?」

　明らかに俺が弱いことを前提とした会話。わざとアホを演じているとはいえ、少し腹立たしいな。

　だが、ここでキレてしまえば俺は彼女たちに殺されてしまう。とりあえず交渉を続けよう。

「まずはお互いの情報を交換しないか？　俺の世界のことも気になるだろ？」

「調子に乗るな、男のくせに！」

「男が我々と同等に口を利くなど百年早い！」

　さっきからやたらと男であることを蔑んでくるな。

　もし俺という人間だけを下卑するというのであれば、異世界人であることを強調するはずだ。

「とりあえずこいつは大丈夫だ。始末しておけ。私は戻るぞ」

「あ、隊長……！」

　隊長と呼ばれている女が部屋から出て行ってしまった。

　さて、どうしたものか。俺が考えていると、別の女騎士が剣を差し向けてくる。

「さあ、話は終わりだ。命令どおりお前を殺す！」

　ちっ。俺にたいした力がないことがバレてしまったようだな。これだけ時間があって何もしないということは、能力がないことを意味している。時間稼ぎも限界のようだ。

　そして全員が戦闘態勢をとる。騎士は剣を構え、弓兵は矢をつがえ、魔法使いは杖を掲げた。

　まさかこんなところで死んでしまうのか……？

　まだ二十数年しか生きていないし、やりたいこともやっていない。

　なのに、誰だかわからない相手に勝手に異世界に召喚されてしまい、すぐ殺されるのか？

　しかも、わけのわからない女たちにバカにされもした。

　……ふざけるな。

　俺を小馬鹿にするような女どもに殺されてたまるか。

　むしろ、ここにいる全員を犯して、俺の女にしてやりたい。めちゃくちゃにして俺の性奴隷にしてやるんだ。

　そのときだった。俺の耳に声が届く。




『この状況をどうにかしたいかしら？』




　誰だ？

『私のことは後で説明するわ。今は私と契約するかどうか……』

　契約だと？

『この状況を打破する力を私があなたに授けるわ』

　力……本当か？

『嘘であればこんなことをしないで、あなたを見捨てているわ』

　それもそうか。この絶体絶命の状況で俺を煽る必要なんてないのだから。

　だが、嘘ならば覚えておけ。

　ここで死んだのならば、ここにいる全員を含め、お前を呪ってやる。

『それだけ強い言葉を言えるのなら問題ないわね。さあ、力がほしい？』

　面白い。どんな力かわからないがいただこう。

『ならば、私と契約なさい』

　契約？　ふっ、いいだろう。条件など聞いていられるような立場ではないからな。




『あなたに授けるのは──絶対魅了の力!!』




　わかった。その力、有効に使おう。

　俺の身体が熱くなるような感覚を覚える。そして、自然と能力の情報が頭に入ってきた。

「ククク……！」

「な、何がおかしい!?」

　女騎士が武器を突き出したまま尋ねてくる。

「お前たち、男と性交したことあるか？」

「なっ!?」

　そこにいる全員が驚きと屈辱といった表情を見せた。

「その反応、全くないか経験が少ないかだな」

「男め、我々を侮辱してぇ！　もう許さない！　お前を殺すっ！」

「できるものならやってみろ！」

　俺を中心に、床に魔法陣が浮かび上がる。

　この魔法陣の中に相手を入れるのが、能力を使う条件だ。

　広がった魔法陣に、そこにいる全ての女騎士を入れる。

　そして、




「さあ、求めろ！　この俺を!!」




　──絶対魅了の力が発動したのだった。
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　魔法の光が段々と消えていくのが目に入った。

　それと同時に女たちの様子も変わっていく。先ほどまで俺のことを虫でも見るような視線で見つめていたのに、今ではすっかりとろんとしてしまっている。

　さあ、絶対魅了の力を見せてみろ！

　すると、

「あ～ん、なんて素敵なお方なのぉ」

　くねくねと腰を揺らしながら、女騎士たちが甘い声を出す。

　まるで別人になったかのように表情を緩ませ、愛しそうに見つめてくるのだった。

　しかも、それが全員からだ。成功したのか？　確認の意味でもまずは……。

「武器を降ろしてくれないか？」

「ごめんなさいっ！　すぐに降ろしますから嫌いにならないで下さい」

　どうやら魔法は成功したようだ。謎の声が嘘をついていないことがわかった。

　あとはどこまで効き目があるのか。少し実験をしてみよう。

「お前たちは俺のことが好きか？」

『はい！　愛しております！』
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「俺の以外の男のことは、どう思ってる？」

「男は奴隷です。女たちの足元にも及びません」

　やはりそうか。あくまで騎士団だけなのかもしれないが、この世界は女尊男卑の文化になっている可能性がある。どういった流れでそうなったのかは推察し難いが、女の方が強い力を持っているのであればそういった文化が根付いても、おかしくないのかもしれない。

　だが、そんな社会で育った彼女たちさえも、すでに俺の虜になっている。

　その証拠に、

「あんっ！」

　近くにいた女の豊満な乳をわし掴みにしてみた。指と指の間からこぼれてしまうほどの巨乳。

　女はびっくりした様子を見せるが、決していやそうな素振りは見せなかった。

「俺に乳を触られてどうだ？」

「す、少し恥ずかしいですけど、嬉しいですっ」

「もし他の男がこんなことをしたら？」

「殺します」

　即答。これは演技では絶対にできないだろう。

「俺だけなら、いいのか？」

「はいっ。あなたになら、どんな恥ずかしいことでもやってみせます」

「ほう……」

　面白いな。

「そうだな、まずは軽めのものからいってみるか」

　俺は思いついたことを口に出してみた。

「茶が飲みたい。すぐに持ってきてくれ」

「かしこまりました！」

　頼まれた女騎士はすぐに駆け出していった。

　さっきまで侮蔑の目で見ていたのに、今では完全に従順になってしまっている。

　素晴らしい能力を手に入れることができた。あとはどうやってうまく使っていくか……。

「あ～ん、リュウ様ぁ」

「どうした？」

「わたしのおっぱいも触って下さい～」

「おいおい、どうしたんだ？」

「さっき触ってたじゃないですかぁ。だから、私のも触ってほしくってぇ。私のおっぱい、大きくて柔らかいんですよぉ？」

　服の上から自ら胸を揉んで、その素晴らしさをアピールしてくる。

　布越しだというのに真ん中には突起しているものがあった。

「いやらしい女め」

「やんっ！　ち、乳首はらめぇ」

「身体を使って俺の気を引こうというのか？」

「お、お嫌いですかぁ？」

　嫌いなわけがない。むしろ大好きだ。だが、

「俺は茶が飲みたいといった。お前たちは俺の命令だけ聞いていればいいんだ」

　全員に目配せをすると、各々がはっきりと頷いた。

「よし……それでいい」

　そんなやり取りをしていると、女が茶を持って戻ってきた。丁寧に焼き菓子までついている。

「はぁはぁ、入れて参りました」

「息が上がっているな」

「お待たせするわけにはいきませんので」

「いい心がけだ。だが、どこで飲めばいい？」

「え……？」

　女騎士は絶望という表情で青ざめた。

「椅子や机がないぞ。これでは休むことができない」

「す、すみません！　すぐに持って……」

「いや、いい」

　もう一度外に出ようとしたところで俺は彼女を止めた。

　少し面白いことを思いついたのだ。

「椅子と机がないならつくればいいんだ」

「つ、つくる……？　でも、ここには木材はありませんが？」

「材料ならあるだろう？」

「へ？」

　彼女はぽかんとした表情で俺を見た。

「──お前が椅子になればいいんだよ」

　実に屈辱的なことだ。さあ、どうする？

「喜んで！」

　とびりきの笑顔を見せた彼女は俺の近くで四つん這いになった。

　椅子としては十分だろう。

「座ることができても机がないと茶や菓子を楽しめないだろ。誰か机になりたい奴はいるか？」

「わたしが！」

「いいえ、わたくしが！」

「あたしも！」

　全員が手を上げる。なんとしてでも気を引こうというところなのだろう。

　絶対魅了の力は紛れもないことだ。

「じゃあ、お前でいい。机になれ」

　適当に女を指名して机にする。そこに茶や菓子を置かせて、俺は着席した。

「……いい茶だ」

　念のため毒味をさせ、俺は茶を楽しんだ。

　紅茶に似たような味をしているが、より渋い感じになっている。これは焼き菓子が合うだろうな。

　少し腹が減っていることもあり、俺は数枚焼き菓子を口の中に入れた。

「リュウ様、お口の周りが汚れております」

「そうか。拭いてくれ」

「わかりました。拭くものを用意しますので少々お待ち下さい」

「ないなら舐めとれ」

「え？」

「舐めとれと言っている」

「は、はい……！」

　女は俺の近くにきて「失礼します」と一声かけると、小さな舌を出してカスを舐めとった。

「ぺろ……ぺろ……いやじゃありませんか？」

「まさか」

　俺をバカにしていた女が、舌を使ってカスをとっているんだぞ。いやなものか。

　むしろ、濡れた舌で肌を撫でられるというのはゾワゾワして心地よかった。

「指にもついている。舐めろ」

　他の女に指を舐めさせる。

「ちゅぱ、ちゅぱ……私が綺麗にしてあげますからねっ」

「れろ、れろれろ……私にもお手伝いさせて下さい～」

　ふたりの女が指を舐めているのを見て、残りの女たちは羨ましそうにしている。

　我慢できないのか、女たちが立候補してきた。

「わたしも舐めたい～」

「もっと上手に、激しく舐めて差し上げますから！」

「お望みならリュウ様の全身をナメナメしたいですっ」

　そんなに俺のことが好きか。

　最高の気分だ。二十名ほどの女たちが俺だけを見て、俺の関心を引こうと必死になっている。

　しかも、相手は女騎士団。

　魔法にかける前の態度を見るに、それなりのプライドがあるはずだ。

　そんな女たちが俺の言いなりになっている。

　これほど心地いいことは人生で一度もない。異世界に来るというのは素晴らしいものだな。

　だが、突然。




「お前たち……一体なにをやっているんだ!?」




　現れたのは魔法がかかっていない女騎士──隊長だった。
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　最高の気分に浸っていたら、いきなりさっきの女が現れた。

　奴に魔法はかけていない。

　……まずい状況になったか？　奴は俺のことを完全に見下していた。

「任務の最中に茶を取りに来たと言っていたから、おかしいとは思ったが何をしている!?」

「た、隊長!?」

　女騎士たちが一斉にびくっとする。

　隊長と呼ばれているくらいだ。それなりに強いのだろう。もしここであいつが暴れだしたら、俺は止める術を持たない。

　俺は魅了の魔法は使えるが、それ以外の力は何もできないのと同じだからな。魔力で強化されているあいつと正面から戦っても勝てるわけがない。

　まあ、魅了を早めにかければ問題ないのだが。

　そんなことを考えていると、隊長がギリギリと歯を鳴らしていた。

「男……何をしている!?」

「さあな」

　俺がとぼけると、隊長は椅子になっている隊員に気がついた。

「貴様、我が隊員を椅子にしているというのか？」

「そうだ」

「ふ、ふざけるなぁ！　今すぐ解放しろ！」

「お前が代わればな」

「この！　殺してやる！」

　安い挑発に乗せられ、隊長は剣を抜こうとした。

　だから、

「あいつを取り押さえろ」

　俺は女騎士たちに命令をした。

　少し躊躇した素振りを見せたが、彼女たちは俺の言うとおり隊長の身動きを押えた。

「な、何をしている!?」

「すみません、隊長。リュウ様に嫌われたくありませんので」

「はぁ!?　何を言っているんだ！　あいつは異世界人で男だぞ！」

　ククク、すぐに魅了をかけなくてよかった。ここにいる全員が魅了状態だと、魔法をかけられているときがどれだけ異常なのか判断するのが難しかったからな。

　ひとり正常な奴がいるといろいろと情報を得ることができる。

「お前たち、あいつに脅されているのか!?」

「脅されているのではありません。私たち、みんなリュウ様を好いているのです」

「な!?」

「隊長もあの方の素晴らしさに気がついて下さい。容姿や声、そして立ち振る舞い……その全てが女の本能を呼び起こすのです」

　何一つ褒められたことのない俺が、魔法をかけた途端にこれだけのことを言ってもらえるのだ。

　女が俺のものになっているという何よりの証拠。

　だが、隊長の方は納得できていないらしい。

「くそ！　フォルツァンド女騎士団の誇りを忘れたのか!?」

「いいえ、リュウ様への愛を知ったのです」

「何がどうなっている!?　貴様、幻術の類で騙しているのか!?」

「ご名答」

　俺は隠さずに答えた。答えた方が絶対に面白くなると思ったのだから。

「幻術士か……だが、異世界人がすぐに魔法を使えるようになるなど……」

「おかしいか？」

「くっ。私にも同じように幻術をかけるのか!?」

「どうだろうな」

　わざとらしく肩をすくめてみせる。

「男の……お前のものになるくらいならこのまま……！」

「口の中に布でも放り込んでおけ。舌を噛み切られたら困る」

　まったく、いきなり暴走されても困ってしまう。これからもっと楽しいことが起きるのだから。

「ん、ぐぐぐ……！」

　口を塞がれ、彼女は何も言えなくなった。

　さて。

「お前たち、俺にその身体を差し出す気持ちはあるんだろうな？」

『はいっ』

「ならば脱げ」

　隊長を押さえている女以外、全員が俺の言うとおりにする。

　甲冑などの装備を全て脱ぎ捨て、みんなが裸となった。

　まさに絶景。

　約二十名の女が全裸となり、並んでいるのだ。その身体つきは、さすが異世界というべきなのか彫刻のように完璧なものだった。

　ほぼ全員が巨乳と呼ばれるような大きさの胸を持っていて、くびれが細く引き締まっている。

　恥丘には僅かとしかいいようがない量の毛しか生えていなかった。

　こんなものを見せられてしまったら、俺だって我慢することができない。

「お前たち、俺に奉仕しろ」

「かしこまりました」

「まずは服を脱がせるんだ」

　俺の周りに何人か来て、服を脱がせ始めた。

　おそらく騎士はそれなりの地位だろう。付き人のひとりやふたりいてもおかしくない存在だ。

　そんな奴らが丁寧に俺の服を脱がそうとしている。それこそ付き人のように。

「な、なんてたくましいの……！」

　ズボンを降ろされ、いきり立った肉棒が露わになる。経験のないものは目を丸くし、あるものは感嘆のため息をついた。わかりやすいリアクションで助かる。

「お、男の人の身体には剣がついているのですか？」

「剣とは大げさだな」

「剣……いえ、槍や大剣のような大きさに見えます」

「これがほしいか？」

「は、はい……！」

　完全に本能による返答。魔法をかけられるまで凛々しかった女騎士たちが雌の顔に変化していくのがわかった。

「せっかくこれだけいるので全員で奉仕しろ。俺の身体の隅々まで舐めるのだ」

「舐める……舐めていいのですか、リュウ様」

「それぞれ好きな場所を舐めろ」

　俺がそう言うと、女たちはぞろぞろと近づき、舌を這わせ始めた。

　あるものは唇を舐め、あるものは耳を舐める。

　乳首を優しく愛撫する者や、尻穴に舌を伸ばす者までいた。

　大きく実った両乳で俺の腕を挟んだり、背中に乳肉を押し当てる者もいた。

「いいぞ……もっとだ」

　約二十名の美女たちが俺の全身を愛おしそうに奉仕していた。

　そして、何よりも興奮するのが、

「ふぁんてふぉおきさなのぉ！」

　口いっぱいに勃起した肉槍を頬張っている姿だった。

　頬に亀頭の形がわかるくらい密着させ、いやらしい水音を響かせている。

「じゅぼ、じゅるるる……しゅ、しゅご……！」

「丁寧に舐めるんだ」

「ふぁい……！」

　肉棒の横のほうをペロペロしている者や、金玉をいやらしく舌の上で転がしている者もいた。

「鼻の下を伸ばして強く吸い込むんだ」

「こうでしゅか？　ずぼ……ぼぼぼっ！」

　いやらしいひょっとこ顔を見せながら、女騎士がバキュームしてくる。

　可憐に見える彼女たちも肉棒を頬張っている姿はまさに下品。

　だが、こうして奉仕させることが最高の喜びなのだ。

「ああ、素晴らしい……」

　全身を舐められることが、こんなにも気持ちいいものだとは思わなかった。

　舌と口、胸や尻という女の魅力的な場所の全てで俺のために奉仕している。

　俺のためにだ。

　しかし、もっとも気持ちがいいのは、

「──ッ!?」

　隊長と呼ばれる女騎士が侮蔑の目で強く俺を見つめているのだ。

　可愛い部下たちが忌み嫌う男に対して、完全なる奉仕をしているのが許せないのだろう。

　視線を逸らさないのは、意地か抵抗か。どちらにせよ、彼女の目を見ているゾクゾクしてしまう。涙を浮かべているところを見ると、何度も心の中で「殺してやる」とでも呪っているのだろう。

「さあ、もっと俺のために奉仕するのだ」

「はい……！」

　女たちはさらに奉仕をしていく。柔肌を密着させ全身で俺のことを気持ちよくさせようとしていたのだ。さすがに約二十人に同時に愛撫されてしまうと、俺の方も限界がきてしまった。

　肉棒がぶるぶる震えて、発射態勢を整えていく。

「んぶぅ!?　リュウ様のものがどんどん大きく……！」

「まだ咥えていろよ」

　俺のものをしゃぶっている女は涙目になりながらも小さく頷いた。

「もっと激しく吸い付け！　激しくだ！」

「は、はい。ジュボ、ジョボボボボ、ゴボォ、ボオォォォ!!」

「ふ、いやらしい女だ」

　爆音を響かせながら、さらフェラチオが加速していく。

「そろそろ出そうだ……！」

　さすがにこれだけの奉仕を同時に受けているのだ。

　我慢も限界というもの。

「んぐぅ!?　リュウ様のものがもっと大きくなって!?」

「出すぞっ！」

「はい、らして下さいっ！　らしてぇぇ！」

「ああ……！」

　口の中で出したいのも山々だが、もっと射精したい場所がある。

「お前だよ、隊長さん」

「ッ!?」

「出すぞ……出すぞ！　その憎たらしい顔にぶっかけてやる！」

　最高の快楽により溜まりに溜まった精液が隊長へと発射される。ビュクビュクと音を立てながら白い液体で美しい顔を汚していった。

「ぐ、ぐぐぅぅ！」

「そんなに嬉しいか？」

「ぐっ！」

　そこまでやるなら殺してくれ、そんな目で彼女が俺のことを見つめていた。

　だが、ここまでして止められるほど俺は聖人ではない。もっとも、俺の言う聖人とは傍から見れば鬼畜の分類に入るのであるが。

「お前たち、四つん這いになれ。ひとりひとりに入れてやる」
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　約二十名の女騎士たちが一列に並んで、尻を突き上げている光景は素晴らしいものだった。

　それぞれが美しく鍛えられたボディをしているので、くびれから尻への曲線が非の打ち所がなかった。早く俺のものがほしいのか、中には割れ目を広げて腰を振っている者さえいる。

「ドスケベだな、お前たち……」

　先ほど射精をしたばかりのだというのに、俺のものはすでに硬さを取り戻していた。

「リュウ様ぁ、早く入れて下さいぃ」

「私が先なのよぉ！　あんたたちはあとにしなさいっ！」

「リュウ様の子種がほしいのぉ、孕みたいですぅ」

　バックの態勢になっているところを見ると、まさに発情した獣にしか見えない。

　騎士である彼女たちは、みんな品行方正に気をつけていると思うのに、俺の前では性欲を抑えることができていなかった。

　これが絶対魅了の力あり、俺が望んだもの。

「さあ、入れてやるぞ。言っておくが全員に中出しするまでは終わらないからな」

　普通なら一度射精すればある程度は冷めてしまうものだろう。

　だが、今の俺は全くそんな気がしなかった。

　理由はわからないが一度出したにもかかわらず、すでに肉棒がギンギンにそそり立っていて何度でもできると訴えていた。こんな絶好の機会に対して俺の身体はフルスロットル状態だ。

　これも俺が根本的な部分で女というものを嫌っているからだろう。

　学生時代から社会人になった今でも女に対して良い感情を持ったことはない。何かしら彼女たちのわがままや理不尽さに振り回された経験があるのだ。

　だから、女と付き合ったこともないし、セックスのテクニックなんてネットの知識しかない。

　同時にそれでもいいと思っていた。女と付き合わなくても、セックスをしなくても生きていけると思っていたんだ。だが、心の底では強く女を抱きたいと思っていたらしい。

　強い憎しみの裏返しから壊した願望や単純な性欲が強まっているのだ。

　──そして俺は異世界に来て、その力を得た。

　だからこそ、こんな状況で大人しく萎えている暇なんてないのだ。

　しかも、約二十名の美女たちと複数プレイができるのだ。いくらでも勃起させることができるだろう。

「全員壊してやる。俺の身体なしじゃ生きられない身体にしてやる……！」

　まずはひとり目の女のところに行く。細い腰を持ち、肌を触った。柔らかく滑らかで、素晴らしい肌触りだった。

「ほしいんだろ？」

「は、はいっ。リュウ様のそれ……早く下さい」

「ああ」

　俺は彼女を思い切り引き寄せ、そのまま一気に挿入した。

「あ、があっ!?」

　半ば無理やりの挿入。かなり濡れていたためか手こずることなく入れることができたが、なかなかきつかった。すると、膣から血が出てきているのを確認した。

「なんだ、処女だったのか」

　きついなとは思ったが、まさか処女だったとはな。ま、少しは気遣っておくか。

「初めてだとは知らなかった。もう少し優しくするべきか？」

「はぁはぁ……だ、大丈夫です。リュウ様のお望みのままめちゃくちゃにして下さいませ。私……いえ、私たちはリュウ様の性奴隷なのですから」

「性奴隷……！」

　素晴らしい言葉だ。俺が元いた世界では絶対にできないこと。

　それを今、俺は実現させている。

　この俺が……！　何の才能もなくただぬるく生きてきただけの俺が……！

　なんという高揚感なのだ。

「ふっ、俺の性奴隷になったからには、女に生まれたことを幸せだと思わせてやる……！」

「は、はいっ！」

「行くぞ」

　俺は腰を振り始めた。

　パンパンと尻肉を打ち付ける音が響き、奥を突く度に彼女はえび反りになって身悶えていた。

「ひぃ、あんぅう！　しゅ、しゅごい……！　奥まで届いて……！　ああああんっ！」

「狭いな……処女だから？　それとも俺の肉棒を求めているのか？」

「わかりません……ただ、さっきまで痛かったのに今は快楽の方が勝って……！　これが性交というものなんですね……！」

　正直、約二十人もいるといちいち我慢しているわけにはいかなかった。

　全員が俺専用の肉便器だと考えれば、好きなときに好きに発射するのがいいだろう。

「あんぅ！　な、なんかおかしく……！　身体の奥が熱く！」

「ビクビクしてるぞ？」

「やぁ！　こ、声が止まらないっ！　何、これぇ！　変な感じが……！」

　膣内がビクビクしている。そろそろイキそうということだろうか。

「それはお前が絶頂を迎えようとしているのだ」

「絶頂……？」

「ああ、最高の快楽のことを言う」

　尻穴までヒクヒクしているところを見ると、かなり寸前まできているはずだ。

　俺は腰の動きを加速させていく。

「ああ、らめえ！　そんなに速く動いたら……！　私、私……イっちゃ……！」

「さあ、イけ。俺に犯されてイクんだ」

「あああ、んぅぅぅ！　イ、イク！　イクゥゥゥゥゥゥ!!」

「俺も出すぞ！」

　爆発するくらい太くなった肉棒から大量の精液が出てくる。

　何度も何度も処女の膣に射精していると、女は舌を突き出しながらよだれを垂らしていた。

「あ、ひぃ……！　しゅ、しゅごいのぉ、これ……しゅごいのぉ……！」

「お前は完全に俺の女になった」

「はひぃ、嬉しいでしゅ……」

　その場で痙攣して動けなくなる女。そんなに俺の身体がよかったか？

「ぐぐ……！」

　涙目になりながら隊長が俺のことを睨みつけていた。

「羨ましいか？」

「……ッ！」

　首を振る女。会話できないのも心もとないので、俺は指示を出して口を覆っていた布を外させた。

「この外道め！」

「褒めるな、照れるだろう」

　舌を噛みそうになったら、すぐに止めるようにも言ってある。

　あとは魔法のかかっていない女と少し話を楽しみたいと思った。

「どうだ、お前もするか？」

「お前みたいなクソ野郎になんか指一本でも触れてほしくない！」

「おいおい、それは本当か？　お前の顔には俺の精液がついているんだぞ。大量にぶちまけてやったんだ。口の中にも入ったんだろ？」

「くそぉぉ！　殺せ！　殺せぇぇぇぇ！」

　大きな声で叫んだためか、彼女はむせてしまった。

「ごほ、ごほっ！」

「バカだな。口を開けるから喉に精液が入るんだ。それとも、俺の精液が飲みたいのか？　お望みなら口の中に射精してやるぞ」

「死んでしまえ！　外道ぉぉぉ！」

「そういう口の聞き方か……ククク」

　俺が笑うと隊長はびくりと身体を震わせた。

　おそらく本能的に死の恐怖を感じたのだろう。楯突いたのだから殺されると。

　先ほどは死のうとしていたが、それが人間の本来の姿だ。死を予感して恐怖を感じないものはいない。だが、俺は命を無駄に奪う気はない。

　この状況なら簡単に命を奪うことも可能なのだろうが、それでは芸がないというものだ。少しずつ俺に屈服させていくのが楽しいのだろう。

「羨ましくないと言うが、それが本当かどうか確かめてやる」

　俺は次の女に挿入し、腰を振りながら命令を出した。

「あん、あぁん、んっ！　奥ぅぅぅ！　奥まで届いちゃうのおぉおぉぉおぉ！」

　女の喘ぎ声がうるさいが、ここは無視して隊長を押さえている女騎士に言った。

「その女の膣に指を入れろ」

「は、はいっ」

　ためらうような素振りを見せたが、隊長を押さえつけていたひとりが下半身に手を伸ばしていく。

　そして、布の隙間から指を侵入させていく。

「すみません、隊長」

「や、やめろぉ！」

　指が中に入ったのか、隊長はビクビクと身体を反らせたのだ。

「んぁ!?」

「どうだ、濡れてるか？」

「はい。かなり濡れております」

　俺はピストンを続けながら笑った。挿入して数回腰を振っただけで、女がイキそうになっていたので、絶頂と合わせて俺も射精してやった。

　このまま女たちとのセックスも続けていこう。

「濡れているのか、いやらしい女だな」

「こ、これは……！」

「自分だってわかっているんだろ？　俺と女たちがまじわるのを見て興奮してしまっていることに」

「ち、違う……！」

「じゃあ、なんで濡れているんだ？」

「ぐ……！」

　別におかしな理由ではない。何人もの女がよがり、俺は何度も射精をしてしまっている。

　部屋には精液や愛液が飛び散り、匂いからしてもおかしな雰囲気になっているのだ。あてられてしまっても不思議なことではない。性欲が人の本能の部分だとすれば理性的に抑制するのも無理というものだ。それこそ、まるで恐怖のようにな。

「恥ずかしがるな、お前は正常だ」

「……お前は異常だ」

「はは。まあ、俺の身体がほしくなったら言ってくれ。いつでも入れてやるから」

「何があっても言うものかぁ！」

　あっそ。まあ、俺はセックスを続けよう。すでに十人近くのものをイカせてしまった。セックスのコツも覚えてきたらしく、どうしたら女たちがイクのかわかってきた。

「はぁ、やっと私の番ですね……！」

「待たせたな」

「私は処女ではありませんがいいですか？」

「構わん。俺は処女だろうが非処女だろうが全てを受け入れてやる」

　むしろ非処女の方が好みだな。面倒くさい気遣いもいらないし、他の男とも比べてくれる。

　一度セックスの味を知った者を、改めて俺が犯していく楽しみもあるというものだ。

「入れるぞ……」

「ん、ぐぅうぅ!?　ああ、ああああ！　こ、こんなに太いの!?」

「太いか？」

「男の人のものがこんなに大きいなんて……全然知らなかった」

「そうか」

「リュウ様のものを大木とたとえれば、私が経験したのは小枝程度……まさかこんなものなんて……んぁぁああぁ！」

　祖チンしか相手にしていなかったのか、俺のものが異常にでかいのか。

　まあ、どちらでもいい。この女は俺の身体を気に入っている。

「速く、もっと速くぅぅ！　お願い！」

「こうか!?　頭がおかしくなるほど狂わせてやる！」

「ああああああ、んぅううぅ、気持ちいいぃぃぃぃ！」

　恥じらいものない絶叫がこだましていく。

　女はこれくらい激しい方が犯し甲斐があるというものだ。

「らめ、イクぅ！　私、イクぅぅ！　イったことないのに……今まで……！　イっちゃうのぉぉぉ！」

「ならば、イケ。究極の快楽を体験するのだ」

「あああ、んぉおおぉっ！　イクゥゥゥゥゥゥ!!」

　ビュクビュク、ビュルルルルル！

　タイミングよく射精をして、俺は次の女のところに行こうとした。

「さあ、まだまだ続けるぞ」

　全員に中出しをしてやる。俺はそう誓ったのだった。
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「あああ、んおおぉおっ！　イックぅうぅぅぅうぅぅ!?」

　最後の女に中出しを終え、俺は一息ついた。

　さすがにこれだけの女を一度に相手にするというのは疲れるものだ。だが、今までにないくらいの快楽を味わうことができて満足した。

　女たちもみんな嬉しそうにビクビクと身体を震わせている。

「どうした？」

　隊長の方に目をやると彼女は俺のことを見つめていた。部下たちが快楽に溺れていく様を彼女はずっと見ていたのだ。濡れていたことも考慮すると、十分にあてられている可能性もある。

「……わ、私にも……」

「何？」

「私にも同じことをしてくれっ」

　ほらな。

「なぜだ？」

「もう苦しい……お腹の奥がうずいて辛いんだ……！　私を楽にしてくれ」

　先ほどまでの乱交を見ていておかしくならない奴などいない。

　だが。

「悪いな、お前とはする気がない」

　疲れたとか性欲の問題ではない。単純にこいつとセックスをする気にならないだけだ。

　ここで与えてしまったら何の面白みもないからな。

　俺が服を着替えていると、あのときの声が頭に響いてきた。

『能力は気に入ってくれたかしら？』

　ああ、素晴らしい力を授けてくれた。感謝している。

『それならば契約の話がしたいから来てほしいの』

　来てほしい？　どこにだ？

『この宮殿の地下室』

　地下室……。なるほど、そういった場所があったのか。

　よし、向かおう。







　地下室への道は俺が召喚された場所から近いところにあった。隠し階段があり、そこから地下室へと繋がっていたのだ。

　もちろん、隠し階段を教えてくれたのも謎の声。

　俺は声に導かれるまま、地下室への扉の前に来ていた。

『その扉を開けて。そこに私がいるわ』

　言われるがままに扉を開ける。

　いろいろなリスクを頭の中で計算していたが、ここは声を信じようと思う。それに、素晴らしい力を手に入れたのだ。多少のリスクがないとかえって使いづらくなってしまう。

　石でできた強固な扉を開ける。

　扉を開けた俺の視界に入ってきたのは、鎖で繋がれた絶世の美女だった。

　鎖で繋がれているためか少し髪が乱れているが、美しい黒髪をしていて、非の打ち所のない見目麗しい顔をしていた。

　女は顔を上げ、声を出した。

「ふふ、初めましてでいいのかしらね」

「お前が声の主か？」

「そうよ。よく来てくれたわね、リュウ」

　俺の名前を知っている……当たり前か。

「いろいろと気になるところがあるだろうけど、まずは私を解放してくれる？」

「わかった。だが、どうやって？」

「あなたには魔法の素養があるわ。鎖に触れただけですぐに破壊することができる」

　俺は女に近づき、鎖に指を触れた。

　すると、まるでガラスを叩き割ったように粉々になったのだった。

「やはりね。あなたは覇王になる才能を持っているわ」

　女はにやりと笑みを浮かべていた。その妖艶な笑みを見ていると、先ほどあれだけセックスしたというのに性欲を刺激されるような気分になる。

　服の上からでもわかる巨大すぎる胸に、美しい曲線を描く腰。全体的に肉付きはいいが、引き締まっている。こんな女を抱けるのなら、それこそ人生が終わってしまってもいいのかもしれない。

「ふう。ようやく解放されたわ。ありがとう」

「お前は誰だ？」

「私は神子……神子アイシャよ」

「かみご……？」

　神の子と書いて神子という字になるのだろうか。漢字があるかわからないが、普通なら神子と書いて「みこ」と読むはずだ。まあ、瑣末なことにすぎないが。

「言葉のとおり、神の子ということよ。ただ、本当に神の子ではないけれど」

「特殊な力を持ったものということか？」

「ご名答。あなたは切れ者だから素晴らしいわ。やはりあなたをこの世界に呼んで正解だったわね」

「お前が俺を呼んだのか？」

「あら、嫌だった？　それなら元の世界に戻してあげることもできるわよ。もっとも、あげた能力と記憶は消させてもらうけど」

「ふっ」

　俺は笑った。

「バカな。これだけ素晴らしい力を手に入れたのだ。そのためなら異世界で暮らしていくことさえ躊躇しない」

「ふふ、やっぱり私が見込んだ男だわ」

「見込んだということは俺に何かしてもらいことがあるわけか？　それがさっき言っていた契約ということでいいのか？」

「ええ」

　アイシャは微笑み、俺の唇にそっと指を当てた。

「私と一緒に世界を壊してほしいの」

「世界を壊す？」

「もちろん物理的にという意味じゃないわ。世界の理を壊すのよ」

「世界の理……」

　俺はこの世界の人間ではないため、理なんてものは知らない。だから、理を壊すということがどれだけのものなのかピンとこなかった。

「もう知っていると思うけど、この世界は女が強い世界なの」

「魔力が男よりもあるからという理由だな」

「そう。単純に力が強いと、そのものに有利なように仕組みを変えていく……。わかるわよね？」

「ああ」

　俺がいた世界にたとえるなら、男性が有利なように社会の仕組みができていることと同じだろう。現代社会においては男女平等が謳われているが、少し前の時代なら男性の方が強いことがあった。今でも文化が発展していない民族などは、未だに男性有利な社会構造になっていることもある。

　これらは、男性の方が力が勝っていることが理由の一つとしてあげられるだろう。単純に腕力が強いため従わせることができるという背景が少なからずあるのだと思う。

　それはこの世界でも同じということだ。

「だけど、女が強いと一つ問題が発生するの」

「子孫を残せるかどうかということか」

「よくわかったわね。そのとおりよ」

　アイシャは説明を続けた。

「力は女の方が強いけど、性欲は男の方が強いの。そして、制度として女性の方が有利に作られているから……」

「女尊男卑の文化が発達する。男を下に見ることで直接的に女の地位をあげていったのか」

「ええ」

「そして、男性を忌み嫌う文化が浸透したため、男女間での性交が行われなくなるということか」

　よくも悪くも力の強い方が性欲も強くないと、性交が行われないのだろう。

　先ほどの騎士団だって子どもを産むには適正な年齢の者も多くいたが、ほとんどが処女だった。

　いくら男性の方が性欲が強く女性を求めても、文化と性欲の違いにより恋愛すら行われなくなってしまう。

「しかも、年々、男性に対する抑圧が高まってきたのよ。男の子が生まれた場合、すぐに殺してしまうような親もいるわ」

「くだらない。さらに地位を向上させたいのか」

「そういった欲望は深いということね」

　アイシャの言うことは理解することができる。単純に生殖が行われなくなり、出生率が低くなっていく。すると、自然と人口も減っていき、やがて世界が滅びてしまう。

「だいだいの事情は理解した。だが、それだとお前にとってメリットはなくないか？　女が有利な方がお前だっていいだろ」

「それはあとで説明してあげるわ。一つ言わせてほしいのが、私は別に男の肩を持つつもりはないし、元は男で魔法により性転換した存在ではないということ」

「それを聞いて安心したよ」

「信じてくれて、ありがとう」

「理の改変……。つまり、お前がしようとしていることは──世界を救うことか」

「ふふ、素敵な言葉でしょ？」

　裏のあるような笑顔を見せる。

「何か腹の中に持っているようだが、俺にはどうでもいいことだ。この力があればな。……それで契約というのは？」

「まずはこの世界について教えてあげるわ」

「……」

　アイシャは言った。

「この世界を支配する六人の女王の話をね」
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「世界を支配する六人の女王？」

　いろいろと想像はできるが、ここはアイシャの話を黙って聞いておこう。

「簡単に言えば、この世界には六つの国があり、そこにいるトップのことを言うのよ」

「ほう」

「そいつらはそれぞれ、女帝、聖女、魔女、巫女、天女と呼ばれているわ」

　続けるアイシャの説明をわかりやすくまとめるとこうだ。





　女帝……人間の国『フォルツァンド』の女王




　魔女……魔族の女王




　巫女……人間の国『ジャポネル』の女王




　聖女……エルフの女王




　天女……天空人の女王






　詳細についてはまだ話してはくれなかった。まあ、いきなり話をされても困ってしまうのも事実なのでありがたい話ではあるが。

「なあ、五人しかあげてないが？」

「最後のひとりは──女神」

「神……」

「そう。女神がこの世界の理をつくった存在よ」

「なるほど。自分が女だから女が有利なように世界の仕組みをつくったというわけか。神も自分勝手なところがあるんだな」

「神はいつだって自分勝手でしょ」

　言葉の含みを感じるが、アイシャの言い分はわかる。神はいつだって人々に対して理不尽な行いをする。神がいるかどうか、この目で見るまでは信じるつもりはないがな。

「私の目的は神を倒すこと。そして、世界の理を変えることよ」

「それを俺が手伝えばいいんだな？」

「そうよ。お願いできるかしら？」

「断ったら能力を失ってしまうんだろ？　ならば、答えは決まっている」

「ふふ、それでこそリュウよ」

　実際にどこまでできるかはわからないが、やるだけの価値はあるだろう。それにその間は魅了の力を使うことができるから、いくらでも遊びようはある。

　女たちを奴隷化してハーレムをつくるというのが俺の当面の目的だ。

「じゃあ、さっそく神を倒しに行くか」

「そんな簡単じゃないわよ」

　アイシャがぴしゃりと言う。

「まず神を倒すだけの力がない。仮に力があったとしても神に会うことはできない」

「なぜ？」

「神は、残りの五人の女王たちに、とある秘宝を授けたの」

「その秘宝を集めないと、神の元へ続く道が開かれないわけか」

「当たってるわ。だから……」

「まずは五人の女王たちから攻略していく」

「ええ」

　五人の女王か。いい響きだ。俺の奴隷化ハーレムに加えるとしよう。

「一つ確認させてくれ」

「何かしら？」

「女王は美人か？」

　アイシャは目を見開いたが、すぐに笑顔をつくった。

「私に引けをとらないくらいにね」

「それは絶世だな。ますます抱きたくなってきた」

　トップに立ち、偉そうにしている女を抱くなんて最高の機会だ。俺の肉棒なしじゃ生きられない身体にして、たっぷり奉仕させてやる。

　この魅了の力を使えばどんな女も俺に従わせることができるんだから。

「興味を持ってくれたかしら？」

「いい気分だ。早く犯してやりたい」

「素晴らしい性欲をしているわね。その欲望に忠実なところ……好きだわ」

　アイシャのような美人に面と向かって好きと言われるのも悪くないな。

「あなたは強くなる才能を持っているわ。だけど、それだけでは女王を攻略することはできない。性交により屈服させることが、秘宝を手にする条件だから」

「ほう」

　俺にぴったりの条件だ。これなら必然的にセックスすることができる。もっとも、素直に秘宝を渡したところで、何もしないつもりはなかったがな。

「リュウ。あなたは力をつけつつ、セックスの方もより強くならないといけないわね」

「任せておけ。だが、一つ気になることがある」

「何？」

「なぜお前が世界を救おうとする。人口が減ることだってあくまでも予想にすぎないだろう」

「予想ではなく必ず起こる事実よ」

「事実？」

　どういうことなのだろうか。

「私は神子──神の力を持つものとして、未来を予知する力を持っているの」

「予知だけがお前の力か？　俺をこの世界に召喚したり、頭の中で会話もしたよな？」

「私は女の中でもとくに膨大な魔力を持っていたの」

「持って……いた？」

　なぜ過去系なのだろうか。

「ただ、今は召喚と能力の付加により最低限の魔力しかなくなってしまったわ。頭の中での会話も少ししかできない」

　確かに、召喚なんてものは膨大な魔力を使うのだろう。しかも、アイシャは捉えられていたのだ。万全の状態でできなかったことも考慮される。逆にそれだけのリスクを負ったということは、俺に期待している部分が大きいからだ。アイシャが単にリスクを負っただけではないと考えると、俺ならやってくれるという見込みがあったのだろう。それはポジティブに捉えておこう。

「ちなみに魔力は回復できないのか？」

「私の魔力を回復する方法はあるわ。だけど……今は説明を省かせてもらうわ。それは後々にわかることだから」

　なるほどな。アイシャが言うのだから変に詮索するのはやめておこう。

　あと、もうひとつ気になるところがある。

「アイシャ、お前は未来を予知するって言ったよな？」

「ええ。私は数十年後に世界が滅びる未来を予知したの。人口が減り、穀物などの食べのもの生産量が減り、それをめぐって様々な争いが起こる……。その先に待っているのは」

「滅亡」

　アイシャは静かに頷いた。

「予知できるのはわかった。それくらいの能力がないと神子とは言われないだろうし、神子であることは俺に能力をくれた時点で信じている。だが、どうしてお前が救う必要がある？」

「私だって女王に進言したわ。だけど」

「相手にしてもらえなかったというわけか」

「ええ。女王はそれぞれが私利私欲のまま動いている。世界の仕組みを変えてしまったら今吸っている甘い汁を吸えなくなると考えたのよ」

「なるほど。だから、お前を捉えられたというわけか」

　もう一つ気になることがある。

「なぜお前自身が行動に移そうとする？」

　それこそ見て見ぬふりや現状維持だってできたはずだ。

　なのに、どうして異世界人である俺に力を託してまで神を倒そうとするのか。

「理由は二つあるわ。一つ目は私がその力を持っているから」

「力を持っているものの使命感というわけか。未来が見えてしまったのだから、見過ごすわけにはいかないと」

　俺は大層な力を持ったことがないからわからないが、神子と呼ばれるような人物なら幼い頃からそれなりの教育を受けてきたはずだ。そういったところから使命感が芽生えたのかもしれない。

「もう一つの理由とは？」

「こっちはもっと単純なものよ。──私にだって守りたいものがある」

「守りたいもの……？」

「美しい自然や友人、そして未来……」

　確かにそれらは尊いものなのだろう。この理由の方が使命感という尊大なものよりも納得することができる。

「わかった。お前に協力をする」

「いいの？　危険もあるわよ？」

「どうせ自分の人生に退屈していたんだ。この能力をどれだけ活かせるか試してみたい」

「そして、女を抱きまくるのね？」

「俺の望みはそれだけだ」

「あなたはいい男だわ。男は欲望に忠実で、その欲を叶えるために突っ走り続けなくてはならない」

「ならば契約は成立だな」

　俺はアイシャに向かって手を差し出した。

「握手をしたいところだけど、まだ契約は成立ではないわ」

「何？　頭で話したときに認めましょうって言ったよな？」

「認めただけで成立はしていないわ」

「……仮免みたいなものか。ふっ、そういうほうが面白い」

「さっき言ったけど女王から秘宝を奪うためには性交が必要なの。あなたの腕前がどれくらいのものか確認してからじゃないと契約は成立しないわ」

「確認だと……？」

　つまり、それは……。

「これから私と性交してもらうわ。当たり前だけど女はただ激しければいいだけじゃないの」

「そうだろうな」

「激しさに関してはもう合格を出してもいいわ。騎士たちの性交は私も見ていたし」

　見られたところで恥ずかしさはない。すでに大勢の女が見ているところでセックスをしまくっていたのだからな。

「あとは女の扱い方だけだわ。それを教えてあげる」

　アイシャは妖艶に笑う。

「お前がか？」

「ええ。私自らね」

　俺は生つばを飲むのを抑えることができなかった。

　女の経験なんて大してありはしないが、それでもアイシャは驚くべき美貌を持っていた。

　そんな女をこれから……。

「さ、リュウ。ベッドに行きましょう。女の抱き方を学ぶのよ」
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「先に言っておくわ。あなたには魅了の力があるから、女を抱くときは基本的に激しいものでいいの」

　ベッドにつき、腰を下ろすとアイシャにそんなことを言われた。

「確かにな。さっきの女騎士たちもそうだったが魅了状態になると簡単に俺を受けて入れてくれる」

「どれくらい魅了できたかによるけど、あなたが近づいたり少し触れただけでも女たちは濡れるわ」

「すごい能力だな」

「だから、前戯とかもとくにしないで自分の欲望に忠実になっていいの。女の子たちもそれを望んでいるだろうし」

「わかった」

「だけど、高貴なものほど大事にするべきだわ。人の上に立つものは少なからず孤独や猜疑心を抱えているから」

「そこにつけ込むというわけか」

「ええ」

　無理やりやって感じさせるのも面白いと思ったが、アイシャの話を聞いてじわじわと攻略していくのもいいだろうと思った。そこは時と場合により臨機応変に変えていこう。

「さ、まずは服を脱がせるところからよ」

「そこからやるのか？」

「あなたの力を使えばベッドまで来させることはできるでしょう。ただ、魅了は絶対命令の力ではないので、全ての女の子が思いどおりに動くとは限らないのよ」

　相手は俺のことが好きだから、俺に嫌われないために言うことを聞いているだけ。アイシャはそれが言いたいのだろう。

「だが、それと服を脱がせるところからというのはどう関係しているんだ？」

「単純に女はそういったところからドキドキを味わうということよ。快楽だけが全てではないの」

　頭では理解していても、細かいところはいいだろうとつい思ってしまう。

「ふふ、面倒くさいだけじゃなくてちゃんとメリットもあるのよ？」

「メリット？」

「じわじわと興奮させていただけば絶対的な快楽の量も増えることになる」

「言えてるかもしれないな」

「それに、わかっていて焦らすというのはそそるものがあるでしょ？」

「確かに」

　あくまでも俺が冷静になっていればいいのだ。目先の獲物ばかりに囚われるのではなく。

　この魅了の力は下手をすると、自分すらも罠にかけてしまうことがある。使うタイミングや使ってからの対処は常に想定していないといけない。女を溺れさせるのはいいが、俺が溺れてしまうのはまずい。

「理屈はわかった。疑問に思わずお前の言うとおりにする」

「そういう素直さも持っているからあなたはすごいのよ。……さ、服を脱がせて」

　俺はアイシャに抱きつくように背中に手を回し、ゆっくりと服を脱がせていった。

「上手よ。そうやって少し身体に触れながらやると女は興奮するの」

「ああ」

　脱がせたところでアイシャの巨乳がぶるんと現れる。服の上からでも大迫力であったが、生で見るとさすがに違う。

　しかも、胸がでかい割に乳首や乳輪が小さく美しいのだ。

　もはや全てが完璧と言える身体だった。

「キスをしながら寝かせて」

　優しくアイシャの唇にキスをする。

　柔らかい感触が伝わり、俺の興奮も増してきた。

「んちゅ……素敵よ、リュウ」

「お前もだ、アイシャ」

　俺たちは互いについばみながら、何度も何度もキスを重ねていった。

　アイシャは時折、吐息を漏らして、もっとほしいとねだってきた。アイシャのような美人の甘い声を聞いていると俺も理性を保つことができなくなりそうだった。

「ちゅ、ちゅぱ……キス、いいわね」

「アイシャの唇は最高だ」

「あなたの唇はまるで媚薬のようだわ。キスをしているだけでこんなにも興奮するなんて思ってなかったもの」

　アイシャは俺の背中に腕を回して、さらに抱きついてくる。

　豊満なバストが俺の身体で押しつぶされて、卑猥な形にひしゃげていた。

「アイシャ、キスだけか？　そんなんじゃお前も俺も満足しないぞ」

「わかっているわ。次は唇を濡らしたら、舌を入れるの。だけど、焦らないでね。しっかりと唇を濡らすのよ」

「こうか？」

「ん、ふぅ……ちゅ。素晴らしいわ。教えている私が我慢できなくなって襲ってしまいたくなりそう」

「それじゃ意味ないだろう」

「ふふふ」

　俺たちは小さく笑った。

「さ、もっと舌を絡めましょう」

　俺とアイシャは大きく口を開け、互いの口内を蹂躙するかのように舌で攻め合っていった。

　アイシャは歯茎の辺りを丁寧に舐めると、ビクビクと身体を震わせ、鼻息を荒くしていた。彼女の弱点のひとつを見つけたようだ。

「あなた……経験豊富なの？　うますぎて私が教える必要がないかもしれないわ」

「経験なんてないさ。俺はモテないしな」

「あら。じゃあ、あなたの世界の女は節穴ばかりなのね」

　お世辞では……ないだろうな。アイシャの頬が真っ赤に染まって、うっとりした目で俺のことを見つめてくる。彼女には魅了の魔法は使っていないので、素のリアクションだ。

「キスをしながら、胸も触って……」

「アイシャのでかい乳をやっと触れるのか」

「ずっと触りたかったの？」

「お前を初めて見たときからな」

「いいわよ、触って」

　俺はアイシャの豊乳に向かい手を伸ばしていった。ここでわし掴みにして強く揉みしだきたいところであるが、我慢だ。あくまでも今は教えてもらっている立場だからな。

「もっと無理やり揉んでくると思ったけど優しいのね」

「女の扱いを学んでいるからな」

　少し揉んだだけでも指が埋まってしまうほどアイシャのおっぱいは柔らかいものだった。俺の手では余ってしまうほど、アイシャの胸は大きい。グラビアアイドルでもここまで大きいものはいないかもしれない。

　しかも、アイシャの場合、腰が細いのでただ肉付きのいい女というわけではないのだ。これほどの女といやらしいことをしていると思うと、やはり異世界はいいものだ。

「はぁはぁ、胸を揉まれているだけでもおかしくなりそうだわ。ねえ、リュウ。乳首も触って」

「いいぞ」

　俺は中心にある桃色の蕾にも指を這わした。

「んぅ！　乳首は転がすように……ときに強く押したり引っ張ったりするのよ」

　言われたとおりにすると、アイシャの乳首が立ち上がってきたのがわかった。ふにふにと柔らかかったものが、段々と弾力を持つようになってきたのだ。

「硬くなってきたぞ？」

「んんぅ、感じているのよ。リュウ、わかっていて聞いているでしょ？」

「バレたか」

「あまり勃起しない方なんだけど、あなたが上手だから身体が素直になってしまっているわ」

「吸っても？」

「ええ」

　俺はアイシャの乳首に吸い付いた。

　吸い付きながらも舌で転がしたり、甘噛をしたりした。

「あ、ん……くっ。それ、いいわ……はぁ、はぁ、んっ。私の胸を見てそんなに優しくしてくれる人なんて初めてよ」

「アイシャの身体は絶品だからな。並大抵の男なら我慢できない」

　ギリギリのところで理性を保ちながら、俺はアイシャの乳首を夢中になって吸い続けた。まるで赤子になったみたいに強く。

「んぁ、やぁ……！　つ、強いと感じちゃうわ……！」

「もっと感じろ」

「だ、だめよ。このままだと胸だけであなたにイカされてしまうわ」

「俺は構わない」

「まったく……神子相手に本当に気の強いことね。これでも、この世界ではそれなりの地位なんだからね？」

　簡単には抱けないということとして捉えておこう。その方が俺としても嬉しい。

　アイシャはもじもじとしながら、スカートに手を伸ばした。そのまま、ゆっくりと裾を上げていく。

　アイシャの肉付きがよく、それでいて引き締まったふとももが露わになる。雪のように白い肌をしていて、滑らかだった。

「今度は下も触って……」

　アイシャは足を開いて、股間を見せつけてくる。神子の秘部をじっくりと堪能させてもらおう。
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　神子と呼ばれる女──アイシャ。神という字がつくくらいなのだ。神聖な存在なのだろう。

　そんな女の秘部がどんなものになっているのか、俺の期待は止まらなかった。

　アイシャは尻を少し浮かせて、ショーツを脱いでいった。この流れなら俺が脱がせてもいいのだろうが、彼女も待ちきれないのだろう。

「はぁはぁ、乳首をいじめられちゃったせいで我慢できないわ……」

「とんだ淫乱女だな」

「あなたのせいよ。あなたの上手な攻めが私をその気にさせたの」

　先ほどまで余裕があったアイシャであったが、どんどん本能のままになってきている。ショーツを脱ぐと、割れ目から透明の糸が引いていた。それくらい濡れてしまっているということだ。

「濡れやすいんだな」

「自覚はなかったけどね。あなたのせいで濡れやすい体質になったみたい」

「自慰はするのか？」

　俺が尋ねると、アイシャは照れたように顔を真っ赤に染めてしまった。そういう時折見せる少女らしいところが、俺にはそそるのだ。

「じ、自慰……？　そ、そうね。少しなら」

「今の言い方、男の経験がないのに経験があるように見せる処女ビッチと同じようなリアクションだぞ？」

「ビ、ビッチ……？」

「まあいい。気にするな」

　ビッチと言ってもピンとこないのだろう。俺の世界の言葉だからな。

「要するに、お前は少しじゃ済まないくらい自慰をしていると言いたいんだ」

「……ッ！」

　アイシャの頬がさらに赤く染め上がっていった。

「わ、私も女よっ。それくらいするでしょ！」

「悪いとは言っていない。むしろそういう女のほうが好みだ」

　人間なんだ、性欲がない方がおかしい。そういうのを隠す女の正体を暴くのも面白いが、こうして素直な反応を見せてくれるのもいい。

「毎日、自分でいじっているのか？」

「え、ええ。我慢できなくなるときが……って、何を言わせるの!?」

「素直になれ。俺はどんないやらしい人間でも受け入れてやる」

「わ、私をいやらしいって決めつけないでよ！」

　ふっ、面白い奴だ。

「まあ、今度、お前が自慰しているところを見せてもらおう」

「見てるくらいなら他にやることがあるでしょ！」

「見てるのが楽しいんだよ」

　簡単に入れたり、触ったりしては面白みがない。

「ね、ねえ。そろそろ触ってよ……」

　ねっとりした膣を見ると、アイシャの方もだいぶ我慢できなくなっているらしい。俺と会話しているだけで、どんどん愛液が漏れてきていた。

「仕方ない奴だ」

　俺は彼女の股下に手を伸ばすと、そのまま縦筋を撫でていった。

　陰毛は一本もなく、すべすべで美しいパイパンだった。この綺麗な感じは、処理をしたとかではなく、もともと毛が生えていないのかもしれない。天然パイパンだ。

「は、んぅ」

「感じているのか？」

「あなたに触られて感じないわけないでしょ」

「なら、もっとしてやる」

　俺は筋に指を這わせ、硬く勃起している陰核をゴリゴリと押していった。

「あぅ、感じやすいところをいきなり!?」

「気持ちいいだろ？」

「はぁはぁ、ダメ……おかしくなりそう。私、神の子と呼ばれているのに」

「いつもはここを自分で触っているのか？」

「そ、そんなこと……」

「嘘はいけないな」

　俺はクリトリスをつねってみた。

「あああっ!?」

　アイシャがびくりとのけぞり、足をきゅっと閉じてしまった。

「こうして足を閉じるような女っていうのは普段から触っているんだよ。身体が快感になれてしまっているから起こる反応なんだ」

「く、あん……リュウには全てお見通しなのね」

　やっと白状したか。ふっ、アイシャはクリオナをしているんだな。

「本当にリュウには叶わないわ」

「ほう。なぜだ？」

「私が自慰していることも見破ったし、気持ちいい場所を即座に狙い撃つことができたから」

　クク、普段はクールなアイシャだが、やはり女の部分があるな。

　ならば、もう少しそれを見せてもらおうか。乳首と同じように硬くなったクリトリスを刺激していく。うまく皮を剥いて、指の腹で何度も弾いてやった。

「はぅん！　か、皮を剥いちゃうのはだめよっ」

「知らないな。俺は俺がしたいことをやるだけだ」

　指を素早く上下に動かし、陰核をリズミカルに弾いていく。

　すると、アイシャは尻を浮かせながら激しく喜んでいた。

「いい！　いいわ！　上手よっ！」

「喜んでくれて何よりだ」

「さ、アソコに指を入れて……」

「もう？」

「あん、もう我慢できないのよっ。私にそんなことを言わせる気？」

　気が強いアイシャがもどかしそうに見つめてきた。

　そんな顔をされると俺の方も我慢ができなくなりそうだ。

「指を入れるぞ」

「ええ」

　アイシャの蜜壺の中に指先を忍ばせていく。

　すでに大洪水になっているのかアソコがトロトロに潤んでいた。

「かなり濡れているな」

「あなたが悪いのよ。あなたの行動の一つ一つが上手だから」

「お前に褒められるのは嬉しいな」

　アイシャには魅了の魔法を使っていない。つまり、魅了の魔法がなくてもここまではできるということだ。それは一つの武器となるだろう。

「動かすぞ。痛かったら言えよ」

「やぁんっ！」

　膣の中で指を動かすと、アイシャはビクビクと震えた。

　腰をくねらせ、いやらしく悶えている。

「はぁっ、くっ、はあああっ！　こ、声が……で、出ちゃう……！」

「もっと声を聞かせろ」

「やぁん、は、恥ずかしいわ……」

「ドスケベのくせに何を言っている」

　くちゅくちゅと音が響くくらいに蜜壺の中をかき回していく。奥に入れて、何度も小突いてみたり、振動を与えたりしてみた。

「あん、くぅ！　あああ！　じょ、上手よ……！　なんてすごい指の使い方なの？」

「そうか？」

　俺は前にネットで調べたことのあるテクニックを使っているだけだ。

　指を少し曲げて入り口の方に掻きだすように動かしていく。こうしていくとＧスポットに当てることができるらしい。

「あ、ひぃ！　くふぁああんっ！　な、何ココ？」

「知らない場所か？」

「し、知らないっ！　おまんこの中にこんな気持ちいいところがあったなんて！」

「ならば、教えてやる。Ｇスポットっていうんだ」

「じ、じーすぽっと？」

「ああ、神経がよく集まっているところでな。ここを刺激すると大抵の女は……」

「やぁぁあ！　やめてぇ！　そんなにかき回さないでぇぇぇぇ！」

「簡単にイってしまうんだ」

　アイシャは顎を天井に向かって突き出し、よだれを垂らしながら感じていた。

「アアアアア！　おかしく……おかしくなりそうよ、私！　おかしくなるぅっ！」

「指だけでイってしまうのか？」

「あんっ！　やだっ。私が教えるつもりだったのに……！」

「いや、十分に教わったよ」

　アイシャは抱き方だけではなく、魅了の魔法の注意点までも教えてくれた。

　そういった知識を手に入れることは今後大きな意味を持つ。

　そして、アイシャが普通の女であることもわかった。

「イク！　イっちゃうから止めてぇ！」

「止めるものか」

「いやぁ！　やぁああ！」

　アイシャ、お前には素晴らしい力をもらった。だから、

「感謝の気持ちを込め、お前をイカせてやる……俺の指でな！」

「や、やああぁあ！　イっちゃうう！　イっちゃうから激しく、激しく、んほぉ！　しないでぇぇぇ！」

「イけ！」

「イクゥゥ！　私、指だけでイカされちゃうのぉぉぉぉ！　んぁァァアアアアア！」

　アイシャの膣から大量の愛液が出てきた。

　同時に膣の中が痙攣し始めている。もう絶頂を迎えるときだ。

「アイシャ、俺にお前のイク姿を見せてみろ」

「ん、ふぁあああああああああっ!!　イ、イクぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!」

　びっくん、びくびくびく、ビックン!!

　小刻みに痙攣したかと思うと、アイシャは大量の潮を噴きながら絶頂してしまった。

　膣の中がピクピク動き、彼女は気の抜けたように口から舌を出していた。

「あ、ひぃ……！　す、すごいわね、リュウは……」

「お前とはうまくやっていきたいからな」

「はぁはぁ……気持ちよかったわ。だけど、ここでお終いじゃないことはわかるわよね？」

　アイシャはゆっくりと指で割れ目を広げた。

「さあ、リュウ。私の中に……きてっ。あなたの雄々しいソレを入れてほしいの」
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　アイシャが息を荒くしながら、ズボンのテントを見つめてくる。まるで魅了の魔法にでもかかったみたいに、物欲しそうな眼差しを向けていた。

「入れてほしいのか？」

「そうよ！　もう我慢できないんだからっ」

「わかった」

　ズボンを下ろし、勃起した肉棒を出す。ぶるん、と上下に揺れながら怒張したものを、アイシャに向けた。

「な、なんて大きくて、立派なの……」

「お前から見てもそう思うのか？」

「え、ええ……そこまで血管が浮き出ていて、女を惑わす肉棒はなかなかないと思うわ」

　アイシャが言うからにはなかなかのものなのだろう。これがどれくらい使えるのか聞いてみたいと思う。

「アイシャ、俺のものなら女を満足させることはできるか？」

「私もわからないけど、おそらくリュウのものを見て驚かない女はいないと思うわ。それこそ、勃起したそれを見せただけで、魅了魔法を使わなくても落とすことができるくらいに」

「一瞬、ひるませることはできてもその後、殺させてしまうだろう」

「そうね。時と場合によるけど、理性を一瞬取り戻したタイミングで、首と胴体がさよならをすることになると思うわ」

　おそらく男性の身体に対して不潔なものだとか、そういった教育なり文化が芽生えているのだろう。

「この世界にいる男女は性交しているのか？」

　近い未来に滅亡するような世界なんだ。滅多なことでは行われていないのだろうが。

「基本的にはないわ。ただ、各国で定められた日に女が男を選び子作りが行われるの」

「生産的な行為なんだな」

「そのとおり。しかも、挿入してから数秒で終わってしまうらしいわ」

「数秒？　早漏なのか？」

「正確にいうと、女性が早く終わらせるように命令するのよ。男と交わっているのは汚らわしいものだから」

　なるほどな。確か、俺がいた世界のとある民族もセックスを仕事的にこなすと聞いたことがある。セックスはあくまでも子孫を残すための行動であると。もしかすると、これと同じような理屈なのかもしれない。

「まあ、男の方も女とは滅多に会えないから興奮してイっちゃうんだけどね」

　セックスを楽しむという文化がないんだもんな。当たり前かもしれない。

「アイシャ、お前は男を汚らわしいものだとは思わないのか？」

「私は神子。この世のありとあらゆる理に対して理解があるわ」

「理解があるから平気なのか？」

「バカらしいでしょ、よくわからない理由で人を嫌うなんて。この世はつまらないことばかりだから、私は楽しみたいのよ」

「理を理解すると世界はつまらないと？」

「ええ。気持ちいいことを我慢するなんておかしいでしょ？　私は快楽主義者なの」

　アイシャは世界が異常であることに気がついている人間。だからこそ、理を変えようとしているし、神を倒そうとしている。

「アイシャは快楽が好きなんだな。まあ、毎日のように自慰をするくらいだからな」

「ふん、まともな男がいないのよ」

「早漏が当たり前の世界だしな」

「だけど、あなたが現れた」

　アイシャは再び俺の肉棒を見つめた。早く食べてしまいたいというように、舌なめずりをしながら。

「ほしいか？」

「ええ、早く入れなさい」

「ふっ、我慢できない奴だ」

　まあ、それは俺も同じだからな。

　アイシャの近くに行き、俺は挿入しようとする。

　近づくとアイシャの甘い愛液の匂いがして、より俺の興奮を高めた。

「さっき指でほぐしたからな。すぐに入れるぞ」

「待ちなさい」

　突然、そんなことを言われてしまい、俺はぴたりと止まる。

「どうしてだ？」

「いきなり入れるのではなく、縦筋に這わせるようにしながら焦らしていくのよ」

「焦らす……」

　俺はアイシャに言われたとおり亀頭を割れ目に当てて上下に振ってみることにした。

「こうか？」

「はぁん、そうよ。そうやって焦らすのよ、あんぅ」

　入れるか入れないのギリギリのところで、肉棒を動かしていく。すると、アイシャの愛液がさらに溢れだし、にちゃにちゃと音が立っていた。

「上手よ。そうやってしっかり女の気持ちを盛り上げるの」

「ああ」

「女はこのときに入れられることを想像しているわ。いつ入れてくれるのかしらと期待を膨らませながらね」

　頬を真っ赤に染めながら、アイシャは言う。彼女の視線は肉棒に先にあり、じっと見つめていた。

　教えてはいるが、アイシャも我慢できていないのだろう。目は雌のものになっている。

「ん、はぁあんっ。いいわ……」

「焦らされるのは好きか？」

「はぁはぁ、興奮を抑えることができないの……！」

　それは本当らしく、アイシャが眉根を寄せて、唇を噛みしめていた。

「お前、本当はレクチャーなんかしないでセックスしたいんじゃないか？」

「う……そ、そんなわけ」

「この淫乱め。ただ、一度教えると言ってしまったのに、欲望に逆らうことはできないと？」

「……リュウ、あなたの推察力はすごいわ。だけど、女には言わない方がいいこともあるのよ？」

「わかってるよ、そんなこと。だからこそ、言うんだろ？」

「超がつくほどの鬼畜ね」

　アイシャは自らふともとも抱き寄せ、正常位の態勢になっている。

　膝を顔の近くに寄せるだけで、アイシャの小顔ほどある乳がむにゅっとひしゃげていた。

　アイシャはさらに膣を広げて、俺の肉棒を入れてほしそうにする。

「すごいな。また愛液が溢れてきたぞ」

「あなたのものが巨根だから期待も大きいのよ。さあ、適度に焦らしたら入れて……」

「やだね」

「なっ!?」

　さすがに入れてもらえると思ったのだろう。アイシャの顔が青くなる。

「お前みたいにいい女を相手にして、俺の理性を鍛えたいと思う」

「り、理性……？」

「俺は世界中の女を奴隷にし、俺だけのハーレムをつくる。そのためには感情だけではなく、理性も必要なんだ」

　とくに女尊男卑の世界なんだ。魅了をかけていない女が急に現れ、殺されてしまう可能性もある。

「リュウの言い分は理解できるわ。だけど、今はいいんじゃない？」

「なぜ？」

「せっかくここまで来たのだから……ね？　あとはわかるでしょ？」

　要は理性なんか捨てて早く獣のように犯してほしいということだ。

　だが、

「俺は別に入れなくてもいい。寸前で止めるという場面も出てくるかもしれないからな」

　そういうときにすぐさま冷静になれるかどうかもこの世界で生きていくためには必要なことだと思う。

「だ、大丈夫よ……。リュウならきっとそんな場面でもうまくやれるわ……。だから、早く……早く……！」

　アイシャの余裕が段々となくなってきた。

「このままだと私、自分で……自分でしちゃいそうだから」

「自分で？」

「はぁ、はぁああっ。い、言わせないでよ……あ、あんっ」

　アイシャは指を秘部に持ってきて、クリトリスをいじり始めた。

「はぁ、んっ！　ほら、私の中、もうトロトロになってるから入れやすいわよ。ね、もういいでしょ？」

　このままアイシャが自慰をするところを見ていてもいいが、それはあとのお楽しみとしてとっておこう。

「仕方ない奴だ」

「い、入れてくれるのね……嬉しいっ」

「お前がそんなに獣のように飢えているからだ。このままだと俺が食われかねない」

「リュウを襲うの？　そ、それもいいかもしれないけど……だけど、今はリュウからきて。お願い……私をこれ以上悩ませないでほしいの」

「わかった」

　焦らすというのは俺自身も我慢することだ。さすがにアイシャのような女を目の前にしたら、俺も我慢はできない。アイシャではないが、俺が彼女をめちゃくちゃにしてしまいそうだから。

　俺は膣穴に肉棒を押し当てた。

「入れるぞ」

「あ、ああ……！　来るのね……リュウの太くてたくましいものが……」

　ゆっくりと腰を押していく、アイシャの中に入ろうとする。

　それだけアイシャのいやらしい声が響いてきた。

「あ、ああ……！　入ってくるぅ……！　リュウのものが……！」

「くっ、狭いな……！」

　なんだこれは。肉棒に膣壁が絡み付いて離れようとしない。

　入り口から強烈に締め付けてきて、なかなか奥に行かせようとしないのだ。

　これが神子の膣だというのか。

「少し無理やり入れるぞ」

　このままくすぶっていたら、入れることも難しいだろう。だから、俺はアイシャの腰を掴んで、強引に挿入しようとした。

　すると、

「ん、くぅ……ふぅ、い、いたっ」

　アイシャがなんか言った。

「いた？」

「い、いえ。何でもないわ」

「アイシャ、なんて言った？」

「何でもないと言ってるでしょ」

「俺にはいた……痛いと聞こえたが？」

「……」

　アイシャが黙ってしまった。

　どうなっている……？

　アイシャの膣はまるでお漏らしでもしたかのように大量の愛液を出していた。指でもほぐしたことを考えると、痛みを伴うようなことはしていないのだ。それこそ、さっきの女騎士たちよりはるかに丁重に扱っている。

　もしかして……。アイシャの態度を見て、俺は気がついた。




「アイシャ、まさか……処女なのか？」
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　他人に教えるなどと言っていたアイシャが処女……？

　まさかの可能性に俺も動揺を隠すことはできなかった。

　だがアイシャは、

「～～～～～～ッッッ！」

　バレたという感じでアイシャが顔を真っ赤に染めていた。

　しかも、目が涙目になっている。

「まさかアイシャが処女だったとは」

「う、うるさいわねっ。いいでしょ！」

「いろいろとレクチャーしてくれるから経験があるものかと思ったぞ」

「わ、私は未来を予言できる神子よ。知識は相応のものがあるの」

「そういうのを単なる耳年増って言うんだよ」

「悪い!?」

　頬をぷくっと膨らませて俺のことを睨みつけてくる。俺は肩をすくめて笑った。

「いいや、悪くない。むしろアイシャの意外な一面を見ることができて俺も嬉しい」

「ッ!?」

　アイシャは照れたように顔を真っ赤に染めた。

「しかし、なんで経験豊富みたいな感じにしてたんだ？」

「リュウをいろいろと導いていくためには、必要なことだと思ったのよ」

「意外と、優しいところがあるんだな」

　セックスのとき、女は意外な顔を見せることがあると聞いたことがあるが、まさかアイシャもそうだったとは。

　俺も興奮してきた。

「このまま奥に入れるからな」

「い、いいわよ。もう痛みもなくってきたから」

「ああ……！」

　俺はどんどん腰を押し込んでいく。

　まだ膣の中はとんでもなく狭いが、少しずつ奥へと侵入していった。

「あ、かはっ！　な、なんて大きさなの……！　私のアソコが裂けちゃいそうだわ」

「俺の方はきつすぎて、いつでも発射できそうだ」

　すでに何十回も射精しているというにもかかわらず、アイシャの中に入れた途端、イキそうになってしまった。

　それくらいアイシャの膣内が狭く、うごめいているということだ。あとは、

「ふっ、俺たち……身体の相性がいいのかもしれないな」

「ん、はぅんっ！　はぁん！　そ、そうかもしれないわね。入れられただけで少しイってしまったもの……あ、ああっ」

　膣の中が小刻みに震え、根本から肉棒を締め付けてきていた。

「中がビクビクしてるのはイったからか」

「や、やぁ……い、言わなくてもいいじゃないっ」

「イクときはイクって言えよ。イキ声を聞くのが俺の楽しみなんだから」

　そう言うと、アイシャはぷいっと視線を外してしまった。

「あ、あなたより先にイキたくはなかったの……！　あなたをイカせるのが私の役目なのに……」

　本当にくやしそうな顔をするアイシャ。

　そんな表情を見せられると、もっと感じてほしくなる。

「はは、そんな気遣いは無用だ」

「え？」

「お前は最高の女だ。最高の女には最高の快楽を与えてやる」

　俺は腰を掴むと、そのままピストンを加速させていった。

「行くぞ、アイシャ！」

「え、ちょっと……いきなりは……ああんっ!?」

　すっかり奥まで挿入して、俺は獣になったかのように腰を振り続けた。愛液がさらに溢れだし、水音が響いていく。

「どうだ、俺のものは!?」

「い、いきなり……いきなりはダメよっ！　そんなに激しくしないでぇ！」

「知らないな。お前の身体がいやらしいことがいけないんだ」

　俺が腰を振るたびにアイシャの豊満なバストが上下に大きく揺れていた。

　しかも、彼女が腕で胸を寄せているのだ。深い谷間を見つめているだけで俺の身体も喜んでいた。

「すごいっ！　ちょっと突かれただけで奥まで届いてる!?　あああああっ！」

「奥が好きか？」

「す、好きっ！　お腹がゴンゴンって突かれてるのぉぉっ！」

　リクエストに答えて、俺は深いところを何度も小突いていく。

　そうする度にアイシャは、ベッドのシーツを強く握って、気持ちよさそうに悶えていた。

「やぁあぁあ！　奥ぅっ！　奥に当たってるのぉぉっ！」

「お前は入り口から最深部まで全部きつくできているな。まるで俺を喜ばすための身体であるみたいだ」

　すでに何千回と腰を振っていて疲れているにもかかわらず、俺は動きを止めることができなかった。

「アイシャ、最高だよ」

「あんうぅ！　らめえっ！　感じるっ」

「もっと喘ぐんだ」

「こんなことって……こんなことって……まさか男の人のものがこんなに気持ちいいなんて！」

「経験をして理解できたか？」

「ち、知識だけじゃ……あうん！　知らないこともあるのね……こんなのを覚えてしまったら、私……どうなっちゃうの!?」
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　頬が段々と赤くなって、アイシャから余裕がなくなっているのがわかる。

「アイシャ、俺の身体が好きになったか？」

「大好き！　こんなに気持ちいいなら毎日でもしたいくらいよっ」

「ならば毎日抱いてやる」

　アイシャの身体を毎日抱けると考えると、最高の気分になってくる。

　誰しもがうらやむボディの持ち主。それこそ、初な男ならアイシャの身体を見ただけで射精してしまうこともあるかもしれない。絶世の美女を俺の女にできるなんて実に喜ばしいことだ。

「奥……！　奥が気持ちいいのぉ！　リュウのおちんちんの形がしっかりわかるぅ！」

「何度も突いてやるからなっ」

　ピストンを加速させると、アイシャの目が段々と上を向くようになっていた。少しアヘっているみたいになっている。

「んほぉ！　出っ張った部分で私の中がゴリゴリ削られてるのっ。こんなの初めて……！　初めてよぉ！」

「いいか？」

「しゅ、しゅごいぃ！　さっきの女たちを抱いている間に、あなたはかなりの経験を積んだみたいね。んふぁああっ！」

「そうか？」

「む、無意識のうちに……熟練度が上がっていったのよ」

　簡単に言えば、ゲームのレベル上げみたいなものか。

　戦闘セックスをすればするほど自然とレベルが上がっていく。

「上手……よ……！　あなたほどの肉棒とテクニックがあれば、どんな女も落とすことができる」

「願ったり叶ったりだな」

「魅了の力とこのテクニックを……んんぁ……う、うまく使うのよ」

「任せろ。強力な能力を使うことは好きだからな」

　俺がピストンを繰り返すたびに、アイシャは身体をくねらせながら悶えていた。

　頭を何度も左右に振って、大きな声で喘いでいた。

「ああああ、あああああああ、んんぁぁあっ！」

「気持ちいいか？」

「最高ぉ、最高よっ。あなたのものを私だけで独占できないのが、惜しい……くらい」

「毎日抱いてやると約束しただろ。それで我慢しろ」

　アイシャだけを抱き続けるのもありではあるが、せっかく異世界に来て何もかもがリセットされたのだ。

　世界中の女を抱くことを目標に、色んな奴らと性交してみたいと思う。

「あああ、気持ちいい！　気持ちいいのぉぉ！」

「ぐっ、また締まってきたぞ……！」

「私、そろそろ……！」

「イクのか!?」

「そう、イクの！　あなたにイカされてしまうのっ」

　愛液がさらに溢れだして、俺の陰毛に絡み付いてくる。

　俺も腰の動きをさらに加速させていった。

「アイシャ、出すぞ！　お前の膣の中に子種を注いでやる！」

「出して！　出すのよ！　いっぱい精を出して……私を、白く汚すの！」

「子宮から溢れるぐらい出してやるからな！」

　肉棒が大きく膨らんで、尿道口が熱くなってきた。

　もう限界だ。

「出すぞ、アイシャ！」

「ああああ！　イクぅうぅぅぅ！　イクぅうぅぅうぅぅぅぅぅうぅ！」

「うおおおお」

　ビュルルルル！　ビュクビュクビュクビュク！

　一番深いところで俺は射精をした。

　ビクビクと今までにないくらいに、たくさんの精液が発射される。

「で、出てる……！　リュウの精……！」

　アイシャの方はせっかくの美女だというのに、白目を向きそうになっていた。

　満足したように鼻の穴を広げながら、顎を天井に突き出している。

「んぉ……！」

「はぁはぁ、かなり出たな」

「おぉ、ぉ、ぉ……！」

　アイシャも、相当おかしくなってしまっている。

　普段は鈴のように軽やかな声をしているというのに、野太い声を上げながら大絶頂を感じていた。

「気持ち、よかったわ……！　さ、さすがよ、リュウ」

「俺もだ。今までで一番気持ちよかった」

　やはり俺とアイシャの身体の相性はいいらしい。

「はぁはぁ、これで私からあなたに教えることはすべてよ。少しは参考になったかしら？」

「もちろんだ。有効に使わせてもらうよ」

「あなたはかなり優秀よ。そのご褒美をあげるわ」

　四つん這いになったアイシャは、その態勢のまま俺の方に寄る。そして、

「ちゅっぽ……！」

　俺の肉棒にキスをした。

「さあ、ご褒美として私からあなたに全力の奉仕をするわ」
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　裸になったアイシャが俺の方に近づいてくる。そのいやらしい身体で迫られると、射精したばかりでもすぐに勃起してしまいそうだった。

「リュウ、あなたの頑張りに応え、今度は私がしてあげるわね」

「いいのか？」

「イったばかりで頭がくらくらするけど、あなたのために奉仕してあげたい気分なの♪」

　……奉仕。アイシャからそんなことを言われるとはな。

「じゃあ、お願いするよ」

「わかったわ」

　アイシャは四つん這いの態勢で尻を高く持ち上げると、射精したばかりの肉棒に顔を近づけた。

「間近で見ると本当に恐ろしい大きさね。こんなものが私の中に入っていたなんて信じられないわ」

「あまり見るなよ」

「どうして？」

「鼻息が当たってくすぐったいからだ」

　呼吸を荒くしたアイシャの息が、敏感になっている部分に当たり、変な気分になってくるのだ。

「うふふ、ごめんなさいね。じゃあ、お詫びも兼ねて優しくしてあげるわ」

　舌先をちろりと出したアイシャは、俺の肉棒を舐め始めた。

「れろ、れろれろ……！　精がたくさんついているわね。舐めとってあげるから」

「そんなことまでしてくれるのか？」

「もったいないじゃない。それに……ペロ、ペロ、ペロペロ……精が臭くて……おいしいのよ」

「く……！」

　イったばかりで敏感になっているので、舐められると背中がゾクゾクする感じがする。

　だが、それでいて痛みを感じないのは、アイシャの気遣いだからだろうか。

　俺が少しでも反応を見せると、彼女はすかさず別の場所を舐めてくるのだ。

　アイシャのおかげか、精液がたっぷりついていた肉棒があっという間に綺麗になった。

「れろ、れろれろおおっ。最後の一滴まで全部舐めとることができたわよ」

「感謝する」

「だけど……また硬くなってしまったわ」

　少し萎んでいた肉棒も、アイシャに愛撫され、すぐに硬さを取り戻していった。

　彼女の表情を見るに、わざとやっていたことがわかる。

　……まったく、そんなに俺の身体を気に入ってくれたのか。

「もうたくましくなったわね。さすがは絶倫ね」

「お前の舌使いがいやらしいからだろ」

　まあ、すでに何十回も射精している俺が絶倫じゃないというのも、無理があるかもしれないが。

　ただ、アイシャの身体が俺を喜ばせているのも事実だった。

「ドスケベだな、アイシャは」

「私を女にしたのはあなたよ」

「もとからエロいだろ、お前は」

　エロいと言えば、体勢もエロい。四つん這いになっているため、俺の方からはアイシャのほっそりとしたくびれと形のいい尻が見えているのだ。

　細いくびれは本能的に男を興奮させると聞いたことがあるが、まさかすぐに勃起してしまうとは。今日は二十回以上射精をしているんだけどな。

「硬くなったおちんちん、私が可愛がってあげるわ」

「まだしてくれるのか？」

「当たり前でしょ♪」

　アイシャは口を大きく開くと、

「はもっ！」

　亀頭から丸飲みにしてしまった。

「うお……！」

　さすがに、そんなふうに頬張るとは思ってなかったのでびっくりした。

　アイシャは頬をパンパンに膨らませながら、俺のことを見つめている。

「んふぉ！　ふぉおきい……ふぁね」

　何を言っているのかいまいちわからないが、アイシャが頑張って咥えていることはわかった。

「じゅぶ、じゅぶぶっ……」

　アイシャの口元から卑猥な水音が響いている。

「ちゅっぽっ。あなたに最高の口淫をしてあげるわ」

「いいのか？」

「ええ。私もしてあげたいから。さ、行くわよ」

　そう言うとアイシャは再び丸飲みに。

　そして淫らな水音を立てながらディープスロートを続けていった。

「ばぼっ！　ごぼっ！　じゅぼ！　ぼぼぼっ！」

「すごい音だ……！」

「ジュッボォ！　ジュッボ！　ん、ぼぶぅ！」

　絶世の美女であるアイシャが下品な音を立てている。美しい者が汚い行為をしているというギャップがそそるのだ。

　アイシャがそれを理解しているのかはわからないが、上目遣いで俺のことをずっと見つめ、スケベな顔をしていた。鼻の下を伸ばした顔で、肉棒に根本からしゃぶりついている。

　手のひらの上に金玉を乗せ、優しく転がしてもいた。

「どう、リュウ？　私の口淫は」

「今にもイってしまいそうだ」

「まだイっちゃダメよ。私の奉仕はこれからなんだから」

　手コキと合わせながら、アイシャはさらに口ピストンの動きを速くしていった。

「じゅぶ、じゅぼ、じゅっぼ！」

「もっと激しくしてくれ」

　口の端からはよだれが漏れ、音がさらに大きくなっていく。

「じゅぼ、じゅぼっ、ぼぼっ！　ん、激し……く？」

「ああ」

「それなら吸い上げてあげるわ」

　そう言うと、アイシャは強烈なバキュームをした。

「ジュウウウウボオオオオッ!!」

「おうっ!?」

　まずい、イキそうだ。金玉にある精液ごと搾り取られてしまうくらい強く吸い上げていく。

　アイシャは頬を窄ませ、喉奥まで肉棒を入れていった。

「ごっぼ、じゅぼっ！　ジュボボボボボボォオォォォオォ!!」

「く……。そろそろ……」

「リュウ、ダメと言ってるでしょ」

「アイシャ……！」

　彼女は肉棒の根本を指できゅっと押えた。上り詰めていた精液がそこで止まるのだ。

「ぐあ……！」

　射精しないのはよかったが、精液をムリヤリ止められるというのは辛いものがある。

　肉棒はパンパンに腫れ上がり、今すぐにでも爆発しそうになっていた。

「うふふ。口淫は刺激が強すぎたみたいね」
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「はぁはぁ……！　我慢するのも大変なんだぞ」

「じゃあ、今度はこれはどうかしら？」

　アイシャは上体を起こすと、豊満なバストを持ってきた。

　そして、そのまま俺の肉棒を包み込んでいく。

「お、おお……！」

　あれだけでかいと言われてきた俺の肉棒だが、アイシャの胸の中に完全に隠れてしまった。

　柔らかい肉で抱きしめられると、フェラとは違う快感が身体に流れていく。

「あら、リュウのおちんちんがなくなってしまったわ」

「アイシャの胸が大きすぎるんだろ」

「でも、こうすればお顔を出すことができるわよ」

　おっぱいを下にズラして、亀頭を出す。乳と乳の間に挟まれた肉棒から我慢汁が出ていた。

「このまま上下に……ん、ふう、んんっ！」

「き、気持ちいい……！」

　爆乳にパイズリされるような日がくるとは、夢にも思っていなかった。

　アイシャは少し汗をかいているのか、それが潤滑油となって心地いい刺激となっている。

「ここまで大きくすれば十分よね」

「どうしたんだ？」

　アイシャは楽しそうに笑うと、俺を押し倒してきたのだ。

「今度は私が上に乗ってあげるわ」
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　上に乗ってくれるだと……？

　つまり、騎乗位をしてくれるというのか！

「うふふ。リュウ、顔がにやけているわよ。私が上になるのがそんなに嬉しいの？」

「当たり前だろ。騎乗位は俺の好きな体位の一つだからな」

　女たちを攻めるのも楽しいが、ただ寝そべっているだけというのも好きだ。元来、俺は怠け者だから、楽をすることをいいものだと考えている。

「期待に応えられるかわからないけど、頑張らせてもらうわ」

「ああ、頼む」

　アイシャのような美人に腰を振ってもらえるなんて最高だ。

　俺はベッドの上で横になると、彼女が来るのを待った。

「ふふ、さっきより大きくなってない？」

「どうだろうな」

「期待の現れということね。じゃあ、入れるわよ」

　俺の上にまたがったアイシャは割れ目に肉棒を当てる。すると、愛液が垂れてきて、俺の肉棒にかかっていくのだ。

「俺のことばかり言っているが、アイシャも楽しみだったんじゃないか」

「ええ。上に乗るのってやってみたかったのよ」

「腰を振るのが好きなのか？」

「攻められるのもよかったけど、自分のペースでできるのもよさそうね」

　騎乗位が好きな奴は、だいたい痴女の素質がある。まだ経験は浅いアイシャだが、その片鱗だろうか？　スケベな女が好きな俺からすれば、アイシャのような奴はきっと、最高に相性がいい。

「アイシャ、お前が望むように腰を振れ。勝手にイキまくっていいぞ」

「イカせるのは私の方よ、リュウ」

「楽しみにしている」

　俺とアイシャは同時に笑った。互いにからかい合っているのがわかったからだ。

「じゃ、入れるわ……！」

　アイシャは自ら割れ目を広げると、そのままゆっくりと腰を沈めていった。

　処女膜がもうないので、ぬぷぬぷと肉棒がアイシャの膣内に入っていく。

「ん、うぅ！　入って……きたわっ」

　貫通しているとは言え、さすがにアイシャの膣内は狭い。一気に入るというよりかは、少しずつ奥に向かっているという感じだった。

「そ、そろそろ……！　そろそろ全て入れることができそうだわ」

「ああ、全部入ってしまった」

　パン、という尻肉を打ち付ける音がなり、アイシャの膣に完全に挿入することができた。

「はぁはぁ、いくら私のペースでいいとは言え、ここまできただけで……やばくなってるわ」

「ビクビクしてるぞ？　イったか？」

「ま、まだよ……」

　顔を赤くして、そっぽを向いたところを見ると軽くイってしまったのかもれない。やれやれ、本当にエロい女だ。

「さあ、腰を振るわよ」

　大胆に股をＭ字に開いたアイシャは、尻を上下に振っていった。

　尻を下に叩きつける度にパンパンという音が鳴り、アイシャは嬌声を上げた。

「はぁ、んぅ！　す、すごいっ！　硬いのっ！」

「おいおい、まさかもうイクわけじゃないよな？」

「バ、バカなこと……言わないで！」

　すでに余裕がないアイシャ。

　俺はもう少し彼女の様子でも観察しているか。

　アイシャの身体は全てがいやらしいものだった。

　少し腰を振るだけでも巨大な胸が揺れて、俺の身体に当たって卑猥な形にひしゃげている。

　いやらしく形を変える乳を見ているだけでも興奮するのに、大股を開いて結合部を見せつけてくるから困ったものだった。

「はんぅ、やっぱりリュウのおちんちんは最高だわ。このままずっと味わっていたい」

「そうか。俺も好きだぞ、お前が上に乗っているの」

「よ、余裕をかまして……！」

　アイシャの身体が小刻みに震えて、膣の中がきゅうっと狭くなっているのがわかった。

　それだけでもイキそうになるのだが、

「下から眺める景色もいいな」

　超巨乳のアイシャの胸を見上げているのも、素晴らしいものである。

「私のおっぱいばかり見て、そんなに好き？」

「ここまで巨大で形も綺麗なものは、そうそう見かけることはないからな」

「揉んでもいいのよ。ほら……」

　アイシャは俺の手を握ると、自ら胸に押し当ててきた。

　俺の手はあっという間にアイシャの胸でいっぱいになる。

「あ、んっ。すごいわ……！　リュウに揉まれると果ててしまいそう」

「すごく柔らかいな」

「もっと強くして……！」

　パンでもこねるような感じで、アイシャの胸を激しく揉みしだいていく。

　途中、強すぎて痛いかなと思ったが、アイシャは気持ちよさそうによがっていた。

「はぁん！　腰も止まらない……！　リュウとの性交は……快楽だけを求める感じだわ」

「それがいいんだろう。性交は気持ちいいものなんだから」

「女に生まれてよかったと実感することができる……！」

　アイシャはさらに腰の動きを加速させていった。

　前かがみになったため、胸が下向きに垂れて、俺の身体の上に乗ってしまっている。

「俺は男に生まれてよかった。お前のような女を抱くことができるのだから」

「リュウ……！　こうしてあなたと性交できること幸せに思うわ」

「俺もだ」

　アイシャの膣内が痙攣してきたのがわかった。

「そろそろイクのか？」

「あ、ああんぅ！　が、我慢できそうにないわね。んんぅぅ！」

　先ほどからずっと耐えてきたのだろう。アイシャの目に涙が浮かんでいる。

「俺にはイクなと言っておいてな」

「く、ふぁんっ！　い、いじわるは言わないで。あなたのものがすごすぎて、私の理性が吹き飛びそうなんだから……！」

　アイシャの腰の動きがさらに速くなっていく。

　尻がバウンドして、パンパンという肉と肉がぶつかる音が大きくなっていった。

「はぁはぁ、リュウ……イキそう。出して」

「出していいのか？」

「あなたの子種をもらいたいのよ……！」

「いいだろう」

　アイシャにおねだりされてしまったら、応えないわけにはいかない。

「アイシャ、イクぞ……！」

　俺はアイシャの尻を鷲掴みにして、そのまま自らに強く引き寄せた。

「あああっ！　奥ぅぅぅぅ！　奥に当たるぅぅぅぅぅぅぅ！」

「出すぞ……！」

「きて！　きてぇ！　私もイク……イっちゃうぅうぅうぅぅぅぅ!!」

　ビュルルルルルルル!!

　騎乗位で攻められながら、俺は射精をした。

　アイシャはピンと弓なりに反って、ビクビクと身悶えている。

「はぁはぁ、出てる……！　リュウの子種……！」

「感じてるか？」

「最高よ……！」

　アイシャが腰を浮かせて肉棒を抜くと、膣から精液が垂れてきた。

「ああ、漏れちゃったのがリュウのものにかかって、汚れてしまったわ」

　アイシャはまた四つん這いになると、再び肉棒を舐め始めた。

「れろ、れろれろ……ちゅぱ。綺麗にしてあげるわ」

「お掃除までしてくれるのか……！」

　何も言わずにここまでやってくれるのか……。

　アイシャは外見だけじゃなく、気遣いの部分でもいい女だ。

「ちゅっぽ……！　ちゅぱ、ちゅぱ。……さあ、綺麗になったわ」

「よくやった」

「リュウのためだもの。あなたが喜ぶためなら何でもするわ」

「そうか……」

　アイシャと交わって、俺はさらに、彼女の願いを叶えたい気持ちが強くなっていた。

　世界を支配する女王たちを、俺の女とする目的にもだ。

　だが、そのためにはクリアしないといけない問題もあるだろう。

　俺はアイシャに提案した。

「アイシャ、神を倒すために俺を強くしてくれ。この世界について知らないことがたくさんある」

　俺がそう言うと、彼女はにっこりと笑い、

「ええ。あなたには魔法と性交の才能があるわ。それをこの私が鍛えてあげる。そして、行き着く先は」




　──世界最強の男。




　アイシャはそう言ったのだった。
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　俺が召喚されてから一ヶ月が経過した。

　その間、俺はアイシャから数々のことを学んだ。

　その一つは──魔法。

　今さら説明する必要もないが、この世界には魔法が存在し、魔力を持つものなら誰でも使うことができる。

　魔力は種族を問わず、この世界で生まれたものには誰しもあるらしい。

　問題はその量だ。

　女性の方が圧倒的に魔力が多く、男性はほとんどないに等しいらしい。

　今では文明が発達し、魔力を使う道具なんかも開発されている。しかし、魔力そのものがなければ使うことができない。

　そのため、男性は生活レベルから不便な暮らしをしているのだ。地位的にも虐げられているということを考えると、この世界の男は不遇なんだなと思ってしまう。

　まだ悲しいところがある。それは、腕力。

　食糧生産の技術が発達していないためか、基本的にこの世界の人は細い人が多い。

　大して運動経験のない俺ですら、そこそこ大柄な男になるらしいのだ。イメージとしては、平均身長が低い昔の時代という感じだろうか。

　また、召喚されたときに女騎士も言っていたが、腕力も魔力で補うことができるらしく、その補われた腕力を前提に道具などが作られている。

　幸いなことに、補われた腕力自体は俺の腕力と同等程度らしいので、俺がこの世界で不便な思いをすることはない。女性の腕力を補って、俺の世界の男並みにしている……ということだろう。

　ただ、ひ弱なこの世界の男性たちには、それが生きづらいのだ。

　たとえば、コップすらも重くて使いづらいときがあるほどだという。本当にこの世界で生きるというのは大変なのだろう。

　ちなみに、戦闘のときはいつも以上に腕力を強化するらしい。そうすることで女たちは通常よりも力強く戦うことできるのだ。場合によっては、それで男を虐げているのだろう。そう考えると胸糞が悪くなってくるな。

「魔力といえば……」

　俺は女性以上に魔力を持っているらしく、この一ヶ月の間、アイシャにみっちりと鍛えてもらった。

　アイシャは神子であるため、彼女も平均的な人間よりも魔力が高く、魔法の才能もある。だが、俺の召喚により魔力を使ってしまったため、今ではかなり低下している。

　しかし低下しているとはいえ、魔法については教えてもらうことができるので、俺は彼女からしっかり学んだ。

　訓練を終えたときのアイシャは、

「あなたは飲み込みが早い……いいえ、もはや天才と呼べるレベルだわ」

　と言っていた。いまいちピンとこなかったが、すごいらしい。

「そうか？　言われたとおりにやっただけだぞ」

「あなたが行った訓練は、宮廷魔術師が行うレベル。……要するに、世界最高レベルの訓練を受けていたのよ」

「……なんでいきなり、そんなハードなことをやらせるんだよ」

　確かにいきなり雷を起こしてみろとか、巨大な岩をつくってみろとかやけにスケールがでかいところから進んでいるなとは思ったが。

　まあ、アイシャがスパルタというか、Ｓっ気があるのは今に始まったことではないけれど。

「リュウには才能があると思ったの。だから、どこまでできるのかなと思ってね。あまり先入観を持たせないで上級レベルの魔法を教えたらどうなるか試してみたのよ」

「まったく……たまたまうまくいったからいいものを」

「いいえ、たまたまではないわ」

　アイシャは言った。

「あなたは異世界人……そして、この世界にいる人よりも知識がある。正確にいえば、想像力ね」

「想像力？」

「たとえば雷を起こす魔法だけど、真っ当な教え方をするならば、まずは水を蒸発させる力を覚えるの。そして、空気の中には水滴があることを学ぶのよ」

　要は基礎的なことから学ぶというわけか。確かに、雷を起こすには雲を発生させる必要がある。雲を発生させるには……。おそらくこういった手順を知っていくためだろう。まあ、雷はともかく電気なら雲はいらないんだろうけど、そういったこともこの世界の人には、わからないんだろうな。

　アイシャは説明を続けた。

「蒸発して、どこに水が消えたのかを考えるの」

「それを気づかせるために、蒸発させるところからやるのか」

「ええ。だけど、この世界の七割の人は水が消えてしまったということで止まるのよ。空気に水分が含まれていることを理解していないの」

　科学が発達していないのだから、そういった考えを持てないのは当たり前なんだろう。

「つまり、俺は雷ができるまでの仕組みを、わかっていたからできたってことか？」

「そうよ」

「とは言え、俺だって専門家じゃないからわからないことは多いぞ」

「大事なのは、理屈を知っているということじゃないの。スタートからゴールまでを結び付けられるかどうかよ。過程については魔法がどうにかしてくれる」

「なるほど」

「詠唱はその過程を古代語で説明することになるの。だから、詠唱をすれば魔法を使えるようになるのよ。まあ、上級魔法になると、ただ唱えればいいってわけじゃないけどね」

　確かに、俺の場合、どうしたら言われたことが実現できるか、考えながら訓練していた。

　これがアイシャの言うゴールなのだろう。ゴールがわかれば、スタートは何かきっかけでいい。

「リュウ、あなたにはもう一つの特性があるわ」

「特性？」

「それは──無詠唱」

　漫画やアニメなんかに出てくる、呪文を唱えずに魔法を使うことだ。

　俺は頭の中でイメージできているから、詠唱がいらないのだろう。

「あなたの想像力があればどんな事象も起こすことができると思う。想像から創造されるということね」

　スタートとゴールの結びつきが大事なんだもんな。それならいろいろとやりようがあると思う。

「もう一つの特性は、魔力の量。これは、ほぼ無尽蔵と考えていいわね。訓練をしていても、まったく疲れなかったでしょ？」

「ああ」

　最初はてっきり簡単な魔法から教えてくれていると思ったから、疲れないものかと思っていた。

　だがどれほど強力な魔法でも、同じだったのだ。

「無尽蔵だからこそ、本来なら十年以上かかる訓練を、一ヶ月で終えることができたのよ」

　……本当にとんでもないことをしていたんだな、アイシャは。よく俺は耐えてきたよ。

「ま、私が目をつけた男だからね。それくらいはしてもらわないといけないわ」

　魔法についてはほぼ理解できた。応用などはもう少し経験がほしいところだが、だいたいのことはできるだろう。魔法を使うことができるようになったことで、自由度も上がったと思う。

　まさにチートだ。

　あとは、絶対魅了の魔法についてだ。

　これについても、俺はいろいろとわかってきたものがある。

　まとめると、こんな感じだ。





　●魅了とは……簡単に言えば、強制的に惚れさせること。あくまでも惚れているにすぎない。




　●魅了の効く相手……意志のあるものなら男女、異種族問わず。




　●魅了の適用時間……（おそらく）永続。




　●魅了の範囲……魔法陣を広げられる範囲。今は半径10メートルくらい。




　●魅了の使用回数……無制限（正確に言うと、魔力がつきるまで。魔力がつきることはないので、事実上の無制限である）




　●魅了のオンオフ……自由




　●魅了をかけられる回数……無制限






　まだ完全に把握できていないところもあるだろうが、自由に好き勝手に相手を惚れさせることができるということだ。

　こちらもチート。

　魅了チートである。ただ、アイシャに一つ注意されたことがある。

「絶対魅了の力は……あくまでも魔法よ」

　アイシャが何を言いたいのか理解することはできる。たとえば、魔法に対して防御する術を持っている相手や、無効化する者が現れたとき、思惑どおりにはいかないということだ。

　だが、その方が面白いこともあるのだろうと、気楽に考えることにした。

「リュウ、あなたは世界を旅するだけの力を得ることができたわ」

「アイシャ、感謝している」

　これで必要な力を揃えることができた。

　あとは、

「女王たちを俺の女にするだけだ」

「ふふ、やる気になったみたいね」

「アイシャと同じくらいにいい女なんだろ？　早く抱きたくてうずうずしている」

「私と毎日のように肌を重ねたというのに、そんなことを言うの？」

「むしろアイシャと寝まくったからだよ。お前のせいで性欲の方も無尽蔵になってしまった」

　訓練をしつつ、俺はアイシャとセックスをしまくった。

　それにより、セックステクニックもきちんと身につけることができたのだ。

　さて、

「──五人の女王を攻略する作戦会議を始めようか」
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　この世界を支配する五人の女王。

　こいつらが持っている秘宝を手に入れることが、神への道を開くために必要なのだ。

　そして、神を倒し、世界の理を変える。これが俺とアイシャの契約だ。

「で、どいつから攻略する？」

　俺とアイシャは茶を飲みながら話していた。ちなみに茶を入れてくれたのは、魅了魔法をかけた女騎士たち。今では俺の言うことを聞く、従順なペットとなってしまっている。

「そうね。相手の戦力や地理を考えた方がいいかもしれないわ」

「ここから一番近いところはどこだ？」

「魔女が住む地下宮殿かしら」

　地下宮殿。実に魔女らしいところに住んでいるな。

「じゃあ、もっとも厄介なのは誰だ？」

　当たり前だが、相手の戦力はきちんと把握しておく必要がある。こちらの戦力は自分の力以外には、ないに等しいんだからな。

「何を基準にするかにもよるけど、単純な兵力や規模で言ったら女帝が一番の力を持っているわ」

「女帝……。確か、人間の国を治めている者だったな」

「ええ。世界の八割は彼女の国だわ」

「随分と大きいんだな」

「他はエルフや魔族、天空人でしょ？　個々の力は強いだろうけど、大きくはないわ」

　世界の大半が人間であるから不自然ではないか。

　俺の世界でたとえるなら、ユーラシア大陸がまるごと一国家になっているような感じだろう。ただ、フォルツァンドに属していない人間の国もある。

「巫女はどうだ？」

「あそこは島国で大きくはないから。戦力的な意味ではそれほど大きくはないわね」

　なるほど。だが、それだと気になることがある。

「人間の国なのに、なぜフォルツァンドから独立しているんだ？」

「島国だということもあるし、独特の特産があるから」

「特産？」

「金よ」

　黄金の国ジパングと言ったところだろうか。巫女やジャポネルという名称からも、もしかしたら日本的な国なのかもしれないと、かってに想像していた。

「言ってしまえば、世界の通貨はジャポネルの金を基準にして作られているの」

　ならば、おそらく政治的な部分で独立を保っているのだろう。

「あと、ジャポネルは特殊な人間も多く、そういった意味でなかなか近づけない国になっているの」

「だから、フォルツァンドから独立しているんだな」

「さあ、どうする？　治めている国の規模で言ったら……」




　女帝 → 天女 → 魔女 → 聖女 → 巫女




「という感じよ」

　アイシャが規模の大きい順に並べてくれた。さて、どうしたものか。

「セオリーどおりに行くなら、小さいところから攻め落としていくのがいいと思うけど」

「いや、それはやめよう」

「なぜ？」

　いくらチート能力を備えていると言っても、俺とアイシャしか仲間がいなんだ。数の勝負を持ち込まれた時点で不利になってしまう。たとえ小さくても相手は国だからな。

「出来る限り、すみやかに行動するのがいいと思う。俺たちの存在が知られてしまっても面倒だしな」

「そうね。対策をとられる危険性もあるし。じゃあ、どこから？」

「まずは──女帝。フォルツァンドを落とす」

　俺がそう言うと、アイシャは呆れたようにため息をついた。

「リュウ。まさかあなたがそこまで無謀だとは思わなかったわ。どうして一番大きな国を狙うの？」

「理由は簡単だ。フォルツァンドを落とし、巨大な戦力を得る。そうすれば残りの国の攻略はたやすくなるからだ」

「理屈だとそれでいいと思うけど」

　アイシャはまだ納得いかない様子だった。

「作戦がないわけではない」

「え？」

　アイシャは興味深そうに前に乗り出してきた。

「どういうこと？」

「フォルツァンドを落とすためにまずは魔女を味方につける。幸いにもここから一番近いらしいしな」

「魔女の兵力を使って、フォルツァンドを攻めていくのね」

「ああ」

　この世界の基礎についてはアイシャから聞いている。

　国を治める女王が圧倒的な権力を持ち、国民はそれに従っている。

　そして、それぞれの国は互いに干渉し合うことが禁止され、独立を保っている。

　友好的かどうかはともかく、国同士の戦争が起こらないようになっているんだ。

　女王の権力を考えると、ある意味平和な世の中なのかもしれない。

　そして、

「魔女が住んでいる地下宮殿は人にバレにくいか？」

「そうね。地下にあるし、誰も魔族のところに近づこうとはしないわ。近づいたものは生きて帰れないらしいし」

　ならば好都合だ。うまくいけば、女帝に魔女を味方につけたことを知られずに攻めることができるかもしれない。

「魔女の兵力を使うのはわかったわ。だけど、味方してくれないかもしれないわよ。相互干渉不可の関係になっているわけだし」

「そこで魅了の力を使うのさ」

　魅了し、俺のものにすることが大事だ。

　必要であれば他の者たちに魅了をかけてもいい。

　チートなんだ。どうとでも応用が効く。

「わかったわ」

　アイシャは納得したようにうなづき、そして笑った。

「ふふ、いきなりフォルツァンドを狙うところが、リュウらしいわね」

「そうだろ？」

「フォルツァンドを落とせば、一気に国の王になれるわ」

「王か……」

　あまりトップに立つことは考えたことがなかった。

「政治には興味ない。俺がほしいのは女だけだ」

「素直ね。まさに覇王よ」

「旅をしながら見つけた女を抱きまくるのも面白いだろうな、ククク」

　可愛いなと思った女をその場で犯すことができるのは最高だ。俺がいた世界だったら、ただの犯罪にすぎないからな。

「行き先が決まれば、準備をするぞ」

「わかったわ」

　ここにはたくさんの女騎士たちがいる。準備を手伝わせるのは容易なことだろう。

「さあ、行こう。世界中の女を奴隷化し、ハーレムをつくるために」

　俺の覇王への道はここから始まる。
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　世界を支配する女王のひとり──魔女ユニス・ユニス。

　彼女は魔族の女王として、地下宮殿ケイオスアダルトで魔族たちを従えていた。

　魔族とは人とは異なる種族。大昔に人と大戦を引き起こすような関係ではあったが、今では互いに干渉することなく過ごしている。

　見た目も、獣やモンスターに近い者から、ほとんど人間と変わらない者まで、幅広くいる。

　魔女ユニスの外見は、どう見ても十六歳程度の少女にしか見えなかった。艶やかな褐色の肌をしていて、少女とは思えないほどの卑猥な身体つきをしている。

　露出度の高い服からこぼれ落ちてしまいそうなほど大きな胸。ショートパンツからは尻タブが見えてしまっている。細いくびれやニーソックスで包まれているふとももも艶かしい。

　まさにエロスの権化であった。そして、ユニスは自らの身体を活かし、自分の趣味を楽しんでいた。

　それは、




「うおおおおおっ！　やめてくれぇぇぇ！　イクぅぅぅぅぅぅ!!」




　男の嬌声が地下宮殿の中に響き渡る。

「あーあ、もうイっちゃったの？　つまんない」

　男の上で腰を振っていた女。彼女こそ魔女ユニス。

　彼女は人間の男と性交することを、趣味としていたのだ。

「ちんちん、小さいし……精液も全然出ないし……ホントつまんない」

「はぁはぁ……なんなんだ、この化物は」

「よーし、もう一回」

　ユニスは騎乗位の態勢のまま、また腰を動かし始めた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

「やーだ♪」

「も、もう勃たないからっ！」

「情けないなぁ。でも大丈夫だって」

　円を書くように腰を動かしながら、ユニスはにやにやと笑っていた。

「ほらほら～、どんどん硬くなっていくよぉ？」

「あ、ぐっ！　な、なんだこれは」

「まだできるってことだよねぇ」

「で、できないっ！　なんで俺の意志に反して！　ああああっ！」

　ユニスは魔法を使って勃起させているわけではない。なのに、男の身体は素直に反応してしまう。

「あたしはぁ、人の欲望……とくに性欲を増幅させることができるの。精がまだ残っているうちはいくらでも勃起させることができるよ♪」

「ふ、ふざけ……！」

「腰を振るね？　えいっ、えいっ！」

「あああ、やめてくれぇぇぇ！」

　男の悲鳴が再びこだまする。

　男も最初は鼻の下を伸ばしていたのだが、腰を振られるにつれ、段々と真っ青になっていった。

「ぐおおおおっ！　は、激しすぎるぅうぅ……」

「ふふ、男の悲鳴を聞くと興奮しちゃうんだよね♪」

　ユニスは男の身体に手を起きながら、何度も尻を上下に振っていた。

　根本から先端にかけ、全てを膣でしごくように刺激を与えていく。

「あれぇ？　もうイキそうなの？　ビクビクしてきたよ」

「も、もうダメだ。やめてくれ、お願いだ」

「そんなお願い聞けないよ」

「くそおお！　こんなところ来るんじゃなかった！」

「バッカだねぇ。欲にまみれたからそうなるんだよ」

　なんと言われてここに来たのかわからないが、おそらくエロいことができると思っていたのだろう。

　本当に男とはバカな生き物だと思う。

「あ、おちんちんが大きくなってきた」

　肉棒がどんどん大きくなっていくのがわかった。

「もうイクの？　早いよぉ」

「あああ、出るぅぅぅ！　出るぅぅぅうぅ！」
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「まあいいや。イっちゃっていいよ」

　ユニスは尻の動きを速くし、男の肉棒をしごいていった。そして、

「うっ!!」

　男は白目を向きながら、射精をしてしまった。

　全く精液の勢いがよくないので、ユニスはつまらなそうに唇を尖らす。

「ぶぅ。こんなもんなのー？」

　文句を言う口調で話しながら、ユニスは尻を持ち上げて膣から肉棒を引き抜いた。膣内から少しだけ精液が出てきたが、このくらいの量だとまったく満足できない。

　ユニスの下にいた男は、すっからかんとなり廃人になってしまっている。

　たとえではなく、文字どおり廃人である。

　ユニスと性交をし、射精した男は、彼女に精──生きる源を全て搾り取られてしまい、死んでしまうのだ。そのため、この地下宮殿に来た男は生きて帰って来られないと言われている。

「ユニスさま、また人間の男を殺してしまったのですか？」

　魔女の近くにやってきたのは、彼女の使い魔のメリア。使い魔と言っても、こうもりみたいなタイプではなく、こちらも人間に近い。ユニスよりも身長が高く、お姉さんのような感じに見える。

「今日は二回までしかもたなかった」

「マシな方じゃないですか。先日の男は一回、その前の男はユニスさまを見ただけで射精してしまい、そのまま死んでしまいました」

「たまには五回くらいできる男とヤリたいよ。たった五回でいいのに。……あ、そこら辺に散らばってる精液を拭いておいてね」

「かしこまりました」

　メリアは床に落ちている精液に近づくと、指で拭き取り、そのまま……。

「ぺろ……」

　舐めてしまった。

「美味しくないでしょ、メリア？」

「はい。薄い味なので個人的に好みではございません」

　使い魔であるメリアだが、種族的にはサキュバスになる。ユニスも性欲旺盛なところもあるが、実はメリアもかなりの性欲を持っている。職務の合間をぬって、男をつまみ食いにしたりするのだ。

　ユニスとメリアは魔族の中でも特別。彼女たちは男の精を得ることで魔力を補給したり栄養を蓄えているのだ。だが、大抵の魔族はこうではない。

「ユニスさま、食べ過ぎますと、すぐに男が枯渇してしまいますよ」

「いいじゃない。ヤリたいんだから」

「そうは言いましても……」

　ユニスはとある女商人と商売をしているのだ。

　女商売が男を送ってくる代わりに、魔族にしかつくることができない高価なアクセサリーを提供する。そういう商売することにより、ユニスは己の欲を満たしていたのだ。

「メリア、他に男はいないの!?　人間の男じゃないと満足できないのよっ」

「……そうおっしゃると思いまして、すでに用意してあります」

「マジ？　やったぁ！　さっすがメリアっ」

　ユニスはメリアに抱きつき、頬摺りをする。胸と胸が密着して卑猥に形を変えていた。

「離れて下さい、ユニスさま。わたし、サキュバスではありますが、ユニスさまに食べられたくありません」

「えー、たまにはエッチなことしようよぉ」

　ユニスは男だけじゃなく女も好みだったりする。女性の場合、かなり美少女じゃないと興奮できないという性癖であるが。

「しょうがないな、メリアはまた今度の機会に」

「今度でも遠慮させていただきます。ユニスさまが女とするときは、かなりハードですから」

「でも、女の人はみんな喜んでるよ？」

「人間の男なんかよりも、遥かに上手ですからね。それでも私は結構です」

　これ以上、この話題を話し続けていたら自分をターゲットにされてしまう。そう感じたメリアは本題に入ることにした。

「あの女商人からのルートではございませんが、面白い男を見つけたようです」

「面白い男？」

　そして、メリアはこう答えた。




「──異世界人。どうやらこの世界の男ではないようなのです」




　それを聞いたユニスは、嬉しそうに舌舐めずりをしたのだった。
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「へえ、異世界人なんだ♪」

　笑みを浮かべるユニス。

　彼女の頭の中には異世界人に対する知識が浮かんでいた。

　この世界には、たまに異世界からの住人が現れることがあるのだという。

　その者たちはこの世界の人間とは違う能力や知識を持っていて、世界に様々な革命をもたらしてきた。

　とは言え、異世界人が現れるなどほとんどなかったり、異世界の生活に馴染めずにそのまま死んでしまうものが大半らしいが。

　ただ、ユニスは異世界人というものにずっと興味を持っていた。

（うふふ、異世界人ってどんなんだろ。おちんちん、大きいのかな？）

　彼女はただヤルことしか考えていなかった。仮にも先ほどまで男とセックスをしていたというのに、まったくと言っていいほど満足していない。

「メリア、早くそのものに会わせて！」

「かしこまりました」

　ユニスはどんな男なのかとうずうずする。

　そして、

「ユニスさま、連れて参りました。このものは我々の宮殿の近くに現れたらしく、同胞たちが確保したとのことです」

「何でもいいよ。早くおちんちん……じゃなくて、その人を見せて」

「はっ」

　メリアはひとりの男を連れてきた。

「名を──クドウタイキというらしいのです」

「クドウタイキ？　なんて呼べばいいのかな？」

「タイキでいいらしいです」

「おっけー♪　じゃあ、タイキ。あしたのところに来て」

　メリアは男を押し出した。

「おい、何すんだよ！　やめろ、バカヤロー！」

　暴れたためか、男は両手を鎖で縛れていた。

「君がタイキ？」

「あぁ？　そうだよ！」

「すみません、ユニスさま。この男、混乱しているらしく荒れているのです」

「大丈夫大丈夫♪　タイキ、君は異世界人なの？」

「ここは俺がいた世界とは違うからな。お前らから見たら異世界人なんだろ」

「いつここへ？」

「さっきだよ！　確かトラックに轢かれそうになったんだが、その後……気がついたらここにいたんだ」

　ユニスは口角を釣り上げた。

（間違いない……異世界人だ！）

　異世界人は必ずと言っていいほど、この世界に跳んだときのことを覚えていない。服装や体付きからしても、この世界の男とは違うところを考えると、異世界人であることに偽りはないのだろう。

　タイキも異なる世界であることを理解しているらしく、ユニスに突っかかってきた。

「お前か！　俺を召喚したのは!?」

「召喚？　それ、あたしじゃないよ」

　召喚なんて魔力を膨大に使うもの、簡単にできるわけがない。

「じゃあ、なんで俺は異世界にいるんだよ!?」

「知らないって。まあ、偶然ってこともあるんじゃない？」

「偶然……異世界トリップってことか」

　適当に答えたにもかかわらず、男は納得がいったように黙ってしまった。

　この理解力、やはり異世界人のものだろう。

「つーことはあれか！　俺は何かしらの使命があるんだな！　あんた、俺を勇者にでもしてくれるのか!?」

「勇者ぁ？　それ、あたしが一番嫌いなものだよ」

　魔族であるユニスは勇者という言葉すら聞きたくなかった。

「そのナリ……もしかして魔族か!?　なら、俺を魔王にしてくれるのか!?」

「いや、それあたしだし」

　なんで見ず知らずの男にトップの座を譲らないといけないのか。

「じゃあ、チートか!?　チート能力を授けてくれるのか!?」

「……何言ってんの、こいつ」

　ユニスはメリアの方を見た。

「わかりません」

　使い魔は呆れたようにため息をつきながら、首を振った。

「じゃあ、なんで俺はこの世界に来たんだよぉおぉぉぉぉ！」

　タイキは大声を出し、頭を抱えていた。

（こいつの言い方、もしかして自分が物語の主人公か何かだと思っているの？）

　小さい子どもが伝説のヒーローに憧れることがある。そういったことと同じようなことを、ユニスは感じていた。

「くそ……！　漫画とかネット小説で見ていたことが実現したと思ったのに……」

「わけわかんないよー」

「何もくれないなら俺を元の世界に帰してくれ」

「やーだ♪」

　ユニスはにっこりと笑みを浮かべながら断った。

「ふざけんな！　じゃあ、俺はなんで異世界にいるんだよ!?」

「あたしの性奴隷になるためじゃない？」

「……性奴隷？」

　タイキはぽかんと口を開けた。

「性奴隷ってあれか、好きなときに性欲のはけ口にされるような……」

「そうそう♪」

「なんで俺が!?　普通なら俺が奴隷を従えてパーティを組むはずだろ!?」

「人生そんなに思いどおりにいかないって」

「うわあああ！　なんで魔王に諭されてるの!?」

「いいじゃん、いいじゃん。あと、あたしは魔王じゃなくて魔女ね♪　ま、ニュアンスとしては同じなんだけど」

　よくわからないが、タイキの思ったとおりになっていないらしい。まあ、ユニスには関係ないことであるが。

「さ、せっかく異世界に来たんだから性奴隷になろ？」

「せ、性奴隷か……」

　タイキはユニスの身体をマジマジと見ながら、生つばを飲んだ。

「そ、その言い方だとさ、あんたとセックスできるんだよな？」

「うんっ。毎日ヤリ放題！」

「マジで!?」

「マジマジ」

　さすがに男なのだろう。性交をちらつかせたら、すぐに食いつきてきた。

「そ、そうか。それもいいかもな……だけど」

「何を悩んでるの？」

「こ、こっちの話だよ！　いいだろう」

　なぜ狼狽えているのかわからない。

「ま、まあ……あんたがシてくれるならさ……ん？」

　タイキは何かに気がついた。

「あ、あのさ……後ろに倒れているの……男だよな？　なんで？」

「あれはあたしとセックスして死んじゃった人」

「……死？」

　タイキが青ざめる。

「あんたとセックスすると死ぬの？」

「うーん、運が良ければ生き残るけどね。あたし、性交しながら精……生きる源を吸ってるんだよー」

「はぁぁ!?　そんなのヤルわけねーじゃん！」

「ま、運がよかったら生き残るから♪」

「ちなみに、今まで生き残った奴は何人いるんだよ!?」

「いないよ」

「……」

　タイキは青ざめた顔のまま踵を返そうとした。

「ちょっと待ってよ！　どこ行くの？」

「帰るんだよ！　セックスは……興味あるけど死ぬならヤリたくないっ！」

「えー」

　死ぬとか言わないで適当なことを言っておけばよかった。ユニスは少しだけ後悔していた。

「こんなところとはおさらばだ！　俺は勇者になるんだ！」

「待ちなさーいっ」

「おわっ!?」

　ユニスはタイキに繋がれている鎖を引っ張る。

　タイキはその勢いで床に倒れてしまった。

「な、何するんだよ!?」

「あたしを前にして逃げられると思っちゃダメだよ？」

　ユニスはタイキの上に跨がり、ズボンを下ろしていった。

　下から見るユニスの身体は絶景なのだろう。タイキは目を見開いて、ユニスのことを見つめていた。

「あたし、すごい身体でしょ？」

「お、おう……」

「じゃあ、エッチしてもいいよね♪　さ、異世界人のおちんちん……見せて♪」

　ブルン、と勃起したペニスが現れる。

（そこそこ大きいかも……？）

　ユニス的には満足できない身体ではあるが、この世界の標準からしたらマシな方である。

「もう勃ってる♪　その気なんだねっ」

「そ、そんないやらしい身体をして俺に迫るからだろっ！」

「ふふ、皮も被っててかわいいー♪」

　タイキの肉棒はしっかり皮が被っていた。

「まずはこの皮を……剥き剥きしないと♪」

「う、うああ……！」

　手でしっかりと肉棒を掴むと、包皮を根本まで下げていった。

「わっ、おちんちんがお顔を出した♪」

「マ、マジでヤルのか？」

「当たり前でしょ。さ、異世界人のおちんちん、食べちゃうね♪」

　ショートパンツを脱いだユニスは、膣に肉棒を当て、そのまま腰を降ろしていった。

「待ってくれ」

　突然、タイキがストップをかける。

「ど、どうしたの？」

「じ、実は俺……ど、童貞なんだ！　だから、やめてくれ！」

「童貞……？」

　ユニスは驚いたように声を出した。

「その、初めては……好きな人がいいっ。しっかり恋愛をして、それから結ばれたいんだ」

　始めは死にたくないから嘘をついているのかと思った。だけど、ユニスはタイキの様子からそれが本当であることを確信した。

（童貞の子って、こういうウブなところがあるんだよね♪）

　だからこそ、童貞とエッチするのは楽しい。

　そう──ユニスは童貞が大好物だったのだ。




「初めてでも安心して！　天国に連れていってあげるから。もちろん、本当の意味でね♪」

「や、やめろおおおお！」




　タイキの悲鳴が地下宮殿にこだました。

　これから魔女の筆おろしが始まる。
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（な、何がどうなってるんだよぉぉぉ!?）

　工藤大輝は目の前の光景がまったく信じられなかった。

　自分の上には、幼そうな外見とは裏腹にいやらしいボディを持った少女がいて、勃起した肉棒を挿入しようとしている。

　包茎である自分の肉棒を剥かれたときもそうだったが、彼女に触れられているだけで、すぐにでも発射してしまいそうなくらいゾワゾワとした感触がある。

「あはっ♪　すっごいビクビクしてる。そこそこ大きなおちんちんは、久しぶりだから楽しみだなーっ」

「や、やめてくれぇぇ！」

　ぬるっとした膣に当たり、そのまま肉棒が奥へと侵入していった。

（こ、これが女の子の中か……）

　想像よりも密着感が強く、肉棒に絡みついてくる感覚がする。自分でするときよりも遥かに気持ちいいもので、ひとりでしていたことがバカらしくなるほどだった。

「ん、んぅ……入って、くるよぉ……！」

「あ……ダ、ダメだ。も、もう……！」

「えっ!?」

　ビュクビュクビュクビュクビュク！

　膣に入れられた瞬間、すぐに果ててしまった。自分でもどうなっているのかわからないくらい、入れた瞬間に、一気に快感が増していったのだ。

　ユニスはきょとんとした顔をしている。

「あれ？　もうイったの？」

「はぁはぁ……！」

　何もしていないのに大輝はどっと疲れが出てきた。

　だが、

（や、やべええ！　超気持ちいい～!!）

　亀頭を中心に膣壁が大輝の肉棒を包み込んで、きゅっと絞り上げてきたのだ。

　今までに感じたことないくらい強烈な快感を受け、一瞬のうちに射精してしまった。

（こ、これがセックス……セックスなのか！）

　初めてのことに大輝はじーんとしてしまった。

「早いなぁ。まあ、童貞くんだもんね♪」

「な、何だよ、お前は……！」

「魔女ユニスだよ」

　アイドルのような笑顔を向けられると、今すぐにでも惚れてしまいそうだった。

（か、可愛いなっ。俺、こんな子とエッチして、童貞卒業できたのかよっ！）

　今までエロゲやら漫画で見てきて、憧れてきたことが目の前で行われると感慨深いものがある。

（初めては好きな人がいいとか思ってただけど、こんなに気持ちがいいなら……もう死んでもいいや）

　快楽に埋め尽くされているため、大輝はまともに思考することができない。

「まだまだできそうだね、もう一回シよ♪」

「あ、ああ……」

　またあんなに気持ちいいことを経験できるのか。

　そう思うと、大輝の肉棒はすぐに硬さを取り戻していった。

「腰振るね……！」

　ユニスが尻を持ち上げ、上下に振っていった。

　足をＭ字に開き、アソコが丸見えの状態。

　初めて見る女性の秘部は美しいの一言だった。

（し、幸せだっ。やっぱり異世界は素晴らしいところだなぁ）

　パンパンという音を聞きながら、大輝はそんなことを考えている。

　すると、

「うっ!!」

　四回腰を振られただけで射精してしまった。

「あーあ、またイっちゃった。まあ、少しは耐えられるようになったみたいだけどね」

　ユニスは平然とした顔をしながら、大輝のことを見下ろしていた。

　その眼差しすらも、さっきまで童貞だった男には刺激的である。

（こ、これって逆レイプだよなぁ）

　まるでへびに睨まれたカエルである。

　ユニスはぺろりと舌なめずりをした。

「ん、んぅ～！　異世界のおちんちんって少しこの世界の男とは違うかも!?」

　彼女は近くにいたメリアに話しかける。

「メリア、あたしと二回エッチしてもまだ生きてるよ！　三回目できるかも！」

「それは喜ばしいことですね」

　ユニスは再び腰を動かし始めた。

「や、やべえ……また出そう」

「もう少し我慢してよ。三回目なんだからさ」

「うるせえ、ビッチ！」

「ビッチ？」

　ビッチという言葉にユニスが反応した。

「ビッチって何？」

「え？　あ、ああ……要は男たらしの淫乱女ってことだよ」

「あたしじゃん、それ！」

「だから言ってるんだよっ！」

　普通の女性なら「ビッチ」と呼ばれて喜ぶようなものはいないだろう。

　だが、ユニスは嬉しそうにしていた。

「あたしみたいな子のことを異世界だとビッチっていうんだねっ！　いい響きだなぁ」

「喜んでじゃねーよ、このヤリマン！」

「ヤリマン？　その言葉もいい響き！」

「くそぉ……俺の初体験は黒髪ロングの清楚系少女の予定だったのにぃ～！」

　さすがに褐色肌のビッチ女に童貞を食われるとは思ってなかった。

　まあ、このままでもいいかなと思っているのは事実ではあるが。

「あ～ん！　本当におちんちんって気持ちいいっ！　ずっと挿れていたいよぉ」

「うおおおっ！　もう腰を振るなぁぁ！」

「気持ちいいんだもん。おちんちんの先がお腹の深いところコツンコツンってノックしてくるの♪」

「あああああ！」

　快感が大きくなってきて、大輝は悲鳴を上げる。

　よくＡＶで女の人が大声で叫んでいるのを見るが、どうしてそうなるかわかる気がする。

　気持ちよすぎて、自分の意志に反して声が出てしまうのだ。

「この悲鳴がいいんだよね。女の子にはない声っていうか」

「悪趣味め！」

「悪趣味で悪かったね♪　だけど、タイキの童貞ちんちんは私のおまんこの中だよ？」

「く、くそぉ……！」

　悔しがってはみるが、気持ちよすぎて幸福感に包まれそうになる。

（お、俺は……俺はぁぁぁ！）

　不本意に童貞を奪われてしまったことと気持ちよさの葛藤。タイキは抵抗もせず、なすがままにされていた。

「タイキ、まだ我慢するの？」

「お、俺はイカない……！」

「なんで？」

「黒髪ロングの子に出したいんだぁぁぁあぁ！」

　叫ぶタイキ。

　ユニスは、

「男が我慢する顔って大好きなの♪　もっと激しくしてあげるねっ」

「うおおお！　やめてくれえええ！」

「ほらほらほらぁ！　ビッチに絞り取られるのはどんな気分？」

「く、くそぉぉおぉぉぉ！」

　残像が見えるくらいユニスの尻が高速で動いている。

　それに伴い、目の前では大きな胸が揺れ、顔に当たっていた。

（あ、もう無理……！）

　三回目の射精。

　大輝は無意識のうちに精液を発射していた。

　だが、ユニスは腰の動きを止めることはない。

「すごーい！　四回目だね。四回目にたどり着いた男はいないよ！」

「し、知らねえよ」

　正直、今はそんな状況じゃない。射精したばかりであるため、刺激がいつも以上に強いのだ。

「あああああ、もうダメだぁぁ！」

「もうイク？」

「イ、イクぅぅぅ！　また出ちまうよぉぉぉぉぉ！」

　エロゲとかで見たことがある状況であるため、大輝は限界に近づいていた。「こんなのありえないだろ～」と言っていたことが目の前で行われている。

（も、もう無理だ……！）

　奥歯を噛み締め、必死に我慢しているが、もう果てる寸前まできている。

「あはっ。タイキのおちんちん、もっと大きくなってきた♪」

「す、すげ……すげえよぉ！　ビッチの性テクニック、やべえよぉ……！」

　この世にこんなに気持ちいいものがあるなんて知らなかった。

　腰を振っているユニスを見ながら大輝はこんなことを思っていた。

（ああ……こんな女を自分のものにできたらなぁ）

　今は完全に捕食者と捕食される者の関係。この関係を逆転することができたらなぁ、と思う。

（でも、いるわけないよなぁ。これだけのビッチを自分のものにできる男なんて。大抵の男ならすぐに負けてしまうよ……！）

　まさにユニスの性奴隷になっている大輝。

　もし、ユニスを性奴隷にできる者がいれば、それは化け物だろう。

「どう？　どう!?　もうイキそう？」

「だめ、だ……！　もう……限界っ！」

「出して！　あたしのおまんこの中にいーっぱいねっ」

「アアアア！　出るぅぅぅぅぅぅ！」

　ビュルルルルルルルルルルルル!!

　膨張した肉棒から大量の精液が溢れ出る。

　ユニスは満足したように笑みを浮かべていた。

「すご……！　お腹の中、パンパンになっちゃいそう♪」

「はぁはぁ……も、もうダメだ……俺……！」

　薄れゆく意識の中で考えていた。

（俺、もし生まれ変わるなら、女を奴隷にできるような立場になりたい……！）

　そんな奴、存在するわけがないだろうが……。
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「あーあ、やっぱり五回はできなかったねぇ」

　大輝の肉棒を膣から抜くと、ユニスはゆっくりと腰を持ち上げた。

　すると、大量の精液が蜜壺から溢れだし、それを見た魔女は笑みを浮かべる。

「メリア、見てよ。こんなにいっぱい出してくれたっ！」

「今まで以上にすごい量ですね」

「やっぱり異世界人だからかな？」

「そうかもしれません」

　肉棒の大きさも申し分ないものだったし、精液の量もそれなりだった。何より自分とセックスをして、四回できたことがよかったのだ。

「すごいね、異世界人って。異世界人ならみんなあれくらいなのかな？」

「わかりません。異世界人はこの世界では稀有な存在ですからね。資料が少なすぎますし、そもそも、都合良くは見つけることもできないでしょう」

「えー！　ヤリたいよぉ！　異世界人とエッチしたいぃ～！」

　ビッチ魔女はまだまだ満足していないらしく、唇を尖らせ文句を言っていた。

「そうはいいましても……」

「んもう！　メリア、なんとかしてよっ！」

「……」

　メリアは何も言うことができなかった。

　異世界人はこの世界にいない可能性の方が高い。それを見つけるなど砂漠で砂糖を探すようなものだ。長い歴史を誇る魔族の文献にも、異世界人の存在は数名しか記されていない。

「ねえ、メリア」

「なんでしょう、ユニスさま」

「アレを使ってみるのはどうかな？」

「アレ……ですか？　しかし、異世界人に通用するかどうか……」

「わからないなら、尚更やってみた方がいいじゃん！」

「はぁ……」

「ね、持ってきてよ」

「わかりました」

　ユニスに言われ、メリアは物置の方に向かっていった。

（ふふ、本当に異世界人はすごい……！　見つかるといいなぁ）

　この世界の男とは全然違うのだ。大輝は四回でダメになってしまったが、むしろ四回できたことが素晴らしい。

（鍛えながらしてあげたら、もう少し保ったかな？）

　大抵の男はユニスとセックスをして死んでしまうとき、絶望的な表情をするのだが、大輝の場合は快楽により嬉しそうな表情をしていた。

　つまり、それだけ意識を保てていたということだ。

（タイキ……君はいい男だったよ♪）

　惜しい人を亡くしてしまったなと思うが、仕方ないことだ。

　次の異世界人を見つければいいだけ。

　そんなことを考えていると、メリアが戻ってきた。

「ユニスさま、持って参りました」

「ありがとっ！」

　メリアが持ってきたもの……それは一つの水晶だった。




　女神から授かりし秘宝──千里水晶。




　女王たちが持つ秘宝の一つであり、ユニスが魔女として魔族を統治するために使っていたものだった。

　千里水晶の能力は、文字通り千里先まで見渡すことができるというもの。

　この力を使い、大昔の人間との大戦で、ユニスの一族は大きな戦果を上げたのだ。

　それが理由で彼女はトップとなり、魔族をまとめている。

「これを使えば見つかるかな？」

「異世界人の探索に使用したことがありませんので、微妙なところですが……」

「やるだけやってみようよっ」

　そういうわけで挑戦してみることに。

　この千里水晶は、人や物に限らず、どんなものでも見つけ出すことが可能。

　もちろん、強力な魔力を使い、ジャミングをかけている相手もいるが、そういった者でもだいたいの場所を特定することが可能なのだ。

　それくらい秘宝は万能である。

　今では好みの男を見つけるときにしか使わないのだが、ユニスは重宝していた。

「では、ユニスさま。魔力を込めて下さい」

「りょーかいっ！」

　ユニスは水晶に手をかざし、魔力を与えていく。

　水晶は水底のように黒い闇で覆われているのだが、魔力を込めるとその闇が段々と晴れてくる。

　今は闇と光が渦を巻いているだけで、何も映っていなかった。

「やはり映りませんね」

「やっぱり、いないのかな異世界人……」

「珍しいというレベルではないですからね。それこそ、百年に一回あるかないか……」

「じゃあ、もうタイキが来たことでいないことが確定？」

「確定ではありませんが、確率的にかなり低いということです」

　それを聞かされて、ユニスはがっくりと肩を落としてしまう。

（やっぱりダメか……）

　千里水晶は、どんなものでも見つけることができる。

　だが、いないものを見つけるのは不可能なのだ。

　ジャミング的なものが発生しているわけではなし、本当にいないのだろう。

「はぁ……メリア。もう終わりにしよう」

「いや、でも……まだ」

「ううん、高望みしても傷つくだけだし……」

　ユニスは後ろを振り返ろうとした。

　そのとき。

「ユニスさま！」

　メリアの声が響いた。

「ユニスさま、水晶を見て下さい！　水晶の中に男の姿が……！」

「え!?」

　ユニスは慌てて、水晶を見る。すると、そこにはひとりの男が映っていた。

「この人が異世界人？」

「わかりません。服装もこの世界のものになっておりますし……」

「……」

　ユニスは考える。

（水晶が反応した……ということは!?）

　異世界人である可能性が高い。

「メリア、わずかでも可能性があるなら賭けてみよう！」

「いいのですか？」

「異世界人が男であることも奇跡的だし。まあ、あたしの場合、美少女でも食べちゃうけど♪」

「……まだ異世界人と確定したわけではないですが……」

「失敗してもいいじゃん！　まずは行動に移してみないと！」

　あまり後ろ向きで考えていても、いいことなどない。

　ユニスはメリアに命令を出す。

「メリア、その男を見つけてあたしのところに連れてきて」

「私が……ですか？」

「あたしよりも先に食べていいから。それで大したことなかったら連れてこなくてもいい」

「……食べていい？」

　それを聞いて、メリアはにやりと唇を歪ませた。

　真面目でクールなところがある彼女であるが、メリアはサキュバス。男とヤルことは大好物なのだ。

「わかりました。ですが、私が骨抜きにしてしまっても怒りませんよね？」

「メリア、久しぶりだから飢えてるね」

「ユニスさまが男を独り占めするからでしょう」

　くるりと踵を返したメリアは、地下宮殿の出口へと向かっていく。

「では、ユニスさま。先にいただきます。お恨みにならないで下さいね」




　サキュバスの標的となったもの。それは──三浦竜太だった。
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「リュウさま、準備ができました！」

　たくさんの女騎士たちが、宮殿の前に並び、旅の支度をしてくれた。

　魅了魔法により俺の言いなりになった彼女たちに、旅に必要なものを用意させていたのだ。

　食料品や雑貨など最低限のものを用意することができた。

　また、それらを運ぶ馬車も。

「随分と大きいものを用意させたのね」

　馬車の大きさを見てアイシャがつぶやいた。

　最大級の馬車を用意させ、大量の荷物があっても問題なく運べるようにしたのだ。

　もともとは大商人が使うようなもので、馬も通常は一頭から二頭なのだが、三頭も使うものにしている。

　四頭以上の大型の馬車もあるらしいが、それだと目立ちすぎ、盗賊などに狙われてしまう可能性があるので安全面を考慮しつつも、もっとも大きいものを選んだ。

「時空間に物を置く魔法について研究をしているが、それはまだ完成段階じゃないからな」

「時空間……？」

「要するに、持ち運ばなくても好きなときに好きなものを取り出せるようにするということだよ。量についても無制限だ」

「へえ、すごいじゃない」

　某ネコ型ロボットのポケットみたいなものをイメージしている。あれはポケットというアイテムを使うが、俺の場合、時空間に手を入れるだけで取り出せるようにしたいと考えているが。

　さすがに時空間の理論というものをわかっているわけではないので、完成まではもう少し時間がかかりそうだ。

　だが、わからないからこそ、想像力により使用できるようにならないかと考えているんだ。ゆくゆくはワープ的なものもできればいいと思っている。

「旅の支度はできたわね」

「そうだな」

「この大きさで私とふたりきり？　少し広いかもね」

「すぐに狭くなるさ」

「ふふ、気に入った女の子をこの馬車の中に入れていくのね」

「それこそ道具のようにな」

　俺が笑みを浮かべると、アイシャは「本当に黒いわね」と呆れた様子で肩をすくめていた。

「まあ、すぐにふたりじゃなくなるさ」

「どうして？」

「もうひとり連れていきたい女がいる」

　俺はアイシャを置いて、その女がいるところへ向かおうとした。




　その女──フォルツァンド女騎士団隊長レオナ・ユーステルナのところに。










「よう」

　俺が入ったのはレオナがいる独房の中。

　彼女にはまだ魅了魔法をかけてはいないので、暴れないようにこうして監禁しているのだ。

「はぁはぁ……今日も来てくれたんだな」

　彼女はやつれた感じになりながらも、少しだけ笑みを浮かべていた。

「きょ、今日は一体何を見せつけてくれるんだ？　また我が隊員たちがお前に奉仕している様か？　それとも何人もの女がイってしまう様子か？」

　一ヶ月の間、俺は毎日のようにレオナの目の前で女たちを犯しまくっていた。

　ときには精液を大量にぶっかけて、彼女を真っ白に汚してしまったときもあったくらいだ。

　そのせいで、彼女の精神はだいぶおかしくなっている。

「なあ、お願いだ。私にも同じことを……同じことをしてほしいんだ」

「なぜ？」

「あ、あれだけ激しいことをしていて、私は見ているだけだぞ……！　身体の疼きを抑えることができないんだっ！」

「ふっ」

　俺は鼻で笑った。

「お前もすっかり雌になってしまったな。男が嫌いなんじゃないのか？」

「……っ！」

　そう指摘するとレオナは奥歯を噛み締め、黙ってしまった。

「な、なら！　なら、魅了魔法をかけてくれ！　お願いだ！」

「性欲の方を優先したいのか？」

　確かに魅了にかかっている間は、俺のことを心から愛するようになる。

　そうすれば嫌悪感や葛藤もなく、快楽に酔いしれることができるのだ。

　だが、俺からすればそんなことをしてしまったら面白みがない。

「俺が今日、お前のところに来たのには別の理由がある」

「べ、別の理由……？」

「俺たちの目的については前に話したよな？」

　女王たちを俺の女にすること、神を倒すこと。

　それらについてはすでに説明してある。

「正式に旅立つことが決まった。そこでお前も旅についてきてほしいんだ」

「わ、私が……？」

　俺はこの世界についてわからないことが多いし、アイシャも知識はあるがあくまでも知識のみ。知り合いなどはほとんどいないのだ。

　だが、隊長として活動していたレオナなら顔が広いこともあるし、人からの信頼も得やすい。

　そういったことが役に立つかもしれないのだ。

「合わせて、お前を戦力としても考えている」

　レオナが所属するフォルツァンド女騎士団は、二十の部隊で構成されている。

　番号が若い方から強いらしく、その中でもレオナは三番目。三番隊の隊長なのだ。

　簡単に言えば、三番目に強い存在ということになる。

「俺やアイシャはどちらかと言えば魔術師タイプ。お前のように剣で戦ってくれる者がいるとありがたいんだ」

「た、戦う……？　戦うことがあるのか？」

「戦闘を避けられないときは出てくるだろう」

「……」

　レオナは黙ってしまい、下を向いてしまった。

　まあ、自分の国の相手と戦うような機会が出てくるかもしれないからな。悩むのは当然だ。

　ちなみに、どうして俺がレオナに魅了魔法をかけないのか。

　それは、魅了は強制的に俺に惚れさせる魔法であるからだ。

　それこそ、セックスをしたり、言うことを聞かせるという意味では有効。

　だが、戦闘になると違う。もちろん、人にもよるが過度に俺を守ろうとしたり、逆に闘争心が出なくなり、使いものにならない可能性があるんだ。

　このことは、一ヶ月の間、他の騎士でも実験をしてわかったことだ。

「もう旅に出る。迷っている暇はないぞ」

　俺は続けた。

「もちろん、報酬というのは何だが、俺の女にしてやる。お前の身体の疼きを満足させてやるよ」

「ほ、本当か……？」

「ああ」

「だ、だが……場合によっては仲間たちと戦わないといけないんだろ。騎士たちならまだしも、エレナイラ女王陛下とは……！」

「戦えないか？」

「忠誠を誓っている身。そんなことできはしない」

「疼きはどうする？　我慢できないんだろ？」

「……そのときは死ぬまで」

　実直なところがあるとは思ったが、ここまでとは……。

　まあ、これは想定内だ。

　レオナはフォルツァンドでもトップレベルの強さを持つ。そのことを考えれば安々と見逃すわけにはいかない。

「女帝とは戦わなくていい。場合によっては騎士たちともだ」

「ほ、本当か……？」

「俺だって戦闘は極力避けたいと思っている」

　争いをして得をすることはないからな。安全であればそれでいい。

「言ってしまえばお前は俺の護衛役だ。盗賊などこちらに向かってくる者に対して、刃を向けてくれればいい」

「そ、それなら……！」

　レオナの目の色が変わった。ようやく一筋の光を見つけたという感じだった。

「交渉成立でいいか？」

「あ、ああ……お前の力になりたい……！」

「よし、ならば俺の奴隷となることを誓え」

「ど、奴隷？」

「そうだ。嫌なのか？　ならば……」

「わ、わかった！　誓う……！　この一ヶ月の間、お前に敵わないことは嫌というほどわかったから」

「そうか」

　俺はレオナのところに近づいた。

「レオナ、誓いを立てろ」

「誓い……？」

「そうだ。誓いの証として俺の精液を飲め」

「せ、精液を……？」

　レオナがごくりとつばを飲み込んだ。

「さあ」

　俺が促すと、彼女は俺のズボンを降ろしていった。

　そして、女騎士レオナは露出した肉棒に愛おしそうにキスをした。
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「ちゅ……！　やっと会えた、愛しのもの……！」

　レオナは俺の肉棒から唇を離すと、優しく握りしめたまま頬摺りをした。

「そんなにほしかったのか？」

「あ、当たり前だろっ！　こんな大きなものを一ヶ月の間、ずっと見せられて……いや、見せていただいたのですから」

「敬語は使わなくていい。いつもどおり話せ」

「いえ、私はリュウさまに忠誠を誓ったのです。だから……！」

「ならば、尚更だ」

　レオナは驚いたように目を見開いた。

「お前は女騎士団の隊長だ。隊長である者が男である俺にかしこまっていたら不自然だろう」

「で、ですが……！」

「話し方一つで腹を立てるほど俺は小さくないつもりだ。それに、普段から注意していないと、いざというときにミスが出てしまうぞ。あくまでもお前は騎士団に所属している身なのだから」

「……わかりま……わかった。だが、せめて主とだけ呼ばせてくれ」

　主……か。

　まあ、いいだろう。それくらいなら許せる範疇だ。

「構わない。だが、場所や時は考えろよ」

「了解した」

　レオナは頷くと、すぐに俺のものを咥え込んだ。

　話が終わった途端にこれか……。さすがに飢えていたのだろうな。

「ちゅぱ……ちゅるる……！　これ、ずっとほしかった……！」

「お前、初めてなんだろ？　うまいな」

　レオナは厳格な騎士だ。当然、男とも交わりがないはず。

　なのに、彼女は絶妙な力下限で、俺の肉棒を愛撫してくるのだ。歯を当てることもないし、強く握りすぎるということもない。

「この一ヶ月の間……ずっと見ていたからな。それで……ちゅる、ちゅぱ……覚えたんだ」

「ほう」

　さすがに飲み込みが早いようだ。

　魅了をかけていない分、冷静さがあるということだろうか。こいつは成長を期待できそうだ。

「主は……この出っ張った部分を刺激されるのが弱いんだったな？」

「そこまで知っているのか」

　カリ首に舌を這わせてくる。チロチロと濡れた舌先で刺激してきた。

　敏感な部分を舐められてしまい、背中からゾクゾクという感触が伝わってくる。

「主のものは大きいから……口の奥まで入れることはできない。だけど……」

　レオナは無理やり口を開けると、そのまま喉奥まで肉棒を飲み込んでいった。

「ん、もぉおおぉっ！」

「いいぞ。もっと奥だ」

　顎が外れてしまうのではないかというような勢いで、レオナは肉棒を丸飲みしてしまった。

　さらに、

「ぎゅっぽっ!!」

　喉でペニスを締め付けてきたのだ。

「くっ」

　今までにない感触に力が入ってしまう。

　こいつ、こんなことまでできるようになったのか？

「他の女たち以上のことをやらないと、主の期待に応えることができないのでな。だから、私は……」

「そうか。その忠誠、確かに受け取った」

　レオナはさらに喉を締め、顔を前後に動かしてきた。

「ぎゅっぽっ!!　ぎゅっぽっ!!　ぎゅっぽっ!!　ぎゅっぽっ!!」

　口からよだれを垂らしながら、激しく頭を振っている。

　まるで膣の中に入れたような感触に、肉棒が熱くなってきたのを感じた。

「主……大きくなって！」

「お前がうまいからだ」

「嬉しい……！　主に褒められる機会がくるなんて」

「奴隷を褒めるのも主人の仕事だ」

「奴隷……！　私は主の奴隷になったんだなっ！」

「ああ。だが、まだ約束は果たしていない」

「んぶぅ!?」

　肉棒が太くなったためか、レオナが苦しそうにうめき始めていた。

　ただでさえ辛いのに、さらに大きくなったのだ。本当に顎が外れてしまうかもしれないな。

「主……！　主……！　じゅぼぉ、ごぼっ！」

「いい音だ……！」

　レオナの外見は、まさしく騎士という感じ。

　凛々しさを兼ね揃えながら、最高レベルの美貌も持ちあわせている。

　そんな女が俺の肉棒にしゃぶりつき、懸命に奉仕しているのだ。

「主のためなら……どんなに下品なことでも……！」

「そうだ。女はエロく、卑猥で、下品であればいい。この俺に誰にも見せたことのないお前を見せるんだ」

「わ、わかった……！」

　レオナはさらに頭を振る速度を加速させていった。

　何度も喉奥に当たり、その度に締めつけてくる。

「レオナ、そろそろだ……！」

　尿道の中を灼熱のマグマがせり上がってくる。

　肉棒がさらに太くなり、硬さを増していった。

「主……も、もう……？」

「出すぞ」

「出して！　私の口の中にいっぱい……！」

　レオナの頭を掴むと、俺はぐっと引き寄せた。

　そして、射精をする。

「おぼぉ!?」

　目を見開いたレオナの頬が、一瞬のうちに膨らんでいく。

　口内射精されたことにより、大量の精液が溜まっていったのだろう。

　リスのようにパンパンに頬を膨らませていた。

「ん、ぐ……！　な、なんて量……なん、だ……！」

「飲め。一滴もこぼすことなく……！」

「ん、んん……！」

　必死に口からこぼさないように、レオナは上を向いた。

　そして、

「ゴッッックン!!」

　大きく喉を鳴らし、俺の精液を飲んだ。

「ん、ごっくん。ゴクゴクゴク……ゴックン、ゴックンゴクゴク!!」

「どうだ？　うまいか？」

　コクン、とレオナが頷く。

「ごっくん……はぁはぁ、なんて量なんだ……！」

「全て飲め。飲んで俺の奴隷であることを証明しろ」

「ごくごく……お、おいしい。主の奴隷になれば、毎日のように飲むことができるのか？」

「もちろんだ」

「はぁはぁ……濃いものが……ごく、まだ口の中に残っている……」

　レオナは口の周りについている精液も舐めとってしまった。

「こんなにおいしいもの……飲んだことがない」

「ふっ。これでお前も俺の奴隷のひとりだ」

　そう言うと、レオナは嬉しそうに笑みを浮かべたのだった。

「奴隷として、俺の言うことは何でも聞くんだぞ」

「わかっている。どんなに汚い性処理でも引き受けてみせる」

　なぜ性処理限定なのかツッコミを入れたいところだが、レオナが俺に対して忠誠を誓っていることがわかった。

「さて、レオナ。俺の野望のために協力してくれるか？」

「もちろんだ」

「それならば、一つ聞きたいことがある。女帝の城を攻めたいのだが、どこから攻め入ることが一番効率がいい？」

「それは……」

　レオナは困ったように眉根を寄せた。

「どうした？　わからないのか？」

「私は主の奴隷。だからこそ、主のために力になりたいと考えている。だが……」

「知らないのか？」

「いいえ、知っております」

　知っている？

　では、なぜ答えないのだろうか。

「ならば答えろ。お前の協力が必要だ」

「わ、私は……主の奴隷であると同時にエレナイラ女王陛下の臣下でもあります。さきほども申し上げたように、陛下を裏切ることはできません……！」

「……」

　なるほど。自らの情報により、女帝が危機に瀕することを嫌がっているのか。

　だからこそ、レオナは正直に「知っている」と言った。単に女王を守りたいだけなら、嘘をつけばいいのだから。知っているということで、俺に対しての忠義も果たしている。

　まあ、俺の奴隷になった時点で女帝を裏切ることになっているような気がするが、レオナなりの葛藤なのだろう。こいつの気持ちがわからなくもないので、俺はそれ以上、聞こうとはしなかった。

　だが、情報はほしい。

　世界の七割を治める国のトップが住む城なんだ。もちろん、攻略も難しいのだろう。

「……仕方ない」

　俺は魅了魔法を使うことにした。

　魅了魔法は一種の麻痺みたいなものだ。レオナも知らず知らずのうちに話してくれるだろう。情報を聞き出したらオフにすればいいだけだから、レオナのためにもなる。

　俺は魅了魔法を使った。

「レオナ、俺の言うことが聞けるか？」

「はっ。主のためならば……！」

　魅了魔法にかかれば、どんな人間でも俺の純粋な下僕となる。

　魔法を使わなくてもレオナを落とすことはできたが、魔法を使えば余計な感情がなくなるのだ。

　今のレオナは、俺だけを愛する存在に変わっている。

「教えてくれ、レオナ。女帝の城のどこに弱点がある？」

「それは……」

　先ほどを同じようにレオナは黙った。いや、先ほどよりも苦しそうにしている。

「それは……それは……くっ！」

　胸を押さえるレオナ。本当に苦しそうに唇を噛み締め、目に涙を浮かべていた。

「すみません、主。ど、どうしてもそれだけは……それだけは言えないのです……！」

「何……だと……？」

　こんなことがあるというのか。魅了している女が俺の言うことを聞けないことなど。

　まさか──魅了魔法が効いていない？







[image: ]







　いや、冷静になれ。魅了魔法が効かないなんてありえない。

　俺はレオナの魔力を辿り、彼女が魔法にちゃんとかかっているかどうかを調べてみた。

　…………大丈夫だ。かかっている。

　レオナの周りからは確かに俺の魔力を感じることができた。一ヶ月の訓練の中で、自分の魔力を辿れるようになったため、そういったことを調べるのは容易だ。

　では、なぜ俺の言うことが聞けないのか。

「レオナ、女帝のいる城の攻略をするために、秘密の抜け穴か何かあれば教えてほしい」

「……すまない、主。それだけは言えない」

　やはりダメか。




　魅了魔力はあくまでも相手を魅了……自分に惚れさせるだけのもの。




　惚れさせるが故に、ある程度のことを聞かせるというのは難しくないのだろう。

　だが、その者が最も大事にしていることなど、俺と同等に愛している存在があれば、どちらかを優先することはできない。

　つまり、レオナの女帝に対する忠誠心の高さを伺えると同時に、魅了魔力も完璧ではないということだ。

「ふっ」

　それくらいの方が面白い。むしろ、旅立つ前に知ることができたのだから、有益なことだと考えてもいいだろう。

　さて、どうしたら俺のほしい情報を手に入れることができるのか……。

　アイシャにでも聞いてみるか？　まあ、それが一番手っ取り早いだろう。

　俺は神子にテレパシーを送ってみた。

『なぁに？』

　アイシャ、相手に必要な情報をしゃべらせるにはどうすればいい？

『あなたのお得意の知略を使い、口を割らせればいいじゃない』

　そんな面倒なことはしていられない。いや、今はそれでもいいのだろうが、全ての事例においていちいち行っていたら大変だろう。今回のは、魅了魔法の欠点の実験として使えるケースだ。

『そうね。もっと手早くできるものがあれば楽よね』

　……お前、何か知っているな？

『うふふ、さあ。どうかしら？』

　いい加減にしろ。お前の魔力が完全に回復していないから、テレパシーの方も長く使えるわけじゃないんだぞ。

『……仕方ないわね。じゃあ、いいことを教えてあげるわ』

　なんだ？

『快楽の前には、どんな信条も忠誠心も無意味ということよ』

　その言葉だけを残し、アイシャの声は消えてしまった。

　……ちっ。時間切れか。やはりテレパシーは何度も使えるものではないな。まあ、それも知ることができたんだ。よかったと思う。

　さて、必要最低限の情報を聞き出すことができた。

「……快楽か」

　つまり、相手を感じさせればいいということだろう。

　しかし、アイシャの奴、すぐに言わなかったのは嫉妬からか？

　快楽……それはセックスのことを指しているのだろう。

　挿入なしで感じさせてもいいのだろうが、それだと不安なところがあるし、アイシャが言葉を濁した理由にもならない。

　あの女、飄々とした態度をとってはいるが、俺にベタ惚れしているようだしな。

　ふん、意外に可愛らしいところがあるじゃないか。

　この一ヶ月の間、抱きに抱きまくったから、すっかり俺の身体にハマってしまったらしいな。

　他の女を抱いてほしくないくらいに。

「……俺の女になりたいなら、俺の全てを受け入れなければならない」

　俺の目的はあくまでも世界中の女。この世にいる全ての女を俺のものにすることが目的だ。

　さあ、まずは目の前の、お堅い女騎士さまから攻め落としてやろう。

「レオナ」

「な、なんだ？」

「四つん這いになって尻を向けろ。入れてやる」

「い、入れて……！」

　レオナの目の色が変わり、嬉しそうな表情を浮かべた。

「いいのか？　本当にいいのか!?」

「俺の気が変わらないうちに早くしろ」

　俺がそう促すと、レオナは四つん這いになり、尻を高くあげた。

「いい尻だ」

　よく引き締まっていて、肉付きもいい。まるでアスリートの身体のようだ。

　俺はスカートをめくると、ショーツをズラし、肉棒を割れ目に当てた。

「あ、ああ……！　主の……主の硬いものを入れてもらえる……！」

「待っていたのか？」

「この一ヶ月の間、ずっと見ているだけだったから……！　こんなに嬉しいこと生まれて始めだ……！」

「そうか」

　俺は腰を掴むと、ゆっくりと自らの方に引き寄せていった。

「はい……って、くるぅ……！」

「さすがに狭いな」

　処女であるためか、他の女たちのようにすんなりと入れることはできなかった。

　だが、処女の扱いには慣れている。

　円を書くように腰を動かしながら、膣内をほぐしつつ、挿入していった。

「ひゃんっ！　主の……大きい……！」

「もうすぐだ……！」

　ズン、という感じで最後は一気に奥まで入れることができた。

「ふん、意外とあっさりだったな。レオナ、まさかひとりで膣内をいじっていたんじゃないのか？」

「そ、そんなことは……！」

　羞恥心からだろうが、素直に答えようとしない。

　だったら……。

「俺が言わせてやるよ……！」

「やぁん！」

　入れたばかりの処女まんこに対して、俺はピストンを繰り返していった。

　奥にある子宮口をノックするように何度も小突いていく。

「ア、アアアア！　あ、主……！　それはぁー！　それはダメぇー！」

「なぜ？」

「らって、気持ちいいっ！　気持ちいいからっ！　奥に当たるとおかしくなるぅぅ！」

　クク、素直に答えてくれたな。

　次は、

「俺のものがほしいから、ひとりでいじっていたんじゃないのか？」

「そ、そう！　ひとりで指を奥に入れて何度も何度もかき回したんだっ！」

「隊長でもあるお前がそんなことをやっていいのか？」

「いけないっ！　いけないとはわかっていても我慢することができなくって……！　やぁぁあぁ！」

　どうやらアイシャが言っていたことは本当らしい。

　魅了魔法をかけた状態で快楽を与えると、相手が素直に教えてくれる。

　これは使える情報だ。何かあったら女を犯せばいいのだからな。

「レオナ、教えてくれ。どうしたら女帝の城を攻略することができる？」

「そ、それは……！」

　肝心なのは、その者にとって絶対に言いたくないことを、言わせられるかどうかだ。

　さあ、答えてみろ。

「し、城には秘密の地下通路があり……そこを辿れば、女王陛下の部屋にまで繋がっている……んだ」

「それは確かか？」

「私を含め、上位三隊長には知らされていること……！　ふぁあああ！」

「ほう」

　ここまでベラベラしゃべってくれるとは。

「いい子だ、レオナ。さらに褒美をやろう」

　俺は思いっきり尻を自らに引き寄せた。

「おほぉ!?」

　女のものとは思えないような下品な声を上げ、レオナは弓なりに悶えた。
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　口からは舌を出し、先は天井を向いている。

「し、しきゅ……うが、ちゅぶされて……！」

「最高だろ？」

「主のものだから……届いて、くほぉ……いるんだぁ……！　お、大きすぎる……！」

　レオナの膣内がきゅっと締まってくるのがわかった。小刻みに痙攣しているところから、もう少しでイってしまうのかもしれない。

「お前の中にたっぷり出してやる」

「あ、主……！　あるじぃぃぃ！　出してくれぇぇぇぇっ！」

　俺は抽送を速めていった。

　尻と俺の身体がぶつかり、パンパンという音が響いている。

　尻肉が波打っているのも見るのも最高だ。

「イ、イ、イ、イクゥゥゥゥゥゥ！　イってしまううぅぅぅぅぅ！」

「……出すぞ」

　ドクン、と俺の肉棒から大量の精液が注がれる。

　レオナは全身に力を入れ、そのまま絶頂を迎えた。

「お、おお、おおおお……！　イって……イって、しまった……！」

「気持ちよかったか？」

「こ、こんなに気持ちいいことは……！　今までに……な、いっ！」

　その場に倒れ込むレオナ。

　白目を剥いているところを見ると、どうやら気絶してしまったらしい。

「ククク……」

　これで必要な情報を手に入れることができたし、口の割らせ方を学ぶことができた。

　すると、

『お楽しみだったみたいね？』

　アイシャが話しかけてきた。行為が終わった途端、話しかけてきたということは彼女も気になっていたらしい。

　セックスをすると、相手が何でも話すようになると教えてくれればよかったものを。まったく、面倒くさい女だ。

『べ、別にいいじゃない！　それにね、あなたの魔力がパワーアップしたからできるようになったことでもあるのよ？』

　そうなのか。確かに、この一ヶ月の間、かなり鍛えたからな。

『これで旅に必要なものを全て揃えることができたわね』

　ああ、ここから俺の覇王道が始まるのだ。

　まずは、魔女と呼ばれる、魔族の女王から攻め落としてやる……！
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　魔女のいる地下宮殿からもっとも近い人間の街ユニシス。

　俺が召喚された宮殿から馬車で三日かけ、まずはそこにたどり着いた。

　目的は、魔女の情報を得るため。

　地下宮殿に入った者は生きては帰って来られないという話なのだから、念のため用心してのことだ。

　ユニシスに到着するまでは、とくに盗賊などに襲われることはなかった。それも女騎士たちが護衛してくれたからだろう。

　魅了した女騎士たち数名を使い、雑用や護衛を任せていたのだ。

　また、馬車の方も騎士団のものにカモフラージュしたため、検問所を越えるときもとくに問題なく進むことができた。

　情報収集を目的に俺は酒場に入り、適当な女を引っ掛けた。まあ、女尊男卑の世界ということで酒場にはほとんど女しかいなく、俺が入店すると奇異の目で見られたこともあったが。

　ちなみに、街には完全に女しかいないわけじゃなく、男の姿もちらほらあった。それでも、決して活き活きとしているわけではなかったが。

　さて、情報を得ようか。

　魅了魔法をかけ、俺は適当な女と宿屋のベッドへと行く。

「この世界にあなたみたいな男がいたのねっ。さあ、私を抱いて！」

　すっかりメロメロになってしまっている女。

　俺はさっそく正常位の態勢で挿入することにした。

「ひゃんっ！　い、いきなり入れるなんて大胆ね……！　だけど、それもイイ！」

　適当に腰を振りながら、俺は女から情報を聞き出す。

「この街のことを教えろ」

「あんっ！　こ、この街は……ヤ、ヤリーナ様という女商人がいて、そいつがこの街を実質的に支配しているのっ！」

　魅了魔法をかけた状態でセックスをすると、女は嘘をつけなくなる。自分の意志とは別にペラペラと何でも話してしまうのだ。

「そのヤリーナという女はどこにいる？」

「街の一番高いところにある丘にある家……そこがヤリーナ様の屋敷なのっ」

「そいつに聞けばこの街のことはわかるか？」

「え、ええ。……あんっ！　す、すご……！　なんて大きくて硬いのっ！」

　身悶えている様子を見ると、この街で寝てきた女たちを思い出す。

　ユニシスに来て、すでに数名の女から情報を聞き出している。もちろん、セックスをしてだが。

　その中で、共通して面白い情報が二つあった。

　一つは、ヤリーナという女商人がユニシスを支配しているということ。

　もともと弱小商人の家系だったらしいのだが、ここ数年の間で急激に成長し、実質的に街を支配するようになったらしい。

　その理由というのが、人間では作ることができない高価なアクセサリーの販売。

　貴族を中心に高い金で売っているというのだ。

「ヤリーナは高価なアクセサリーを売っているらしいな。なぜ値が高くつく？」

「そ、それは……はぁん、人間には作れなく、魔族にしか作ることができないものだから……！　やぁぁんッ」

「魔族にしか？　だから、高価だというのか？」

「そ、そう……！　本来なら、もしそのアクセサリーを手にするなら、魔族のいる地下宮殿に忍び込まないといけないの……！」

　俺はそこまで大きくない胸を揉んだ。抽送を繰り返しながらも、乳首への刺激も忘れない。

「ふぁんっ！　だ、だけど、人間と魔族の間には不可侵条約があるから、表立って入ることはできなくて……んぁ！　ち、乳首……らめぇ！」

「それで冒険者なんかが盗ってくるというわけか」

　確か、この世界の国はそれぞれ干渉しないという話だったな。当然、商売なんかも行われるはずがないので、簡単に得ることはできない。

　命がけということを考えれば、高価なことも頷ける。

「だが、なんで女商人はそんなに多く持っているんだ？」

　ヤリーナはほぼ独占的に、そのアクセサリーを入手しているらしい。

「それは、ヤリーナ様の……手腕が素晴らしいからとっ。凄腕の冒険者たちを何人も囲っているらしいのよ……！」

　女は続けた。

「……というのは、ふぁん、表向きの理由で……！」

「表向き？」

　俺は腰の動きをやや遅くしながら、女の言葉を待った。ここでイカせてしまったら、情報を聞き出すことができないからな。

「ど、どうやら魔族と交渉をしているらしいの……！」

「交渉とは？」

「詳しいことはわかりませんが、ふぁんっ、男を魔族に差し出している、とか……！」

　なるほど。これで合点がいった。

　面白い情報のもう一つに、男たちが謎の失踪をしているというものがあった。

　もちろん、奴隷のような男たちだからそこまで大事件にはなってないらしいのだが、噂として街中に広まっていたのだ。

　つまり、ヤリーナは男でアクセサリーを買っているということだろう。

　まだ確定とは言えないが、ヤリーナが何か魔族との重要な繋がりを持っているのは確実であると言える。やはりヤリーナとの接触が、魔女を攻略するのに必要な条件ということだ。

　俺が小刻みにピストンを繰り返していると、女は俺の腕を掴んできた。

「お、お願い……！　も、もうイカせて……！」

「ああ、忘れてた」

　考え事をしていたから、女の子を疎かにしていた。ここでイカせてやらないと、女がしつこくなる可能性があるからな。

「イカせてやるよ……！」

　俺は子宮を貫くような勢いで最後に一突きした。

「アアアアアア！　イクぅうぅうううぅうぅぅう！」

　絶叫を上げながら、女はイってしまった。そのまま白目を剥いて気絶してしまったので、ベッドの上に放置しておこう。帰り際に魅了魔法を解いても、意識を失っているのならとくに騒がれることはない。

　魅了魔法は便利ではあるのだが、便利すぎて大変になるときがある。たとえば、女が俺にべったりになるなど。

　旅に連れて行かない者に関しては、基本的に解除するようにしているのだ。

　さて、必要な情報はもういいだろう。

「レオナ、入ってこい」

　俺は女騎士隊長を呼びつけた。

「終わったのか、主」

　レオナには念のため部屋の見張りをさせていたのだ。

「主、すごい嬌声だったぞ。……女をまた気絶させたのか？」

「仕方ない。気絶させた方が面倒にならないからな」

「まったく……主は」

　勃起している俺の肉棒を発見すると、レオナは頬を真っ赤に染めていた。

「あ、主……まだ大きいぞ？」

「俺がイク前にこの女が果ててしまった。お前の口で俺のものを鎮めろ」

「了解だ、主」

　レオナは俺の前で膝をつくと、そのまま肉棒をしゃぶり始めた。

　ユニシスにつく間にもしっかりと調教しておいたから、レオナの口淫はさらに上達している。

「じゅっぼっ、ごっぼっ！　早めに抜いてしまっていいんだよな？」

「ああ。さっさと射精して今日はもう寝る」

　快楽を味わうためにもう少し我慢してもいいのだが、明日のことを考えると早く終わらせた方がいいだろう。

　幸いにもレオナの口淫は素晴らしい。

　喉奥に肉棒を飲み込み、口全体を使って吸引してくるのだ。

「じゅぼぼっ、じゅぶぶぶっ！　主……まだまだ精液が出るのだな」

「いい女が多いからな」

　アイシャやレオナたち含め、朝から女とヤリまくってしまった。射精の回数なんて数えていないが、かなりの量だと思う。

　それでも、この世界にいる女は美人でスタイルがいいので、すぐに勃起してしまうのだ。

「主が就寝する前に、しっかり気持ちよくするからな」

「ああ、頼んだぞ」

　ヤリーナについては、明日の朝から調査を始めればいいだろう。今はレオナの口の感触を楽しむことが大事だ。

「主……じゅぼ、じゅぶぶぶ、大きくなってきたぞ」

「そろそろだ」

　さすがレオナだ。俺の気持ちいいところがどこかわかっている。

「出すぞ。最後に思いっきり吸え！」

「わ、わかった……！」

　爆音を響かせながらレオナがバキュームをする。

「んぐ!?　で、出て……！」

　窄めていた頬が膨らむくらい、俺は大量に射精をした。

　レオナは美味しそうに俺の精液を飲んでいる。

「ごく……ごく……主、すっきりしたか？」

「ああ。俺は寝室で寝る。お前たちは適当に休みつつ、護衛を頼む」

「ごっくん……了解だ」

　そして俺は眠りについた。

　さあ、明日は女商人ヤリーナの味見でもするか。
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　ヤリーナの屋敷に向かうため、俺は街を歩いている。

　すると、裏路地のところにひとりの男が座っているのを見かけた。ボロボロの服を着ていて、生気を失ったように呆然と座り込んでいる。

　俺は思わず話しかけていた。

「……どうした？」

　女に支配された世界の男。俺はそいつの意見というものを聞いてみたかったのだ。

「あ……あんた、いい服を着ているな。貴族かい？」

「まあ、そんなところだ」

　俺が今着ている服は、この異世界では標準的なものだ。それを見ていい服を着ていると思うのは、この男が余程貧しく、みすぼらしい格好をしているからだろう。

「どうしてこんなところにいる？」

「理由なんて聞かなくてもわかるだろ。俺たちは奴隷みたいなもんだ」

「……」

　気力を失っているところを見ると、やはり徹底的に差別されていると思っていいだろう。ここまで力をなくしているのは、日常的に辛いことが行われているからだ。

「この世界で生きるのは大変か？」

「貴族の坊っちゃんにはわからないかもしれないな。何の取り柄もなく、出自もよくないと奴隷みたいに扱われる……。いや、この街ならそれ以下だな」

「どういうことだ？」

「この街にはおそろしい女がいるんだ……！」

　男は震えている。そいつのことを思い出し、恐怖を感じているのだ。

「ヤリーナのことか？」

「ひぃ！　名前を聞くのも恐ろしい……！」

　ヤリーナの支配力というのは圧倒的なものなのだろう。

　ただ、虐げられているだけが理由ではないと思う。

　それは、

「男たちの失踪か？」

「し、失踪なんてもんじゃない！　ヤリーナに捕まった男はみんな商品として扱われるんだ」

「商品？」

「物として扱われるってことだよっ……そんなの最悪だ。俺の友達だって……！」

　男は目に涙を浮かべた。また何かを思い出したようだ。

「かれこれ一ヶ月は帰って来ねえ！　ここでずっと待ってても……うう……！」

「……そうか」

　どれだけ辛いことがあったのだろうか。この男に対して強い同情を抱くことはないが、苦しかったことは見てとれる。

　そして、それを行っているのはヤリーナという女商人。

「……正義の味方になれるような人間ではないが、結果として少しだけ生きやすくしてやろう」

「え……？」

　聞こえなかったのか、男は呆けた顔で俺を見つめていた。

「こんなものしかないが……」

　朝飯に食べようと思い持ってきていたパンを渡し、俺はヤリーナの屋敷に向かった。







　ヤリーナの屋敷に到着。

　さすがに街を支配しているというだけあって、かなり豪華な建物になっている。

　こんなところに住み、男を商品として扱っているような女だ。かなりの悪趣味であることは伺えよう。

　だが、そういった女を屈服させるのが面白い。

　俺の目的は、あくまでも魔女の情報を得ること。

　ただ、それだけで満足できるほど俺は欲がない人間ではない。せっかく危険を犯しているんだ。それなりに楽しまないともったいないだろう。

「さて、行くとするか」

　屋敷の周りには兵がいて、敷地を警備していた。兵士は当然、女である。

　どの女も騎士とまではいかないが、それなりに装備をしていた。武器を持っていても、見た目は麗しいのだから最高だ。

　俺にとって、全ての女がターゲットだからな。

「なあ、ここにヤリーナがいるか？」

　俺はさっそく門に近き、兵士に声をかける。

「男！　ヤリーナ様に何か用か!?」

「黙れ。俺に惚れてろ」

　一瞬のうちに、俺は魅了魔法をかける。こんな女といちいち話をしているような暇はないのだ。

「……あなたへの愛を誓います」

　女は一瞬のうちに頬を染め、デレ顔になってしまった。

　さすがは魅了魔法だなと感心する。

「ああ。それなら、一つ頼みたいことがある」

「なんでしょうか？」

「ヤリーナに会わせてほしい」

「ヤリーナ様に!?　し、しかし私は……！」

　さすがに惚れたくらいじゃ職務放棄はしないか。

「適当に言い訳をしろ。商談があるから話をさせてほしいと言ってきているとかな。ヤリーナのところへ俺を連れていったら、しっかり愛してやる」

「あ、愛して……!?　それは本当ですねっ！　では……！」

　確認をとるためか、女は屋敷の中に入ってしまった。

　すると、すぐに戻ってきて許可を得たと教えてくれた。

　女兵士と共に屋敷の中に入る。

　屋敷の中はさらにきらびやかで、様々な骨董品や貴重そうなものが置いてあった。

　屋敷の規模からもわかるが、かなり儲かっているらしい。

　それに、兵士を何人も置くような警備をしているのだ。何かあるというのは間違ってはいないだろう。

「こちらがヤリーナ様の部屋となります」

「ご苦労」

「それで……」

　女兵士が何かを求めるような素振りを見せてきた。

「……わかったよ。今はこれくらいしかできないが我慢してくれ」

　俺は女を抱き寄せ、そのままキスをした。

「──ッ!?」

　女は目を見開いて驚いたが、すぐにうっとりとする。

「あ、ありがとうございます。本当に嬉しいです……！」

「それはよかった。……俺とヤリーナは大事な話がある。誰も部屋に入れないようにしてくれるか？」

「は、はいっ！」

　女は従順に頷いた。

　ふぅ、女に惚れられるというのは面倒だな。まあ、それ以上に得られるものが多いから決して悪くはないが。

　さて、ヤリーナがいる部屋に入るとしよう。

　俺が扉を開けると、そこには机に座り、実務を行っているひとりの女がいた。

「……あんた、何者だ？」

　そこにいたのは、さすがに支配者というだけの威圧感を覚える存在。

　長い髪に、美しい四肢。大きく膨らんだバストに、引き締まったくびれ。

　私欲を肥やしているためか、スタイルも抜群だった。

　そして何より、汚物を見るような目で俺を睨みつけていること。

　男を商品として扱うような女だ。そういった感情を抱いて当然。

「何者か……だと？」

　俺は答えた。

「お前を選別に来た男だよ。お前が俺のハーレムの中に、加わる価値があるかどうかな」
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「バカな、ふざけているのか」

　俺の真面目な返答を、ヤリーナはまったく意に介そうとしない。……やれやれ、冗談の通じない奴だな。

「商談だと聞いていたはずだが、どうなっている……？」

　不審者……いや、男である俺が入って来たのに、ヤリーナは慌てる素振りを見せない。

　さすがにやばい商売をやっているだけあって、そのあたりは肝が据わっているらしい。

「どうやってこの屋敷に入ってくることができた？　警備はどうなっている？」

「警備の女は俺の虜にした。今から騒いでも誰も助けには来ないぞ」

「あんた、何が目的……？」

　俺の雰囲気になにか察したのか、ヤリーナはゆっくりと立ち上がった。

「お前がやっているビジネスについて話を聞きたいだけだ」

「あたいは骨董品や貴金属類を売買しているだけだよ」

「その中で魔族からもらっているアクセサリーがあるな？」

「……」

　ヤリーナにとってはシークレットなネタなのだろう。俺がそのことを話すと、彼女は黙ってしまった。

　まあ、わかってはいたが、男を商品に魔族と取引しているのは事実だろうな。

「隠す必要はない。すでに調べはついているからな」

「……あたいを脅すつもりか？」

「いいや、そんなことをするつもりはない。ただ、魔族について知りたいだけなんだよ」

「魔族について？」

　ヤリーナは疑問を口にした。

「なぜ魔族について知りたがっている？」

「魔女に用があるからだ。魔女のことは知っているな？」

　俺がそう尋ねると、ヤリーナは少しばかり笑みを浮かべた。常人なら気がつかないような微妙な笑みだ。どうして気がついたかというと、俺もこういう笑みを浮かべるときがあるからだ。人を騙すときに浮かべる黒い笑みを。

「そうか。そこまで知っているのか」

「話す気になったか？」

「ああ。調べがついているということは誤魔化しても無駄だからな」

「ほう」

　いい行いだと褒めてやりたいが、どうせここから逆転する策を仕掛けてくるんだろ？

　わかっているよ、ヤリーナちゃん。

「魔族が作るアクセサリーというのは高値で売れるんでね。あたいもよく儲けさせてもらってるよ」

　ヤリーナは話しながら歩き始めた。

「あんたも知っていると思うが、人間と魔族……いや、基本的に他国間での干渉はいけないことになっている。それは商売においても同じさ」

「だが、お前はやっているんだろ？」

「ああ」

　ヤリーナは嘘をつくことすらしなくなった。

　おそらく俺を消すことを決めたのだろう。触れてはならないことに触れなければ、適当に誤魔化して帰していたはずだ。

　それをしなくなったということは、俺を処分するということ。……ふっ、面白くなってきた。

「実は魔族はあるものが大好きでね……それを渡すことでアクセサリーをもらっているんだ」

「男だろ？」

　俺が即座に言うと、ヤリーナ少し驚いた様子。しかし、すぐに肩をすくめ、

「まさかそこまでわかっているとは。随分と調べたみたいだね」

「世の中、口を割らせるのがうまい奴がいるんだよ」

　魅了魔法をかけ、セックスをすればどんな女も嘘をつけなくなる。

　これが俺に与えられた能力だ。

「魔族……いや、魔女は男が好きなのか？」

「そうさ」

「何のために？　まさか労働力として使っているわけじゃないだろ？」

「もちろんだよ。……魔女が男を欲する理由──それは性奴隷がほしいからさっ！」

　そう言うと、部屋の壁が一つ空いて、女兵士たちが流れ込んできた。

　なるほど。隠し部屋か何かがあり、そこから兵士たちを呼び寄せたということか。

　あれほど落ち着いていたのにも納得がいく。

　気が付けば、女兵士たちが俺の周りを囲んでいた。

「どこの誰か知らないが、あたいの秘密を知ってしまったようだねっ！　もうお終いだよっ」

　ヤリーナは勝ち誇ったように唇を釣り上げた。

「よく見るといい男じゃないか。これで魔女に対する土産を一つ手に入れることができた」

「こうやって男を捕まえているのか？」

「ハン！　あたいの屋敷に入ってくるようなバカはあんたくらいだよっ。大抵の男は奴隷のような奴を安く買っているのさ」

「……男を買う、か」

「男っていうのはどうしようもない生き物なんだよっ！　存在価値がないから、あたいが価値を与えてやっているのさ」

「……ふっ、傲慢だな」

　俺がつぶやくと、ヤリーナが反応する。

「傲慢!?　男があたいに文句言ってるんじゃないよ！」

「文句じゃないさ。ただの助言だよ」

「助言？」

「ああ。この世界でも最も傲慢な人間からのな」

「意味わからないこと言ってるんじゃないよ！」

　俺は話を続けた。

「魔女に送られた男たちはどうなっている？」

「さあね。ま、魔女は男の精を吸うらしいし、魔女の宮殿に侵入した冒険者はみんな帰って来ない……。そういうところを見ると、死んじまったんじゃないのか」

　これが失踪事件の正体か。

　さっきまで街で会った男の友人。彼もまた亡きものとなっているのだろう。

「お前は人を殺している自覚があるのか？」

「男のひとりふたりがいなくなったくらいで気にする奴なんざ、この世界にはいないよ」

　やはり女尊男卑の世界観なんだな。

　まあ、俺としても使命感でこんなことをしているわけではなく、ただ自分の感情に素直になっているだけだが。

　それでも胸糞が悪いのは、俺が男だからだろうか。

「まあいい。俺の目的はただ魔女の情報を得たいだけだからな」

「魔女の情報を手に入れてどうするつもり!?」

「俺の女にする」

　そう言うと、ヤリーナは腹を抱えて大笑いした。

「あははは！　魔女を自分のものに？　……ふざけんじゃないよ、男は女の所有物なんだよ」

「所有物か……。いつの間にかオーナーにでもなったつもりみたいだな」

　まあ、俺も女を物だと思っている節があるからな。そういった意味ではヤリーナを咎めることはできない。

「ただ、俺はそこら辺の男とは違い、簡単には所有物にはならないぞ」

「ハン！　粋がるものいい加減にしなっ！　あんたを魔女の性奴隷にしてやるさ」

　このまま性奴隷になったフリをして、魔女に近づくのもアリだろう。

　だが、フリだとしてもヤリーナに屈したことになってしまう。そんなこと、まっぴらごめんだ。

「性奴隷になる気はまったくない。むしろ俺が女を性奴隷にする側だ」

「あはははは！　バカ言うんじゃないよっ！」

「ふっ、お前も俺の女に……いや、そんな品のない笑いをする女、興味ないな。俺の性奴隷になるためには、それなりの品性を求められるから」

「くっ……！　男があたいをバカにしてぇ！　あんたたち、この男を捕まえな！」

　ヤリーナの号令で兵士たちが俺に向かってくる。

「そんなに俺と遊びたいのか……。ならば──俺の女になれ！」

　魔法陣が展開し、その中にいる女たちが魅了される。

　──ただし、ヤリーナを除いて。

　魅了魔法は心から俺に惚れてしまう力だ。それにより、ヤリーナを俺のものにしても、彼女の心を屈服させたことにはならないのだ。

　さて、可愛い女兵士たちと共に遊んでやるか。

「今日から俺がお前たちの主人だ。わかったか？」

『わかりました、ご主人さま！』

「まずはあそこにいる女を拘束しろ」

　俺はヤリーナの方を指さした。

　俺の命令に従い、女たちはヤリーナの動きを封じる。

「な、なぜだ!?　何が起こっている!?」

　あっという間に身動きを奪われてしまうヤリーナ。

　俺は彼女の方に近づいた。

「ヤリーナ、俺は人徳があるんだ。一声かけた途端にこれだ」

「嘘つけ！　魔法か何かを使ったのだろうっ！」

「ククク、どうだろうな。ま、絶対絶命のピンチであるお前には関係ないことだと思うが」

「くっ……！」

　ヤリーナは俺を睨みつけた。

「あんた、まさか奴隷になった男たちを救おうっていうのかい!?」

「いいや。生憎とそんな正義感で動いてはいない。俺はただ女を抱きたいだけさ。……傲慢だからな」

　俺のやばさに気がついたのか、ヤリーナの顔がどんどん青ざめていく。

「俺が正義の味方なら、ここでお前を捉え、成敗するだけだろうな。だが、俺はお前のような女を、ひどい目に遭わせたいと思っているのさ。正義の味方ではないから」

「なっ!?」

「男たちがどんな苦しみを味わっているか知らないが、それを想像しながら犯されるのも悪くないだろう？」

「お、犯す……犯すのか、このあたしを!?」

「ああ。俺の女にしたいとは思わないが、ものとして性処理させる分には十分な身体つきだ」

　ヤリーナの胸は豊満で、かなりいい身体をしている。会った瞬間から食ってみたくなっていたのだ。

「お前たち、ヤリーナをずっと押さえていろよ」

「や、やだああぁぁ！　やめてぇぇぇぇ！」

　叫ぶヤリーナを尻目に、俺は彼女の服を無理やり剥がしていった。

　さて、魅了魔法を使わなくてもどこまで俺の身体に惚れさせることができるのか試してみるか。
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「ふ、ふざけるな……！　あんた、自分が何をしているのか、わかっているのか!?」

「さあな。俺は自分の欲望のままに動いている」

　俺はヤリーナの服を強引に引きちぎっていった。彼女は露出の少ない服を着ているため、いきなり手を忍ばせて局部を触るなどすることができないのだ。

「ククク……」

　元の世界だったら犯罪だということをしているのに、俺は今の状況を楽しんでいた。

　これだから異世界というのは素晴らしい。

「お前たち、早くこいつを私から離せ！」

　ヤリーナは周りにいる女兵士たちに命令を下す。

　だが、彼女たちはヤリーナの言うことは聞かなかった。

「なぜだ……!?」

「理由が知りたいのか？　教えてやろう」

　俺は上着の胸元を力いっぱい引き裂いていった。

　すると、ヤリーナの大きすぎるバストが上下に揺れるように弾んだ。服の上からでもわかるようなムチムチなボディをしているが、やはり生で見ると迫力が違うな。

「まずは俺が何をしたのか説明してやろう。……魅力魔法と呼ばれる力を俺は持っている。それを使って、女たちを虜にさせたのさ」

「み、魅力魔法……!?　そ、そんなことができるというのか……」

「できているから、まるで催眠術にでもかかったように女たちはコロっといってしまったんだよ」

　俺はヤリーナの胸を鷲掴みにしていく。

　指と指の間から溢れてしまうほど巨大な乳をしていて、かなり柔らかかった。

「あ、ん……！」

　少し胸に触れただけでヤリーナはビクンと身体を震わせている。この反応……もしかするとあまり経験がないのかもしれないな。

「大事なことは魅力魔法をかけたことではない。魅力魔法というのは不便なところがあってな、あくまでも強制的に惚れさせるだけで何でも言うこと聞くってわけじゃないんだよ」

「何が不便だ……!?　あんた、それすらも楽しんでいるんだろ!?」

「ククク、わかってしまったか」

　俺は舌なめずりをし、片手をヤリーナの下半身の方へ持っていく。

　無理やり足をこじ開けて、股を広げる。

「くっ……！　ば、化け物め……！」

「ほう、いつもそうやって人のことを罵っているのか？」

「な、何が言いたい……」

「魅力魔法は命令を聞かせる魔法ではない。その人間の価値観を変える魔法なんだ」

「……ッ！」

「要は俺が一番になるということ。だが、絶対的に一番の対象が俺以外にいた場合、その者は強い葛藤を強いられることになる」

　女騎士レオナの例がまさにそれだ。

「だが、一番がいない者からしたら、俺の命令は絶対……つまり、お前の部下たちはお前のことを尊敬していないってことなんだよ」

「なっ……！」

　少なくとも一番はヤリーナではない。だからこそ、彼女たちはヤリーナの拘束を離そうとしないのだ。

　さすがに遠慮なくものを言ってしまったからか、ヤリーナの方は悔しそうにしていた。

「そ、そんなわけ……ない……ッ！」

「必死だな。証明してみせようか？」

「しょ、証明だと……？」

　俺は近くにいた女兵士を呼び、四つん這いにさせた。

　下半身を露出させると、俺は自らの肉棒をねじ込んでいく。

「あ、あはぁあぅん！　入ってくるぅぅ！」

　女の嬌声が室内に響いていく。

「さあ、腰を振るぞ……」

　俺は女の腰を持って、ピストンを始めた。

　さすがに俺に惚れてしまっているだけあって、すぐに濡れ始め、スムーズに腰を振ることができた。

　女は気持ちいいのか拳を強く握りこみ、快楽を味わっていた。

「どうだ？　俺のものは」

「さ、最高です……。こんな気持ちいいもの……他に知りませんっ！」

　俺は女がイカないように抽送をコントロールしながら、ピストンしていた。

「あん、はぁんっ！　すご……！　大きくて、硬くて……たくましいですぅ！」

「さあ、お前の、人に話したくない性癖を教えろ」

　俺がそう言うとヤリーナは目を大きく見開いた。まるで「そんなこと言うわけないだろう」とでも訴えるように。

　だが、

「私、実は……お尻を叩かれるのが好きなんですぅ！」

「こうか？」

　ばちん、と音が響くくらい尻にビンタする。

「あひぃ!?」

　女はだらしなく舌を出しながら、ビクビクと震えた。

「ククク、ドＭなんだな」

「な、何がどうなっているんだ!?」

　ヤリーナが叫ぶ。

「魅力魔法をかけた状態でセックスをすると、女たちは嘘をつくことができなくなってしまうんだ。たとえ、絶対にバラしたくない秘密であっても、俺が聞けば嘘偽りなく答えてくれる」

「そ、そんな……」

「俺が女を呼んだ理由がわかったよな？　これからお前についてどう思っているのか聞いてやるんだ」

「や、やめろっ！　やめてくれぇぇぇ！」

　俺は膣奥を強く突いていった。

「教えろ。ヤリーナのことをどう思っている？」

「あ、あまり……好きではありません。あの人は人使いが荒く、それでいて労いの言葉すらかけていないのです。給料がいいから勤めているだけで……」

「だとさ。わかったか、ヤリーナ？」

「くっ……」

　他の女たちに聞いてもいいが、これでもだいぶ堪えただろう。

　目の前で部下が自分のことを嫌いだと言っているのだから。

　ヤリーナは見た目からしても、相当なプライドの持ち主であることは伺える。

　そういった人間は一つでも綻びがあると、ダメージを受けてしまうものなんだ。

「さあ、今度はお前だ。ヤリーナ」

　俺は女兵士を適当にイカせ、勃起した肉棒をヤリーナに見せた。

「で、でかい……！」

「そうだろ？　お前の口じゃ入らないかもしれないな」

「く、口……!?　口に入れるのか!?」

「口でされるのが好きだからな」

　女兵士たちはヤリーナのことを押えている。

　魅力魔法にかかっているとはいえ、もしかすると「ざまあみろ」なんて思っているかもしれないな。

　俺は彼女の上半身に跨ると、肉棒を巨乳に当てた。

「や、やめ……んぅ！」

「ククク、もう乳首が勃っているぞ？」

「そ、そんなわけ……」

「この巨乳で俺のものを挟んでみろ」

　俺は二つの大きな房を広げ、そして強く挟んでいった。

　爆乳を左右から中心に向かって押していき、寝パイズリの態勢で奉仕させていった。

「あ、あっ、ああっ、あああぅ！　む、胸が……あたいの胸がめちゃくちゃにされちゃってる……！」

「いい乳だ。柔らかくて、俺のものに吸い付いてくる」

「く、くそ……！　ふざけるな、あたいの……あたいの身体を好き勝手……！」

「いいじゃないか。お前も男を好き勝手、売ってきたんだろ？　同じことをされていると思えば納得するんじゃないのか？」

　乳首と乳首を近づけ、擦り合わせていく。

　ヤリーナは呼吸を荒くし、乳首はさらに勃起していった。

「くひぃ!?　ち、乳首を……乳首をいじめるのはやめろぉぉぉ……！」
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「これがいいんだろ？　さあ、口を開けろ」

　前後に腰を振っている幅を、少しずつ広げていく。

　そして、ヤリーナの唇に肉棒を当てていくのだ。

「や、やだ……！　男のものを含むなんて……！」

「お前に拒否権はない」

　俺は女兵士に命令を出し、ヤリーナの口を開けさせた。

　そこに肉棒を勢いよく突っ込んでいく。

「んぶぶ!?」

　さすがに急なことで驚いたのか、ヤリーナは苦しそうに顔を歪めていた。

　だが、俺は寝パイズリフェラを止めることはない。

「あ、ぶぶぅ!?　ん、ごほぉ、く、くるし……いぃ……！」

「そんなに嫌なら噛み切っていいぞ？」

　まあ、そんなことできるわけないがな。

　ヤリーナの顎が外れてしまうくらい、ペニスがいっぱいになってしまっている。

　それに、勃起しているため鋼鉄のように硬いんだ。無理やりやれば歯が砕けてしまうな。

「え、ぐっ！　お、お、おっ、おっ……！」

　もはや何も話せなくなり、ヤリーナは涙を流しながらえづいていた。

「そろそろ出すぞ。ご褒美だ……！」

「んぶぅ!?」

　嫌なのか必死になって首を振ろうとする。しかし、女兵士たちに止められてしまい、徒労に終わった。

「イクぞ……！」

　半ば強引にヤリーナの口内に射精していく。

　一気に頬が膨らみ、鼻の穴からも飛び出していた。

「はぁはぁ……！　し、死ぬ……！」

　俺がペニスを抜くと、ヤリーナは半分白目を剥いた状態になっていた。

「ま、これで終わりじゃないがな」

「な、に……!?」

　目の前に極上の身体を持つ女がいるのだ。挿入しないで帰るわけにはいかない。

「さあ、一代で地位を築いた女商人の身体……味わわせてもらうぞ」

　俺はヤリーナの股を開いていった。
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　下着を脱がすと、ヤリーナの濡れた秘部が露わになった。

　ほんの少し陰毛が生えているが、滑らかな肌をしている。中を少し広げると、桃色のアソコからねっとりとした愛液が流れ出た。

「いやいやと言ってはいるが濡れているじゃないか。俺に乳を揉まれたことがよかったのか？」

「そんなわけ……！」

　何か言いかけていたので、俺は乳首を強くひねってやった。

「あああ！　い、痛い……！」

「痛いのは嫌いか？」

「好きな奴なんているわけないだろ、このゲスが！」

　痛いのは嫌いとか言ってはいるが、乳首の方はビンビンに硬くなっているのがわかる。

　天に突き刺すように勃ち上がっているのだ。

「痛いのが嫌いならば、俺が好きにしてやろう」

「な、何……!?」

　魅力魔法をかけなかった理由の一つとして、この女をドＭにしたいという考えがあったのだ。

　これくらい気の強そうな女をうまく調教することができたら、この先もいろいろと楽ができるかもしれない。

「や、やめろっ。あんたの願いなら、何でも叶える……！　金ならいくらでもあるんだからさっ！」

「金は興味ないな。いつでも金持ちのパトロンを見つけることができるだろうし」

　魅力魔法があればできないことはない。

　そして、今の俺の願いはヤリーナを好き勝手、調教することだ。

「いい身体をしているんだ。食わせてもらうぞ」

　俺は勃起した肉棒を膣に当て、そのままゴリゴリと腰を押し込んでいった。

　なかなか窮屈で、思うように奥に行くことができない。

「あ、あ、あっ、あっ！　い、痛い……！　痛い……！」

「……やはり処女だったようだな」

　あれだけ男をバカにしていたり、胸を揉まれたぐらいで感じてしまっていたのだ。

　まさかと思ったが、ヤリーナは経験がなかった。

　さすがに嫌っている男とはできないか。

「く、くそ……！　わ、私が男なんかと……男なんかと……！」

「女ならいいのか？」

　からかうように肩をすくめながら言った。

「まあ、ここにはたくさんの女がいる。女に犯されるのもいいかもしれないな」

「あんた……マジで言ってるね……」

「どうだろうな？」

　女と女がセックスをしているのを見るのはあまり興味がない。人のものを見るくらいだったら自分でした方がマシだからな。

　とは言え、ショーと考えれば面白いのかもしれないが。

　まあいい。まずはヤリーナを女にすることが先だ。

「奥まで入れるぞ……処女、卒業だ」

「んんんぅぅぅ！　あ、あ、あ、あああああああっ！」

　口で咥えることがやっとのサイズの肉棒をぶち込まれ、ヤリーナは腰を浮かせて感じていた。

　俺は尻を鷲掴みにすると、そのままピストンを開始する。

「んぅ、わっ！　ま、待て、待てぇぇぇ！　んぁあああっ！　やめ、やめろぉおぉ……」

「セックスの快楽をしっかり覚えるんだ。お前は快楽に溺れたただのメス豚となる」

　抽送を繰り返していくと、ヤリーナの胸が激しく揺れていた。

　これだけアピールされたら無視することもできないと思った俺は、彼女の乳首に噛み付いた。

「ち、乳首!?　乳首を噛むなぁぁ！」

「いいだろ？　痛みと快楽が合わさっているぞ」

「あああっ！　く、くそぉぉぉ！　感じたくないのに……感じたくないのに……！」

　噛んでいないもう一つの乳首も、さらに勃起しているのがわかった。

　秘部にあるクリトリスも勃起してしまっているし、こいつはどれだけ変態なのだろうか。

　痛いのが嫌いと言いながらも、実際は感じてしまっている。

「気持ちいいか？」

「み、認めない……みとめ……な、いっ」

「強情な奴だ」

　さらに腰の動きを加速させ、子宮口に亀頭を押し当てていった。

　ぱちゅぱちゅ、と水音が鳴り、さらに愛液が溢れ出す。

「あああっ！　やめてくれ、やめてくれぇぇぇぇ！　そんなふうに連続で叩かれてしまったら……あたい、あたいぃぃぃ！」

「膣がビクビクしてるぞ。イキそうなのか？」

「なんだ、これは……！　ど、どうなって……!?」

「ふっ、イったことすらない処女め。俺がイカせてやるよ」

　巨乳を揉みしだき、ピストンを強くしていく。

　すると、ヤリーナの膣内がきゅうっと狭くなってきて、痙攣しているのがわかった。

　亀頭のところに膣壁がぴったりと張り付いて、精液を求めてくるのだ。

　いくら処女といえど、人間の本能的な部分に逆らうことはできない。

「おかしくなるぅ！　おかしくなるからぁ！　ああ、ああ、あっ、あっ、あああっ！」

「イってしまえ」

「ああ、ああ、あっ、あっ、あああっ！　──うっ!?」

　ビクン、と大きく浪打つとヤリーナはガクガクと震え始めた。

　膣の感じからしても絶頂しているのがわかる。

　ヤリーナの方も口からよだれをたらし、「あー…」と声を漏らしていた。

「イったか……。だが、まだまだ終わらないぞ」

「う、嘘だろ……もうやめて、やめてくれぇぇぇ！　今されたらぁぁああぁ！」

　イっているにもかかわらず、俺はさらに激しくしていく。

　腹を貫くくらい強く押し込み、素早く子宮口をノックしていった。

「ふう、だいぶ気持ちよくなってきたな」

　さすがに処女の狭い膣をしているため、俺の方も限界がきた。

　ここらで一度出してしまおう。

「ふぁああっ！　く、くぉぉ！　ああ、ああ、あっ、あっ、あああっ！　お、大きくなって!?」

「出すぞ」

「出す!?　出すって射精するってことか!?」

「そうだ」

「やめろっ！　やめてくれぇぇぇ！　孕むから！　あんたの子ができてしまう！」

「知らないな」

「くそぉぉぉ！　この鬼蓄がぁぁぁぁあぁ」

　そんなふうに求められたら俺の方もリクエストに応えなくてはならない。

　鬼畜と罵るのだからな、ククク……。

「孕め！　一発で孕むくらい大量に出してやるからなっ」

「や、やめ──ウッ!?」

　子宮の深いところに精液を放出する。

　ドクドクと大量の白い液が発射され、すぐにヤリーナの膣をいっぱいにしていった。

「で、出てるぅぅ！　これが射精……中出しだっていうのかぁぁ！」

「気持ちいいだろ？」

「あ、あああ……もうダメだ。孕んでしま……う……」

　ガクッとその場に倒れこみ、放心状態となるヤリーナ。

　どこか遠くを見て、呼吸を荒げていた。

「中出し、気に入ってくれたようだな」

「中……出し……？　あんたの子を孕むのか……？」

「さあな」

　そんなことどうでもいい俺は、彼女の身体をくるりと回転させた。

「何をする!?　ま、まだするのか!?」

「今度は後ろからだ」

　バックの態勢にして、再び腰を動かしていく。

「あ、うぅうぅ！　あがあっ！」

「品のない喘ぎだな」

「あんたが……く、おぉ……激しいから……だろっ！　お、おぉお……！」

　ヤリーナに対して女らしさなんてものは期待していなかったが、さすがに野獣のようになってしまっている。

　まあ、ドッグスタイルでセックスしているんだ。それくらいの方が盛り上がるか。

「いやらしいケツだな」

　バチン、と俺は強く尻を叩いていった。肉付きがいいため、プルプルと柔肉が揺れているのがわかる。

「く、くそぉ……！　なんてことを……なんてことを……！」

「ケツを叩かれてプライドが傷つけられたか？」

「こんな子どもを叱るみたいなこと……！」

「そんなに嬉しいのなら、もっと叩いてやるよ」

　バチン、バチン、バチン、バチン、バチン！

　リズミカルに叩く度に、ヤリーナの様子が変わっていった。

「こんなもの……あっ！　されたくらいで……ああっ！　あたいは……んおぉ！　あんたに……くほぉ！　屈っしは……おほぉ！」

　一回叩くと表情がバカっぽくなっていくから面白い。

「叩かれて感じてるだろ？」

「感じてなんか……オオ!?　ない……あっ！　も、も、も……」

「も？」

「もっと……なんて、絶対に……くひぃ！　言うもんかぁぁぁ！　んおぉぉ！」

　それは「もっとほしい」と言っていることと同じだと指摘してやりたいが、面白いからこのままでいいだろう。

　処女とは、何もないまっさらな状態。

　ここからドＭにしていくのは決して難しいことではないのだ。

「さて、仕上げといこう」

　せっかく尻が丸見えのバックでセックスしているのだ。

　これをやらないと調教にならない。

「ちょ！　何をしている……!?　あたいの尻を広げて……！」

「いい肛門だな。ピンク色で美しい……。ここから糞を出すとは思えないくらいに」

「ま、まさか……！」

「入れてやるよ、お前のケツ穴に！」
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「やめろっ！　入るわけがないっ！　お尻の穴の方が狭いんだぞ！」

「試してみようか」

　いきなり肛門を攻められるということで、ヤリーナの方も動揺しているのがわかる。

　この世界のアナルセックスがどういった価値観なのかはわからないが、アブノーマルなプレイであることは言えるだろう。

　周りにいる女兵士たちも驚いている様子だった。

「本当か……？　本当にそっちの穴に入れるのか……？」

「お前も入れてもらいたいんだろ？」

「そ、そんなわけ……！」

「いいや、嘘だ。その証拠にケツ穴がさっきからヒクヒクしているぞ？」

　バックで突いているときも反応していたが、今はより大きなアクションとなっている。

　肛門の中が見えてしまいそうなほど、尻穴が開いて、そして閉じたりを繰り返していた。

「お前が期待している気持ちもわかる」

「あんたにあたいの何がわかるっていうんだいっ！」

「言い当ててやろう。お前は──セックスを気持ちいいものだと認識している」

　そう言うと、ヤリーナは唇を噛み締めた。

「処女喪失も、尻を叩かれたのも全部、気持ちよかった……違うか？」

「あたいは……変態じゃないっ」

「何を恥ずかしがっている」

　俺の言葉で感じるように、ヤリーナの肛門が大きく開いた。

「お前は俺と出会い、そして知ったのだ。セックスは最高の快楽であると」

「……」

「この世界の価値観はくだらない……。どうして気持ちいいことがあるのに、それに対して素直にならないんだ？」

「男なんて……男なんて……！」

「そう思ってはいるが、男もいいものだと気がついただろ？」

　俺はヤリーナの尻肉を揉んだ。

　よく引き締まっていて、その上柔らかい。まさに最高の尻である。

「まだわからないのなら教えてやるさ、アナルセックスによってな……！」

　俺は膣から肉棒を引き抜くと、尻穴にねじ込んでいく。

「あ、あ、がああ……！」

　本来なら指なんかでほぐしてから入れるのだろうが、それでは調教にならない。

　とは言え、簡単に入るほど甘いものではなかった。

「い、痛い！　痛い……いたぁぁぁいぃぃぃぃ！」

　叫ぶヤリーナ。

　確かに肛門から血が出てきているが、気にせずどんどん奥へいく。

　この痛みすらも快感になるのだと知ってほしいからだ。

「お、お尻……入って……！　ああああ！　入ってくるぅぅぅ！」

「膣とは違う感じだろ？」

　膣よりも、さらに締め付けが強いという感じだ。アナルセックスにハマるようなものがいるというのも頷くことができる。

　入れられている方もその違いに気がついているはずだ。

「無理やり……こじ開けられて……ここは出す方の穴なのに……！」

「だからいいんだろう」

「ひ、広がっていく……お尻の穴、広げられるぅ……！」

　肉棒がどんどん肛門に吸い込まれていく。

　初めは強い抵抗であったが、徐々に奥に侵入することができた。

「あ、ひぃ……もう、らめぇ……おかしく……」

　先ほどまで奥に入れさせないように肛門を締めて抵抗していたのだが、一転して力を抜いてしまうヤリーナ。

　もう諦めたかのように涙を流している。

「はぁ……はぁ……。あんたには勝てない……絶対に勝てない……！」

「理解してくれたか」

「このままあんたの女になった方がいい……。この気持ちいいものをずっと味わわせてくれるんだろ？」

「ああ」

　俺が腰を振ろうとすると、やりやすいようにヤリーナは尻を浮かせた。

　その行動だけでヤリーナが絶対服従しているのがわかった。

「お尻の穴……お尻の穴をめちゃくちゃにして……！」

「いいのか？　痛いんだろ？」

「痛いの、しゅき……！　あたい、お尻を叩かれるのも肛門をこじ開けられるのも、全部……好きっ」

　とうとうここまで……。

「お前はいい女だよ、ヤリーナ」

「ありがとう……。今まで金のために頑張ってきたが、今はもうどうでもいい気分だ」

「わずか数分のうちに処女喪失からアナルセックスまで経験できるとはな。お前は恵まれた女だよ」

　俺が黒い笑みを浮かべると、ヤリーナも小さく笑った。

「さあ、早く……早く……腰を振って……！」

「いいのか？」

「お尻の穴を壊していいから……！　むしろ壊してちょうだいっ！」

　ここまでおねがりされてしまったら、応えないわけにはいかないだろう。

　俺はピストンを加速させた。

「あ、あ、あ、あああああああっ！　お尻の穴がめくれちゃうううっ！　んふぁああっ！」

「よく締まる穴だな」

「あんぅ！　勝手に締まる……！　締まるぅぅ！」

　声をかすれさせながら、ヤリーナは絶叫している。

　俺は尻肉が激しく波打つくらい腰の動きを素早くしていった。

「奥……！　奥まで届いている……！　大きいのぉ！　大きいのぉ！」

「感じるだろ？」

「お尻の穴、気持ちいいっ！　あたい、すっかり気持ちよくなって……こんなはずじゃなかったのに……！」

　肉棒が太くなってきた。そろそろかもしれない。

「おちんぽ……大きくなって!?」

「また出すぞ」

「このまま出してぇ！　あたいの肛門に精液を……！」

　激しく締め付けてくるので、俺も我慢できなくなってきた。

　腰をがっつり掴むと、ラストスパートをかける。

「出すぞ……！」

「肛門に出して、いっぱいっ！」

　ビュクビュクビュクビュク！

　俺はヤリーナの尻を引き寄せ、そのまま一気に射精をした。

「う、う、うう、おぉぉぉ！　出てる……いっぱい出てる……！」

「尻穴も悪くないな」

　射精を終え、肉棒を引き抜くと肛門から精液が溢れだした。

　ブリブリと下品な音が鳴っているため、ヤリーナは必死で隠そうとしている。

「み、見るなっ！　これはあたいがしたいわけじゃ……！」

「何を恥ずかしがっている。俺の女になりたいのならむしろ見せつけてみろ」

「見せつける……そこまでする必要があるのか……」

　さすがにそれはできないのか、ヤリーナは顔を真っ赤にしていた。

　ふん、意外と女らしいところもあるのか。

　だが、これでヤリーナは俺の女になった。

「ヤリーナ、俺と共に来い」

「え？」

　ヤリーナは呆気にとられたように見つめていた。

「最高の快楽を味わわせてやる……！」

「ほ、本当か……？」

　俺が伸ばした手をヤリーナは掴んだ。

「俺のことはリュウと呼べ」

「リュウさま……」

　予定にはなかったが、いい女をゲットすることができた。

　──大金を持っている女商人。

　これで俺のパトロンは決まった。

　当分の間、資金面で困ることはないだろう。

　それに痛みに耐えられるように調教もしたし、いろいろと使える場面が出てくると思う。




　これで覇王へ、また一歩近づいた。
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「随分お楽しみだったみたいね？」

　夜になり街の宿屋に帰った俺をアイシャが出迎えてくれた。さすがに朝から出て夜に帰ってきたためか、彼女の機嫌が悪いような感じがする。

「それで、ヤリーナには会えたの？」

「ああ。問題なく落とすことができて、俺のパトロンとなった」

「よかったじゃない。だけど、そんなに時間がかかったわけ？」

「ヤリーナの屋敷には警備をしている者もいてな。そいつらと合わせて最後は大乱交大会になったというわけさ。全員が気絶したところで、やっと帰ることができた」

「……まったく、女なら誰でもいいのね」

　アイシャは唇を尖らせながら言った。

「ふっ、お前みたいないい女を抱いているときが一番楽しいがな」

　俺はアイシャが座っているベッドの近くに行き、そのまま腰掛けた。

「あら？　今から私の相手をしてくれるの？」

「お前みたいな女ならいくらでも抱ける……と言いたいところだが、今日はもう休む。明日は魔女のところへ行きたいしな」

「もう向かうのね。何か情報を手に入れることができた？」

　アイシャが俺に擦り寄るようにもたれかかってきた。

　俺は彼女のことを抱きしめる。

「やはりヤリーナは男を魔女に売っているようだった。どうやら魔女は大の男好きらしい」

「ふふ、あなたの大好物じゃない」

「そうだな。いつもは男のことを食っているらしいが、そういう女を逆に食べるというのは楽しみだ。しかし……」

「何か問題でもあるの？」

　俺は近くにあったコップを手に取り、中に入っていた酒を飲んだ。

「魔女とヤった男はどうやら死んでしまうらしい」

「……」

　アイシャはわずかに眉根を寄せる。

「心配するな。おそらく魔力量の差により死んでしまうんだ。まあ、仮に毒かなんかだとしても対処してみせるが」

「その魔女は男好きなんでしょ？　なら、毒の可能性より生命力を吸ってしまっているという方が可能性は高いわね。どちらにせよ、魔力量が多ければ問題なく対応できるはずだわ」

「そんなわけで俺は身体を休める。相手は魔女だからな、油断できない」

「残念ね。今日もあなたに抱いてもらおうと思ったのに」

「これで我慢しろ」

　俺はアイシャにキスをする。

　すると、森羅万象を知る神子がぽっと頬を染めた。

「……ホント、妙に女心をくすぐるところがあるから嫌なのよ」

「……なんか言ったか？」

「何でもないわ」

　俺はベッドから立ち上がり、部屋から出ようした。

　そのとき、アイシャから不意に話しかけられる。

「待って、リュウ。気になることがあるの」

「気になること？」

　何だろう。アイシャがそう言うのだ。俺も気になってしまう。

「……誰かに見られている気がするわ」

　アイシャは小声で言った。

「見られている？　誰に？」

　この部屋は窓が一つあるだけで、他には何もない。

　その窓も戸を閉めているから、外から見られるなどありえないのだ。

「もしかして魔道具的な何か？」

「……観察する魔道具がないとは言い切れないけど、技術的には聞いたことがないわね。それに……」

「それに？」

　俺はアイシャの方に身体を向けた。

「魔力的なものをわずかに感じるの。とくにあなたが近づいたときに……」

「俺に……？」

「つまり、私ではなくあなたが見られている可能性があるのよ。私の魔力も元通りだったら判別できたかもしれないけど」

「そうか」

　アイシャなりに心配してくれたというのか。

　それだけの情報でもかなりありがたいな。俺は魔力が豊富で、大抵のことなら魔法で解決できてしまうが、そういったレーダー的な機能はまだない。この世界に来てまだ間もないからだろう。

「だから、リュウ……気をつけてね」

「大丈夫だ。見られているだけなら問題ないし、俺に向かってくるのなら返り討ちにしてやるだけだ」

「ふふ、あなたらしいわね。私も力になりたいけど、魔力のない状態だと迷惑にしかならないし」

「気にするな。気持ちだけでいい。……じゃあな、お前もしっかり休めよ」

「ありがとう。……おやすみなさい」

　俺はアイシャの部屋から出て行った。

　俺のことを監視している誰かがいるということだが、来るなら来てみろ。







　その日の夜。

　寝ていると俺は身体に違和感を覚えた。何やら下半身の方がムズムズして、誰かに触られているような感じだった。

　俺は目を開けて、辺りを見る。

　すると、

「……誰だ、お前」

　俺の股間に手を置いているメイドがいた。

　いや、メイドの割にはやたらと露出度が高く、おまけにしっぽが生えている。

　……どう見ても人間じゃないな。

「お目覚めになられたようですね。私はサキュバスのメリア。以後、お見知り置きを」

「……」

　思わず「どうも」と言いたくなるくらい丁寧な挨拶。

　とうとうサキュバスにまで狙われるようになったのか……？

「お前の目的はなんだ？」

「サキュバスが夜這いをしに来ているのです。理由は一つしかないでしょう」

「俺とセックスがしたいのか」

「はい。ぜひ味見させて下さいませ」

　サキュバスということは魔族。

　もしかして……。

「魔女の使いの者か？」

「左様でございます。魔女ユニスさまが、あなたに大変興味があり、ぜひついて来てほしいのです」

　俺は運がいいのか悪いのか。

　明日、魔女の方に出向こうと思っていたのだが、まさか向こうから俺を見つけてくるとは。

　おそらくアイシャが感じていた「気になること」の正体はこれだろう。

「なぜ魔女が俺に興味を持っている？」

「あなたが異世界人だからです」

「……」

　まさかそこまで調べがついているとは。

　俺が異世界人であることを知っているのは、かなり限られているはず。

　誰かが秘密を漏らしたか可能性もあるが、おそらくこれは違うケースだろう。

　俺のことをそこまで知っているなら、もっとうまく罠にかけるべきだからだ。

「とは言え、ユニスさまもお忙しいお方。まずは使い魔でサキュバスである私が、あなたの味見をさせていただきたいのです」

「断ると言ったら？」

「私はサキュバスです。男の人と無理やり性交をする方法などいくらでも持っております」

　さて、どうしたものか。

　無理やり抵抗してもいいが、このままメリアからいろいろと聞き出すのものいいだろう。

　それにサキュバスの性交というのも気になる。

「一つ確認していいか？」

「何でしょう？」

「サキュバスというからには、男の悦ばせ方は熟知しているんだろ？」

「嗜む程度ですが」

　わずかに笑みを浮かべる。これは相当な自信があるのだろう。

「いいだろう。ならば、この俺を品定めしてみろ」

「ふふ、素直でいいですね。では……」

　ミニスカートをたくし上げ、メリアは下半身を露出した。

　下着としての機能があるのか疑いたくなってしまうほど、隠している部分が少ない布。

　白く美しい肌をしていて、すでに愛液で湿っているのがわかった。

「ふふ、私……久しぶりなのです。なので、少し激しいかもしれませんが、お許し下さい」

「構わない。むしろ、中途半端なことは許さないからな」

　メリアは俺のズボンを下ろした。

　すると、目を丸くする。

「こんなに大きいの……！」

　今までいろんな女とヤってきたが、そいつらの言う「大きい」は、「自分の想像していたものよりも大きい」という意味だった。

　しかし、サキュバスであるメリアのリアクションは「他の男と比べて大きい」という意味。

　素直なリアクションをしてくれると嬉しいものがあるな。

「まだ完全に大きくなっていないみたいですね。ならば……」

　メリアは両手を前に出した。

　手から何やらヌルヌルとした液体が出てきたのだ。

「サキュバスはこんなこともできるのです」

　ヌルヌルとした液……要はローションをこねながら、俺の肉棒に絡めていく。

　上から下に向けて、まずはゆっくりと愛撫していった。

「どうですか、気持ちいいでしょ？」

「ああ」

　さすがに異世界でローションプレイができるとは思っていなかったからびっくりしている。

　ニチャニチャといやらしい音を立てながら、何度も擦っていった。

「大きすぎて……両手じゃないと掴めないですね」

「しっかりやれよ、サキュバスなんだから」

　海千山千のサキュバスであるため、俺の肉棒はすぐに硬くなっていく。

　血液が下半身に集まり、血管を浮かび上がらせていた。

「十分に硬くなったみたいですね」

「お前の方も我慢できないんじゃないか」

「わかってしまいましたか。久しぶりで、しかもこれだけ大きいものは興奮が止まらないのです」

　彼女は俺の上でまたがった。

「それでは……行かせていただきます」

　そして肉棒を膣に当てると、メリアはゆっくりと腰を沈めていった。
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　まさかこんなに大きい肉棒が存在するなんて……。

　サキュバスとしていろんな男たちを食べてきたメリアだが、異世界人の持つ強大なペニスには驚きを隠せなかった。

　驚きと同時に。

（こんなものをユニスさまより先に味わうことができるなんて……！）

　ヨダレではなく愛液をたらしながら、メリアはその喜びを表していた。

　ただ、あくまでもクールに、落ち着いた気持ちで、肉棒を膣内に挿入していく。

「んぅぅ!?」

　まだ入り口だというのに、イってしまいそうになった。

　それくらい異世界人の持つ肉棒が大きく、太く、硬いのだ。カリ首の出っ張りも段差があり、こんなもので膣壁を削られてしまったらどうなることやら……。

　タイキという異世界人もそこそこの大きさであったが、彼よりもずっと大きい。

（おそらくユニスさまは私と異世界人の行為を見ている……）

　千里水晶ならば見ることができる。

（あとでユニスさまに怒られないかしら……いえ、だけど……）

　ここで我慢してしまったら、サキュバスの名折れとなってしまう。

　しかも、ユニスには味見をしていいという許可も得ている。

（少しだけつまみ食いする予定でしたけど、まさか超大物が出てきてしまった）

　期待はあっただろうが、ユニスもここまでとは思ってない。水晶を見ながらユニスも羨ましいと考えているはず。

（私もユニスさまに何度も男を取られましたし……）

　大の男好きであるユニスは男を見つけるとすぐにセックスをしてしまう。しかも、その後はみんな死んでしまうのだから、メリアの方までまわってこないのだ。

　何度もお預けをされてしまったので、メリアの方も限界である。

（行きます……！）

　あまりにも肉棒が大きくて少し痛みを感じるが、奥へ導いていくだけでかなりの快感が押し寄せてくる。

「ん、はぁ……！　ああんぅ！」

　ペチン、と音が鳴り、肉棒を奥まで入れることができた。子宮に当たっただけで軽くイってしまったので、すぐに動くことが難しい。

（この男……！）

　寝ている男──異世界人の方を見ると、彼は黒みがかった笑みを浮かべていた。

　品定めをしているのはこちらだというのに、彼の方が自分のことを品定めしているようだ。

（今までの男ならこれだけで射精していたのに……！）

　自慢じゃないが、メリアは膣の締りには自信があった。どんな男も女のように喘ぎ声を上げていたし、ビクビクと身体を震わせていた。

　だが、目の前の男は余裕の笑みを浮かべているのだ。

（私だって……！）

　サキュバスとしての誇りがある。

　人間の男に負けたくないメリアは、尻を浮かせ、そのまま上下に腰を振り始めた。

　いやらしい部分を見せつけるように、脚を開いて、尻を叩きつけていく。

「ん、くぅ。あっ、あんっ、くぉ、ああんっ！　なんて気持ちいいの……！」

　膣内を肉棒がえぐっていく。

　自分でも驚くほど膣壁が拡張され、カリ首が敏感なところを引っ掻いていくのだ。

　愛液が大量に溢れだし、まるで放尿しているような感じである。

（こんなにすごいなんて……！）

　今は必死になってイクことを我慢している。

　少し気を抜いただけで簡単に絶頂してしまいそうである。

（速く腰を振るとすぐに……！）

　ペースを落としたところであるが、少しでも腰の速度が落ちると異世界人が鼻で笑うのだった。

（この男……どうして何も感じてないの……）

　サキュバスである自分がもう限界まできているというのに、異世界人の方はまだまだ耐えることができそうだったのだ。

　不感症なのかと思ったが、徐々にペニスが大きくなっているところを鑑みるに、そうではなさそうだ。サキュバスを前にしてひたすら耐えているということ。

（なんて奴なのでしょう……！）

　普段ならすでに三回は男をイカしてしまっている。

　気絶し、人間ディルドと化したくらいがちょうどいいと考えているのに、まだ余裕そうだった。

（このままだと私が……！）

　膣がビクビクしているのがわかる。

「サキュバスと聞いていたが、こんなものとはな。まさか経験がないに等しいのか？」

「そ、そんなわけありません……、んふぁ、ああっ、私は……それなりに……！」

「おいおい、腰の動きが遅いだろ。そこら辺にいる町娘の方がエロい動きをするぞ」

「くっ……」

　サキュバスである自分を煽っている。

　メリアも言われっぱなしではなかった。

「それならば……これはどうでしょう……！」

　異世界人の身体の上に手を置き、お尻を浮かせた態勢を取る。

　こうすることでさらに腰を振りやすくできるのだ。

「ようやく本気を出したか」

「あん、んっ、ああっ！　ダ、ダメ……速いと……！」

「もっと締め付けてみろ。俺の精液を奪うのがサキュバスの目的だろ」

「んっ、あはぁっ、くんぉ、おあっ！　んぅぅぅ！」

　自分が攻めているにもかかわらず、逆に攻められているような気分になってくる。

（奥にゴンゴンって当たって……子宮が壊れちゃいそう……！）

　子宮口を高速で何度もノックされると、さすがに我慢できなくなってきた。

　膣壁が勝手に締まり始めて、精液を奪おうとする。

（ダ、ダメ……これ以上は……！）

　諦めて腰の動きを止めたいところだが、あまりにも気持ちよすぎて止めることができない。

　あと少しでイってしまう……。

　そう思ったとき。

「もうイクのか？」

「はぁ……はぁ……！　まだ……です。まだ……！」

「いいや、もう無理だ。その証拠に……」

　異世界人はメリアの尻を鷲掴みにすると、思いっきり下に叩きつけてきた。

　それは膣の中にある肉棒が、子宮に突き刺さるということ。

「こほぉぉ!?」

　今まで出したことがない嬌声を上げながら、メリアの身体は勝手にイってしまった。

「あ、ああっ……イってる……私、イってしまって……！」

「強がってはいたが限界のようだな」

「なんて……男なの……。私はサキュバスだというのに……！」

「相手が悪かったな」

　呼吸を荒くしながら、メリアは必死になって倒れないようにする。

（少なくともこの男を一回でもイカせないと……！）

　サキュバスとしてのプライドが許せない。

　メリアは肉棒を挿入したまま、くるりと回転していった。

「ふふ、この態勢ならどうですか？」

　相手に背中とお尻を見せつけるようにする。

「ククク、背面騎乗位か……」

「男の人は背中やお尻のラインが好きですよね……この態勢ならよく見えるでしょう？」

「ああ」

　今までこの体位で我慢できた男などいなかった。

（私のとっておきです……！）

　そして、メリアは腰を振り始める。

　しかも、膝と膝とくっつけてより膣の締りをよくしているのだ。

　後ろから見ると、腰からお尻のラインが逆ハート型に美しく映っているはずである。

「はんぅ、くあふぁっ！　はん、ああっ、あっ、ああっ、あああっ！」

　膣を締めるということは、自分もそれだけ感じてしまう。

　だが、メリアは道連れにするように激しく尻を動かしていた。

「さっきよりはいいぞ」
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「はぅ、あんぅ！　くはぁ！　アアアア！　気持ちいい……！」

　パンパンパン、とリズミカルに音が響いていく。

（く……もう、限界……!?　さっきイったばかりだというのに……！）

　二回目の絶頂がこんなに早く来るものだとは考えてもみなかった。

　メリアは身体をビクビク震わせながらも、必死になって耐えていく。

「ふう、だいぶ我慢しているようだな」

「が、我慢なんて……！」

「強がるな。もうイっていいぞ」

「……っ！」

　唇を噛みしめるが、もう耐えることができない。

　メリアはさらに腰の動きを加速させた。

「ああ、ひぃ……ひぃ……！　あああ、ああああっ！　イ、イク……イクぅ……！」

「イけ！　サキュバスの絶頂をもう一度俺に見せてみろ」

「くっ、はあっ！　あああっ！　イクぅ……イク……イク、イクイクイク！」

　メリアは勃起した肉棒を最深部へ届けさせた。

　バチン、という音ともに、肉棒により子宮が形を変える。

「イクぅぅぅぅぅッッッ!!」

　天を仰ぎながらメリアは大絶頂を迎えた。今までに感じたことがないくらいの、強烈な快楽が身体を襲っていく。

「イったみたいだな。ならば、今度は俺の番だ……！」

　あまりの快感のせいで、メリアはその場に倒れ込んでしまう。

　意識をなんとか保つことだけが、唯一できることだった。

　異世界人は立ち上がると、勃起した肉棒を見せつけてくる。

（まだあんなに大きく……！）

　体力があればもう一度入れてほしいと思うくらいのもの。

　これならユニスも満足してくれるだろう。

（ですけど、ユニスさま……この男は危険です。女を狂わせる存在です……）

　メリアがそんなことを考えていると、男の声が響く。

「俺の女となれ!!」

　その声を聞いたと同時、メリアの身体がおかしくなった。

　頭がぼうっとして、胸の鼓動が速くなる。

　目の前にいる男を見ているだけで胸の高鳴りを抑えることができないのだ。

（この気持ち……私はこの男のことを……！）

　──愛している。

　全てを捧げてもいいとさえ、思うほど男に惚れてしまっている。

　そして、男は言った。




「悪いが、今度は俺が攻める番だ。いろいろと教えてもらうぞ」
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　サキュバスと言っていたが、大したことはなかったな。

　まあ、あれだけ激しい腰振りや蠱惑的な身体を持っているのだ。己を過信してもおかしくはない。

　俺を品定めするみたいだったが、簡単には行かないぞ。

「ふっ……」

　うまく魅力することができたから、後はいろいろと聞き出すだけだ。

　だが、その前にやらないといけないことがある。

「一つ確認させてほしい。今は俺は魔女に見られているのか？」

「そうです。ユニスさまはあなたを観察していると思われます」

「その観察だが、どこまでできる？」

「定めたものを水晶に映すまでです」

「ということは声は聞こえていないんだな？」

「はい」

　よし、これならば会話を聞かれずに済む。

　しかし、怪しい行動をとってしまったらバレてしまう可能性があるから慎重にいかないといけないな。幸い、サキュバスの忠誠心は、都合良い程度だったようだ。

　まずは水晶への対策をとらないといけない。

「水晶に映ると言っていたが、魔法の力か何かか？」

「魔力が源ですが、魔法ではなく秘宝を使っております」

「秘宝……？」

「千里水晶といい、どんなものでも見つけ出すことができ、それを監視することができるのです」

「ほう」

　便利なアイテムだな。さすがは秘宝だと言ったところだろうか。

「監視を妨害する方法はないか？」

「あるにはありますが……膨大な魔力が必要です……」

「それなら心配はいらない、教えてくれ」

「簡単に説明するならば、水晶に霧をかけるということです。魔力障壁を作ることができればそのようにできます」

　なるほど、壁か。

　まあ、壁というか膜みたいなものなのだろう。イメージするならば、ボールの中に自分を入れるような……。

　ボールの中に入ってしまえば、外から見えなくなる。水晶に対してジャミングをかけることもできるのだろう。

　だが、それではダメだ。

　ジャミングをかけてしまえば、異常事態が起こったと判断されてしまい、俺が狙われることになる。

　幸いにも、俺が魔女をターゲットにしていることは知られていない。

　今の魔女は、俺が異世界人だということで、むこうから興味を持っているだけなのだ。

　つまり、ここが俺にとってのアドバンテージとなる。

　ならば、俺はメリアに襲われたという身体にしてしまった方がいいだろう。そうやって油断させた方が都合がいい。

「うまく映像をごまかすことができれば……」

　さっきのイメージで言うなら、ボールの表面に別の映像を流せばいい。

　それこそ、さっきメリアが騎乗位で俺を攻めていたような光景を……。

「ふっ……」

　俺は思わず笑みがこぼれた。

　俺の魔力は膨大だ。それゆえに大抵のことは実現可能。

　そして、実現するためにもっとも必要なことはイメージを持つこと。

　ならば、全ての条件は整っている。

　ボールの表面に映像を流すようなイメージで……。

　俺は意識を集中させた。

　すると、周りに金色の膜のようなものができたが、おそらくこれで大丈夫だろう。

　ユニスは嘘の映像をずっと見ていることになる。

「さて。待たせてしまったようだが、お前に聞きたいことがある。そのまま寝ろ」

「ッ!?　もしかして挿入してくれるのですか？」

「まだ俺は出していないからな。お前ももう一回くらいヤってほしいんじゃないのか？」

「は、はい……！」

　嬉しそうにするメリアは仰向けになって横になった。

　早く入れてほしいのか自ら脚を開いて、俺を誘ってくる。

「い、入れて下さい……！　そんな大きなおちんちん、一度入れられてしまったらもう忘れることができません」

「よし」

　俺は勃起した肉棒を当てがい、ゆっくりと挿入していった。

「あああ、入って……くるぅ……！　ん、ん、んんぁー！」

　さすがに男をたぶらかすサキュバスだけあって、膣内も素晴らしいものだった。

　すでに俺の肉棒の形を覚えているらしく、きゅうきゅうと締め付けてくる。

「魔女ユニスはどんな奴だ？」

「ユニスさまは……魔族の頂点にいるお方……あんっ、それ故に自由奔放なところがあって……！　んぅ！」

「だから男漁りをしているのだな。サキュバスであるお前に分け与えることもせず」

「そうです……んっ。ですが……あんっ、ユニスさまは膨大な魔力を持つお方……ああん、魔族で勝てるものはいません」

　俺が腰を振ると、メリアの巨大な乳が大きく揺れていた。

　揉みしだきながら、話を進める。

「ユニスはいい女か？」

「は、はい。あんっ……ユニスさまと性交する男は……んん、みな彼女の可愛らしさに鼻の下を伸ばしておりました。はぁはぁ……！」

「どうすれば俺の女にできる？」

「彼女は何よりも肉棒が好きです。しかし……」

「どうした？」

「彼女は自らの快感を……あんっ、調整することができるのです……くぅっ。それゆえに何度でも……はぁはぁ……男と交わりたいと願っております」

　要するにすぐにイクんじゃなくて、イクのを遅らせることで男をなぶっているのだ。

　さすがに男好きの魔女だけあって、そういった対策は取られているというわけだ。

「それは魔法か？　俺の方で妨害することはできるか？」

「できません。それは……んほぉ、魔女に備わっている体質みたいなものですから……あんっ！」

　俺の魔力が役に立たないときがくるというわけか。

　しかし、魔女を俺のものにするにはうまくセックスしないといけない。

　感じないなら意味がないからな。

「何か対策は取れないか？」

「対策……」

　メリアは困ったようにまぶたを伏せてしまった。

　だが、

「一つだけあるにはあります……」

「何？」

　俺は陰核をいじりながら、さらにピストンを速めていった。

「答えろ」

「あんんっ！　そ、それは……ユニスさまの好物である美女を捧げることです」

「美女？」

　ユニスは女だろう。まさか女までも食べるというのか。

「魔女は男女ともに性の対象と見るというのか？」

「はい……。あん、んぅぅ！　ユニスさまはおっしゃっていました。──入れられるのも、入れるのも好きだと」

「……」

　あまりの変態発言に俺は思考が停止してしまう。

「入れるというのはどういうことだ？」

「ユニスさまは……あんっ、魔法により……んぅ！　男の人のアレを生やすことができるのです！」

　……マジか。

「肉棒が感じているときはユニスさまの体質も無効化されるのです」

　つまり、どうにかしてユニスの相手を見つけなければいけないということか。

「私も何度かユニスさまのお相手をさせていただきましたが……」

「どうだった？」

「まるであなたのように激しく攻められました。私がイってもイっても、絶対にやめてくれないのです」

　ユニスがどんな奴か気になっていたが、どうにか情報を得ることができた。

　あとは、

「やぁんっ！　さらに激しく!?」

　俺は腰のスピードを上げた。

「メリア、お前は俺に協力してくれるな？」

「はい。このおちんちんを味わわせてくれるのなら……！」

「もちろんだ」

　これで魔女の側近を仲間にすることができた。

　あとは、ユニスをどうにかして。

「あんっ、はぁあ！　気持ちいいです……！　おちんちん……！」

「そろそろイキそうか？」

「イキ……そうです。もうイっちゃいます……！」

　俺も耐えるのが難しくなってきた。

　肉棒が大きく膨らんで、発射態勢を整えていく。

「出すぞ、メリア」

「出して下さい！　私のおまんこの中に……！」

　そう言われ、俺はメリアの膣内に射精をした。

　大量の精液が溢れだしていく。

「はぁ……はぁ……いっぱい、私の中に出ましたっ……」

「それはよかった」

「私は、もう……」

　満足そうにしたメリアはその場で意識を失ってしまった。

　さて、起こされてしまったが、俺もこのまま寝るとするか。




　──明日はユニスを攻略してやる。
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　暗く、冷たい道を女商人ヤリーナは歩いていた。目の前にはふたりの女性がいる。

　ひとりはリュウと共に旅をしている女騎士レオナ。確か彼女はフォルツァンドで三番目に強い騎士だったと思う。

　そんな女性すらもリュウの仲間となっている。

（あの人……一体どうなってんだい!?）

　リュウにより調教され、すっかり彼の虜になっているヤリーナであるが、自分と同じように堕ちてしまった者がここにもいた。

　そして、もうひとりの女性は、

「おふたりとも、よくここまで来てくれました。扉を開けますと、魔女ユニスさまの玉座となります」

　魔女の使い魔というサキュバスのメリア。彼女もまたリュウの味方となっているらしい。

　商談の際に何度か顔を合わせたことがあるが、物静かで冷静な女性だと思っていた。

（女という女を自分のものにする……本当に化け物だよ、リュウさまは）

　抱いた女は全て虜にする。この世界なら革命児と呼べるほどすごいことをやってのけている。

（しかも、次は魔女……そう簡単には……）

　メリアが扉を開けると、そこは広い部屋になっていた。

　その一番奥に人影がある。

「あちらが魔女ユニスさまです」

　メリアが目配せすると、レオナが小さく言った。

「あいつが……」

　ヤリーナとレオナがリュウに頼まれたことは、ただ一つ──その場の流れに逆らうな、というものだった。

　ふたりは、「何も抵抗せずにそのまま従え」という意味だと理解している。

「主に認められるためだ。共に頑張ろう」

「そうだね。ま、こういった大役を頼まれたっていうのは光栄なことだ」

　メリアに導かれ、ユニスの近くに向かっていく。

　玉座に座っていたのは、褐色の肌をしたひとりの少女だった。

「メリア！　異世界人はどうしたのー!?」

「すみません。ユニスさま、私が味見したのですが大した男ではなく……」

「ええっ!?　でも、見てたけど、おちんちん大きくなかった!?」

「ただ大きいだけでは、何の役にも立たないのです」

「そっかー。あーあ、残念だったなぁ。そうだよねぇ、メリアに攻められまくっていたもんね」

　メリアとユニスのやり取りを見ると、本当にユニスが魔女なのか疑いたくなってしまう。

（あたいは何度か商談しているから、本物だってわかるけど……）

　それも何回か通っているうちに信じられるようになったのだ。初めて見るレオナは困惑しているに違いない。

「ユニスさま、代わりと言ってはなんですが、いい女たちを連れて来ました」

「わわっ！　ヤリーナじゃん！　今日は男いないの？」

「残念ながら今日は商談をしに来たんじゃないのさ」

「そっちの騎士さんも？」

「私はレオナ。フォルツァンド騎士団の三番隊隊長である」

「ふぇ～なんかすごいねっ」

「さらにすごいことがございます。このふたりの身体を味見してもらって構わないのです」

「マジで!?」

　ユニスの目が丸くなる。

「レオナは綺麗だし、ヤリーナは美女だし、ふたりとも食べちゃっていいの？」

「はい」

　メリアが頭を下げると、ユニスが軽快なステップを踏みながら向かってきた。

（ちょ、ちょっとどういうこと!?）

　流れに逆らうなと言われたが、まさかこんな流れになるとは。

　一度、メリアがユニスに襲われているところを目撃したことがあるヤリーナであるが、まさに野獣のセックスだった。メリアが白目を剥いても何度も何度も突きまくっていたのだ。

「一体どういうことだ？　た、食べるとは……？」

「レオナさん、リュウさまから聞いていないのですね」

「あ、ああ。主は流れに逆らうなと……」

「ユニスさまは男好きでもありますが、女性……とくに美人も大好物なのです」

　そう言われ、レオナの顔が青ざめている。

「あなたもリュウさま……いえ、異世界人に身を捧げたのでしょう？　困惑などしないで言われたとおりにしないと」

「わかっている！　少し面を食らっただけだ。だ、だが……食べるってどういうことだ？　女同士ではできないだろ？」

「できるよーっ！」

　軽い口調で言いながら、ユニスはショートパンツを下ろした。

　そこにあるのは、

「お、おちんちん……!?」

　しかも、かなり巨大な肉棒だった。

「あはっ♪　あたしのおちんちん、すごく大きいでしょー？　魔法で生やしてるから、本当にあるわけじゃないよーっ」

「も、もう大きくなっているなんて、あたいはびっくりだよ！」

「ふたりとも美人だからさー、ヤれると思ったら一気に勃起しちゃって♪」

　赤黒く変色し、血管がビキビキと浮かび上がっている。

　ユニスの幼い見た目と相まって、そのギャップがすごいことになっていた。

「さ、そんなわけでヤろうよ♪」

　くいっと指先を動かすと、ヤリーナとレオナはベッドに向かって吹き飛ばされてしまった。

　人の自由をこんな風に奪うことができるなんて、魔女の魔力が凄まじいとわかる。

「うひひー美人だ、美人だ♪」

　飛ばされている最中で服まで脱がされてしまったレオナとヤリーナ。

　裸になったふたりは反射的に身体を隠してしまう。

「ダメだよー。美人は身体を見せないと」

「どんな理屈だよ!?」

「ヤリーナ、そんなに怒らないで。ほら、大きいおっぱいをみーせて♪」

　女商人の手をどけると豊満なバストが露わになった。

「もうあたし、我慢できないよぉ！」

　勃起したペニスを持つと、そのままヤリーナの膣内に挿入していた。

「あ、んぅ！　いきなりかい!?」

「いきなり、いきなり～。さあ、腰を振るよ～！　ああん、気持ちいいっ！」

「あ、あぅ、なんて大きさ……お腹のところ……すごいっ！」

「ヤリーナのアソコ、めっちゃ締まるぅ！　もうイっちゃいそうだよぉ」

　ユニスはヤリーナの腰を掴むと、何度も何度も突いていった。

「レオナ、暇ならあたしのおっぱいを吸ってよ」

「え、私が!?」

「そうそう。優しくじゃなくて強くていいからねっ♪」

　リュウからの命令に従い、レオナはユニスの乳首に吸い付く。

「じゅぼ、じゅぶぶ、じゅぶぶ……これでいいのか？」

「あはぁんっ！　すごっ、レオナって吸うのが得意なんだねっ」

　乳首を吸われ、興奮したユニスの腰がさらに速くなる。

「ダメダメダメダメ～！　ユニス、あたいのアソコが壊れちゃうぅぅぅ！」

「壊れたって……んぅ、いいじゃん！」

「アアアア！　やめてぇぇ！　やめてくれぇぇぇ！」

「あ、やばっ。あたし、出そう……！」

　ブルブルとユニスが震えているのがわかった。

（だ、出される……!?）

　ヤリーナがそう思った瞬間、ユニスの肉棒から何かが発射された。

「うっ！」

「くひぃ……!?　だ、出されちゃってる……！」

「あ、あああ……！　超気持ちいい～！　中出し最高だよぉ」

　ヤリーナの膣から肉棒を抜くと、今度はレオナの方に向けた。

「レオナも正面からねっ。あたしもおっぱい吸ってあげる♪」

　正常位の態勢で、レオナにも挿入していく。

　疲れてしまったヤリーナは、ただ呆然とふたりのセックスを見ているだけだった。

「レオナのおまんこ……すっごく狭いっ」

「ああっ！　入ってる！　私、入れられてしまっている!?」

「初めはびっくりするよね。だけど、すぐに慣れるから」

　再びユニスの抽送が始まる。

　彼女の腰の振り方はお腹を貫いてしまうくらい初めから強烈だったのだ。

「おぐぅ、えぐぅ、おっ、おっ！　しゅ、しゅごいっ、私の……えぐられてるっ！」

「気持ちいいでしょ？」

「あん、んぐぉ、おっ、おっ、お、おぉぉ……！」

「ちょっと待って、レオナ。そんなに締め付けるとあたし……あたし……！」

　ユニスが上を向いて唇を噛み締めている。

　男なら射精しないように我慢するが、ユニスの場合はすぐに出そうとするのだ。

「もう我慢できないから……んっ、あっ、出しちゃうね」

「出す!?　私にも……ああぉ！　な、中出しか!?」

「中出し中出し～♪　あ、もう無理……出るっ！　──うっ!!」

　ビュクビュクビュク、とユニスが発射した。

「あ～気持ちいいっ。やっぱり女の子が一番いいよねぇ」

「はぁはぁ……私、女性にも犯されてしまった……」

　レオナの目にはうっすらと涙が浮かんでいた。

「ふぅ、じゃあ続きを……」

　とユニスが言ったとき。




「俺の女たちを可愛がってくれたみたいだな」




　扉を開けてひとりの男が現れた。

「あー!!　異世界人だっ！　あたしのところに来てくれた♪　エッチしよっ！」

　異世界人──リュウはにやりと笑みを浮かべて、

「いいだろう。死にたくなるほどの快楽を味わわせてやるよ」
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　俺が扉を開けると、巨大な肉棒を生やした少女が、レオナとヤリーナを犯していた。

　ふたりともかなり疲労しているらしく、ベッドの上で力なく横になっている。

「異世界人、来てくれたの!?　どうやってここまで来てくれたのかわからないけど、細かいことはどうでもいいや～！」

　メリアの話どおり、魔女ユニスはかなり自由な性格をしているらしい。

　だが、それは俺にとっては好都合。

「さあ、来てっ！」

　ユニスは俺の方に手を伸ばし、くいっと指を曲げてくる。

　身体を引っ張られるような感じがするが、俺は気にしないでその場に立っていた。

「あ、あれ……？　おかしいな～、どうしてこっちに来ないんだろ……」

「すごいです……。まさかユニスさまの魔法が効かないなんて……」

　メリアからの反応を見るに、ユニスは俺を強制的に近づけさせる魔法を使っていたらしい。

　おそらくレオナやヤリーナもこれで引き寄せられたんだろうな。いくら流れに逆らうなと命令しても、多少なりとも抵抗したはずだから。

「慌てるな、俺の方から向かってやる」

「ホント!?」

　ユニスは嬉しそうな笑顔を見せた。

　同時に、勃起していたペニスがやや縮んでいく。

「おまんこに入れてたから、今度は入れてもらいたくなっちゃった♪」

　辛いものを食べたから、甘いものも食べたくなったみたいな理屈だな。

　それに、あのペニスはあったほうが俺もよかった。

　肉棒が感じているときじゃないと、ユニスの快感を抑えるという体質を無効化することができないんだから。

　本来ならば、レオナとヤリーナとヤっている最中に俺が乱入して、そのままプレイに持ち込むのが理想だったんだが……。

　まあいい。すでに女の相手をさせたから、とくに問題はないだろう。

「ヤリたい、ヤリたい、ヤリたい、ヤリたいっ！　早く入れてよぉ！」

「ククク、ここまで本能をむき出しにするとはな。ならば、四つん這いになれ」

「え!?　あたしが上じゃなくていいの？」

「構わん」

　普段は騎乗位で男たちを犯しているのか。確かにその方が逃げられずに済むものな。

「気持ちよくなったらいっぱい出していいからね♪　中出し、大好きっ」

「変態め。まあ、存分に可愛がってやるよ」

　ユニスはベッドの上で四つん這いになった。

　小振りで形のいい尻をしていて、褐色の肌が健康的に見える。

「ね、きてっ」

　尻だけを高く突き出すようにして、自ら膣をくぱぁと広げて見せた。

　俺はズボンを脱いで勃起したペニスを出す。

「す、すご……！　マジで大きいんだけど！」

「驚いたか？」

「う、うん……！　今までの男の……二倍、いや、三倍はあるかも……！」

　淫乱な魔女だけあって俺の肉棒を見ただけで目を輝かせている。

　その喜びは身体にも現れていて、膣からドバドバと愛液が溢れてきていた。

「前戯なんてものはいらないよな？」

「もちろんだよっ！　早く、早くぅ！」

　魅力魔法を使っていないのに、ここまで急かしてくるとは。

　俺は彼女の腰を持って、肉棒を挿入していった。

　一気に一番奥まで。

「くほぉ!?」

　さすがの魔女もいきなり奥に向かって、ゴンと突かれるとは思っていなかったのだろう。

　大きくのけぞりながらビクビク震えている。

「や、やばぁ……！　子宮口を突いてくるなんてすごすぎぃ……っ」

「まだ終わりじゃないぞ」

　俺は抽送を始めた。

　パンパンパン、と音が響くようにユニスの尻に腰を打ちつけていく。

「あん、くぁ、んんっ！　すごい、すごいよぉ！　こんな大きいもの始めてだよぉ」

　さすがに何人もの男を骨抜きにしてきただけあって、膣の締りも抜群だった。まるでフェラチオと手コキを同時に受けているかのように、強烈な快感である。

　確かに、普通の男なら即座に発射してしまうのも頷ける。

「メリア、やばくない!?　あたしに挿入してまだイってないよ？」

「新記録ですね」

「おちんちんも極太だし、最高だよぉ。やっぱり異世界人はいいなぁ」

　俺は腰を振りながら、ユニスに尋ねてみた。

「お前はこんなふうに、何人もの男とヤってきたのか？」

「そうだよ。えっと、数は……」

　ユニスがちらりとメリアの方を見る。

「ざっと五百人くらいでしょうか」

　サキュバスがさらっと答えているが、おそらくこの数はメリアがユニスに取られた男の数。

　セックス好きなサキュバスからしたら、覚えているのも当然なのだろう。

「その五百人は最終的にどうなった？」

「死んじゃった！」

　あっけらかんと言うユニス。

「そうか、お前とヤると死んでしまうのだな」

　知ってはいるが、あえてとぼけてみせる。

　ユニスはにっこりと笑って、

「そうそう。だけど、気持ちいいことしてるんだからいいじゃん！　射精すると死んじゃうけど、我慢しないで出していいからね」

　大抵の男は騎乗位で攻められているのだ。我慢なんかさせてもらえなかったんだろう。

「でも、死にたくないからって腰振るのを遅くしたらダメだからね！」

「そんなことしないさ。ちなみに、みんな一回射精すると死んでしまったのか？」

「そうだねー。大抵は一回だけど、とある異世界人は四回まで頑張ってくれよ」

　だから異世界人である俺に興味を持ったわけか。

　その異世界人は気の毒であるが、魔女に捕まってしまったのが運のつきということだろう。

「お兄ちゃんは何回できるかな？」

「どうだろうな」

　俺はユニスの腰を持って、思いっきり引き寄せた。

「あんっ！　奥……奥ぅぅ！　奥が気持ちいいのっ！」

「中出しされるのが望みなんだろ。しっかりと注いでやるから受け止めろよ」

　この女は射精の回数を気にしていた。

　このまま我慢し続けることも可能だが、むしろたくさん射精をして俺の異常さをわからせた方がいいだろう。

　俺は一回目の射精をした。

「んんっ！　出てる……っ。はぁ、やっぱり気持ちいいなー」

　ユニスの方はまだまだ平気という様子だ。

「続けるからな」

「え、嘘!?」

「何を驚いている？」

「だって、生きてるし……まだエッチしてくれるし」

　大抵の男は射精と同時に死ぬのだからな。ユニスが驚愕しているのも理解できる。

「ふっ、俺はそこらの男とは違う」

「さっすが異世界人っ！」

「お前は何回射精してほしい？」

「うーん、いっぱい出してほしいけど……まずは五回が目標かな」

「了解した」

　その程度でいいなら、大したハードルではない。

　俺は抽送を続ける。

「あんっ、いつもは上に乗ってることが多いけど、後ろから突かれるのも最高……っ」

「ユニスさまは、意外と攻められたい気持ちがございますからね」

「攻めるのも好きだけど……あんっ、攻められるのもいいのっ！」

「それゆえに、女の子たちには過剰に攻めてしまう性癖が……」

「仕方ないでしょ、あんっ、くんぅ、気持ちいいの、大好きなんだからっ」

　ユニスの身体は美しく曲線を描いていて、腰から尻にかけてのラインが最高だった。

　見た目も幼いし、妙な背徳感があるが、それすらも快感へと変わっていく。

「二回目……出すぞ！」

「出して……出して……んんっ!?」

　射精と同時にユニスが海老反りになった。

　心なしかさっきよりも震えているような気がする。

「え、へへ……巨大ちんぽが二回も射精してくれた……。ちょ、ちょっと……余裕がなくなってきた、かも……」

「まだまだ行くぞ」

「も、もう三回目!?　ベ、別に大丈夫だけどさ……っ！」

　こちらを見るユニスの顔が真っ赤に染まっている。身体にも汗が出ているし、彼女の方も感じているのだろう。

　いくら快感を調整できるといえど、所詮は女に過ぎない。

　俺は肉棒を深いところに入れ込み、そのままグリグリと子宮口を押していった。

「あ、くっ……！　そ、それ……それ、やばい、かもぉ……！」

「気持ちいいのか？」

「激しく突かれるのもいいけど、子宮を押し潰されると……んんっ、はぁっ！　感じちゃうっ！」

　ユニスの反応が少しずつ変わってきた。

　こいつは突かれるたび、そして射精されるたびに変化していくようだ。

「このまま出してやる」

「ちょ、ちょっと！　今はダメっ！　奥をグリグリされているときに……！」

「知らん」

　ビュクビュクビュク！

「くっ、ひぃ……!?」

　悲鳴のような声を上げ、ユニスはその場に力なく倒れ込んでしまった。

　だが、俺はそんなことは気にしない。

　挿入をしたまま、バックの態勢で攻めていく。

「ちょ、あっ！　らめ、らめっ！　マジでやめてっ！　そんな、連続……！」

「お前に犯されていた者たちは、みんなこうじゃなかったのか？」

「やっ、んっ！　そ、そうだけど……！　でも……！」

「同じようにお願いされたとき、お前はやめたのか？」

「あんっ、やめる、わけ……んん、ない、よー……っ！　あんぅん！」

「ならば俺も同じだ」

　正義感のない俺からすれば、死んでいった者たちの復讐心からではない。

　ただ、自分がしたことをこうしてやられているのを見ることが、たまらなく好きなのだ。

　淫乱な魔女といえ、ユニスはおかしくなり始めている。

「腰、止めて……！　止めてよっ！　お願いっ！」

「なぜ？」

「ちょ、ちょっと休憩……休憩したいなって……！」

「四回目、出すぞ」

「ふぁあああああああ!?」

　驚きの声なのか喘ぎ声なのか、わからないような嬌声を響かせる。

「も、もう……そろそろ……」

「まだだ」

　俺はさらに続けた。

　バックで挿入したのも、一番腰を振りやすい体位で、一番奥へ挿入しやすいからだ。

　加えて、相手が逃げ出しづらいという利点がある。

「も、もう……無理……無理だから……！」

　ユニスは腕を伸ばして、必死に俺から離れようとする。

　少しでも俺から距離をとろうとするならば、すかさず自らに引き寄せた。

「くほぉ！　奥ぅぅぅ！　奥に当たるぅぅぅ！」

　五回目の射精をする。

「ユニスさま、今のが五回目です」

「ごきゃいめ……？　あ、はっ♪　さ、最高記録だねっ！　ん、はぁああ……！」

　舌を出しながら話しているため、何を言っているのかわかりづらくなってしまっている。

　だが俺はさらに腰の動きを加速させた。









[image: ]











「えぐ、あん、んぅ、はあ、あんっ！　ら、らめ……らめ……らめ……！」

「六回目も気持ちいいだろ？」

「何が……どうなって、いりゅ、のか……わかりゃな、い……！」

　ユニスは首を左右に振って、抵抗しようとする。

　先ほどから身体に魔力を感じるが、おそらくユニスが俺を吹き飛ばそうとしているのだろう。

「さて、六回目の射精だ」

「りょ、きゃい、め……？」

「出してやる……！」

「ああ、ああっ、あっ、ああっ、あっあっ、あっ！　待って、待ってぇぇぇ！　もうダメぇぇぇ！」

　気持ちいいのか、ユニスの膣内が痙攣してきた。

　これは絶頂を迎える寸前ということ。

「イクのか、ユニス？」

「イク、イクのぉ……あらひ、イっひゃう……っ！」

　レオナとヤリーナが、うまいこと先に相手したことも理由があるのだろう。

　快感を調整することができるユニスが果てる瞬間だ。

「イク、イク、イクゥゥ！　イっひゃうっ！　イっひゃうのぉぉ！」

「六回目の射精だ。受け止めろよ」

「ああああ、イっっくうううぅうううぅぅうぅううぅっ!!」

　ドクン、ドクドクドク、ドックンッ!!

　大量の精液がユニスの膣内に注ぎ込まれていく。

　さすがに連続で六回も精液を放ってしまったので、彼女の膣から白い液が溢れてしまっていた。

「あ、ひぃ……！　これが異世界人のちんぽぉ……！」

　ぐったりとユニス。

　彼女はもう終わりと考えているのだろう。少し安堵の表情を浮かべている。

「まだ終わりじゃないぞ。これから本番だ」

　俺は黒い笑みを浮かべていた。
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「うぐぅぅぅうぅ！　イッグゥゥゥゥウゥ!!」

　これで何回目になるか……。俺はメリアの方を見た。

「今ので３５８回目の絶頂です」

　その間、俺はユニスをバックでひたすら突きまくった。十回を超える頃には声がかすれてしまい、百回を超えるときは顔中の穴という穴から体液が溢れだしていた。

　二百回を超えると三回突くだけでイクようになり、三百回を超えると尻の穴まで開くようになってしまった。

「気持ちいいことが好きなんだろ？　こんなに絶頂して最高だな」

「お、う……。あ、あっ、あぁー……！」

　もはや言葉すら発することができなくなってしまった。

　ユニスは白目を向いて、だらしなく舌を出したまま。

　しかも、あれがまた大きくなり始めたのだ。

　ユニスの身体とは不釣り合いの──巨大な肉棒。

　魔力の暴走か単なる興奮による作用なのかは知らないが、赤黒くなった肉棒が雄々しく勃起している。

「レオナ、ヤリーナ……そろそろ起きろ」

　俺は気絶している彼女たちを、魔法を使って目覚めさせた。

「あ、主……」

「リュウさま……！」

　俺は腰を振りながら、

「ご苦労だったな、ふたりとも。お前たちが魔女の相手をしてくれたから、こうして魔女をハメることができた」

　俺が労うとふたりは嬉しそうに笑った。

「最後の仕上げとして、お前たちにも手伝ってもらいたい。できるか？」

「なんだ、主？　私に何がしてほしい？」

「レオナ、お前は魔女の肉棒に口淫をしろ。激しく、イっても口から離すな」

「わ、わかった……！」

　レオナは素直に返事をしてくれた。

「あたいは、どうすればいい？」

「ヤリーナはユニスの乳を揉んだり吸ったりしろ。多少痛みを与えても問題ない」

「任せな」

　さすが俺に従順なふたりだ。すぐに行動してくれた。

「あ、主のもの並に大きい……。だが……！」

　レオナはこれでもかと口を大きく開けると、ユニスの肉棒にしゃぶりついた。

「うほぉ!?」

　まるでゴリラのような悲鳴を上げるユニス。

　いきなりフェラチオをされてしまい、魔女の身体がビクビク震えていた。

「じゅぼ、じゅぼっ、じゅぼぼっ！」

「いいぞ、レオナ。いい音だ……！」

「ありがとう、主。じゅぼ、ごぼっ、ぼっ！」

　頬を窄ませるバキューム。

　レオナの得意技をユニスに繰り出しているのだろう。

　ユニスはさらに身体を反らせ、嬌声を張り上げた。

「あんぅ、あぉぉ、オオ、オォオオォ」

　女の声とは思えないほど野太く、汚いものだ。

　快楽を与え過ぎると、これほどまで狂ってしまうのか。

「メリア、何回目だ？」

「今は……４３７回目です」

　あれから大して時間は経っていないが、結構イってしまったみたいだな。しかも、レオナにフェラチオまでされているのだから、もっとスピードが加速していくだろう。

「リュウさま、あたいもいるから」

　俺はヤリーナがやりやすいように、ユニスの腕を持ってさらに身体を仰け反らせた。

　ユニスの胸が吸いやすくなったところで、ヤリーナが愛撫していく。

「え、ぐ、おぐ……イグ、イグイグイグイグイグ……！」

「どう？　あたいの胸揉みは？」

「素晴らしいぞ、ヤリーナ。もっと続けろ」

　さすがにこの光景に耐えられなくなってきたのか、数えながらメリアも股を開いてオナニーを始めてしまった。

　それもそうだろう。

　目の前にバックで突かれている女、そして股間から生える肉棒をフェラしている者がいて、さらには美しい胸まで愛撫されているのだ。なかなかの光景だ。

　ここまで乱れていることも、よいと言える。

「イグ、イグ、イってる……！　ぐぅ、えぐ、んぇ……！」

　そして、ユニスの方はわけがわからなくなっている。

　俺も適度には射精をしているため、彼女の身体は精液まみれになってしまっていた。

「ユニス、今までお前がしたことを覚えているか？」

「えぐ、お、おおぉぉ……！　おほぉぉ……！」

　聞いているのか、耳に入っていないのかすらわからない。

　だが、俺は話を続けていった。

「確かお前がイカせた男は五百人だったな。もうすぐその数字に近づくぞ」

　メリアを見ると、数を教えてくれた。

「あん、今は４９６回目で……です。んぅ！」

　ユニスの方はとうとう声すらも出せなくなった。

　ただ、喉だけが鳴っている。

「……ぐッ！　……ぐッ！　……ぐッ!!」

　このままだと呼吸ができなくて死んでしまうかもしれないな。ま、それもいいだろう。

　ひとまず俺は魔女に勝ち、秘宝さえ手に入れることができればいいのだと思い始めていた。

　メリアがいれば、けっこう魔族も動かせそうだしな。

「さて、４９９回目……あと一回イったらおしまいだ。最後は一緒にイってもらうぞ」

　俺はユニスの尻を鷲掴みにし、左右に開いてやった。

　力の入らない肛門がパクパクと開閉を繰り返している。

　レオナやヤリーナも吸引をさらに強くしていった。

「出すぞ……！　魔女よ、俺の女になれ！」

　思いっきり尻を自らに寄せ、俺は特濃精液を放出した。

　ビュルルルルルルルルルルル!!

「──オオオオオオオ!!」

　まるで咆哮のようにユニスは雄叫びを上げた。あまりにでかい声のせいで宮殿がミシミシと揺れている。

「ふぅ……」

　射精を終えた俺は、ユニスの膣から肉棒を抜いた。

　肉棒を抜いたと同時に、ユニスはその場に倒れ込む。

　レオナたちも愛撫を終え、ぐったりと座り込んでいた。

「ば、化け物……おかひい、あらひ……あ、へ……！」

　全ての力が抜けてしまったのか、白目を向いてピクピクと痙攣している。

　肉棒もふやけてしまい、うなだれていた。

「ユニス、俺は誰だ？」

　俺が問いかけるとユニスは答えた。

「あなたは……王……あへぇ……王、なのぉ……！」

「秘宝をもらってもいいか？」

「あげるよぉ……。こんなきもひいいこと……されたら、あひぃ……！」

「俺の女になると誓え」

「誓いま、しゅ……！」

　そのまま気絶してしまったユニス。オナニーを終えたメリアが言う。

「はぁはぁ……ユニスさまはこれであなたのもの。ここまで完膚なきまでに屈してしまったら抵抗することもないでしょう」

「だろうな」

「もう魔族はあなたの声で動きます」

「ククク、秘宝以外にもほしかったものを、手に入れることができたわけだ」

　それは軍隊。

　世界最大の国、フォルツァンドを落とすために必要なものだ。
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「この席も悪くないな」

　俺は宮殿にある玉座に座っていた。

　目の前にはひざまずいた魔女ユニスの姿があった。

「えっと、その……あなたさまをあたしは……」

「できないのに硬い言葉でしゃべろうとするな。楽にしろ」

「オ、オッケー！」

　ユニスは「ふぅ」と額の汗を拭っていた。

「異世界人ってどうかしてるよ～！　あたし、あれから三日間、気絶していたんだよっ」

「イキまくったお前のせいだ」

「あたし、イクの調整できるんだけど……どっちかっていうと、お兄ちゃんがすごいからだと思う」

「お兄ちゃん……？」

　思わず聞き返してしまった。そういえば、あのときも言っていたような気がするな。

「ふぇ？　お兄ちゃんじゃヤダ？」

「お前は俺の兄でもなんでもないぞ」

「ならば、旦那さん？」

　そう言うと周りにいた女たちが騒ぎ出した。

「あ、主はそういったものはつくらないんだ！」

「ユニスさま、抜けがけは許しませんよ」

「あたいは全ての財をリュウさまに捧げている。あたいこそが……！」

　まったくうるさい連中だ。

　俺が肩をすくめていると、

「うふふ。モテモテね、リュウ」

　隣りにいるアイシャが囁いてきた。

「黙っていろ。それに面倒だから、ユニス、お前も俺のことは好きに呼べ」

「りょ～かい、お兄ちゃん！」

　そんなわけで魔女ユニスの攻略は終わった。

「でも、お兄ちゃん……こんなに可愛い子たちがたくさんいて、どうしてひとりを選ばないの？」

「……」

　俺は何も言わずに黙っていた。

　というか、まさかそんな質問をされる日が来るとは思ってもみなかったのだ。

　さすがは無邪気な魔女というところか。見た目としてもこの中でユニスが一番幼く見えるしな。

「主……私もそれを知りたい」

「あたいも！」

　レオナとヤリーナも乗っかってきた。

「お前たち……そういうのは」

「私も知りたいわね」

　とアイシャ。

　なんでお前が乗ってくる……？　アイシャはこの中ならまともな方ではなかったのか!?

「何の話をしている……？」

「リュウ、わからないの？　正妻の話よ」

「正妻……」

　今まで考えたこともなかった。

「……ふっ」

　俺はにやりと笑みを浮かべる。

「俺にとって女とは欲望を晴らすための存在にすぎない。そこに順位などないのだ」

　俺が言うと、女たちはみなジト目で俺のことを見つめていた。

　納得いっていないというのか……？

「……リュウ、今日のところはその答えで見逃してあげるわ」

　ちっ、誤魔化すことはできないか。

　まあ、俺の言葉は嘘ではないから、引くことはできないが。

「あたしはお兄ちゃんの奴隷でいい！　お兄ちゃんと一緒にて毎日のようにエッチできるなら！」

「私も主の奴隷……いや、性奴隷だ。好きなだけ私の身体を使ってくれていい」

「あたいも同じ。身も心もあんたに奪われてしまったからね」

「ユニスさまのおっしゃるとおりです。サキュバスである私をここまで夢中にさせるとは……さすがです！」

「ああ、それでいい。お前たちは俺の奴隷だ」

　俺は言葉を続ける。

「奴隷と言っても俺はお前たちの欲求を叶える。それが約束だ……！」

　俺が言うと、みんなは大きく頷いた。

「ふふ、奴隷ハーレムが着々と広がっていくわね」

「アイシャ、この状況を楽しんでいるな……？」

「あら、私はいつも楽しいことが好きなのよ。当たり前じゃない」

　まったく、一番食えない奴だ。

「お前たち、俺と共に来る意味、わかっているな？」

　そう尋ねると、各々が首を縦に振った。

「俺たちはこれからフォルツァンドを落とす。向かうは首都だ」

　さて、次は女帝を俺の女にしてやる。

　ククク、先が楽しみだ。
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　異世界に来て俺が思ったこと──それは、やはり女は素晴らしいということだ。

　どんな女もまるで奴隷のように俺のことを愛している。

　たとえば……。

「じゅぷ、じゅぶ、ちゅるるる……ねえ、お兄ちゃん？　あたしのお口、気持ちいい？」

　俺の肉棒をおいしそうにしゃぶっているのはユニス。エロスの権化ということもあり、さすがの舌使いだった。

　ねっとりと唾液を絡めた舌先で俺のカリ首をなぶるように舐めまわし、さらに喉奥にまで飲み込みバキュームしているのだ。卑猥な水音を聞いているだけでも精液が込み上げてくるような気がする。

「主……私もいるぞ」

　ユニスに対抗心を燃やしているのは、女騎士レオナ。彼女は俺の睾丸に吸い付き、熱いキスをしている。敏感な部分であることはしっかりと教えているので、丁寧に舌の上で転がしながら優しくすすいでいる。

　ユニスが肉棒を丸呑みにしているからくやしくて、金玉を愛撫しているのだろう。ユニスの方も誰にも渡したくないから、喉奥までディープスロートしているのだと思う。

「じゅぼぼぼっ！　ぼぶぅぅぅ！」

「れろれろれろ……れろろろろ……！」

　ふたりの美少女が俺の下半身に奉仕をしていると思うと、どんどん興奮してきてしまう。

　彼女たちはすっかり俺の虜となっていた。

「レオナ～、お兄ちゃんのタマタマ、ちゃんと気持ちよくしてよね～？」

「くっ、この魔女がっ！　主の肉棒を独り占めにして！」

「お前たち、しゃべっている暇があれば奉仕し続けろ。なあ、ヤリーナ？」

　ユニスとレオナをいなしながら、ヤリーナに言葉をかける。

　女商人は俺の背後に周り、肛門を舐めていた。

「れろ、じゅぼ……れろろろろ……！　あたい、舌はどうだい？　ケツ穴も気持ちいいだろ？」

　正直なところ尻を舐められるような趣味はないのだが、ヤリーナの舌使いが上手であるため気持ちよかった。濡れた舌先を尖らせ、無理がないようにほじくっていく。意外と敏感な部分であるため触れられるだけで心地よいが、尻穴という汚い部分をプライドの高い女商人が舐めていることに強い快感を覚えるんだ。

　俺が命令したわけでもなく、俺を気持ちよくするために奉仕してくる。これが俺に惚れた女の行動だ。

「リュウさま、私もいます……。下半身はもう愛撫するところがありませんから……」

　俺の上半身に近づいてくるのはサキュバスのメリア。ユニスに仕える彼女であるが、俺の身体が忘れられないらしく、すっかりメロメロになっている。

「乳首に……キスさせていただきすね」

　サキュバスは俺の乳首に口づけをして、そのまま舌先で舐め回してきた。しかも、豊満なバストを密着させるようにしてくるので、柔肉が当たっている。舐めていない方の乳首も指の腹で撫でているので、俺は全身を愛撫されている状況である。

　ここにいる女たちは贔屓目なしで見ても美人。

　そんな女たちを俺は自分のものとし、まるで奴隷のように奉仕させているのだ。最高の気分である。

「ふふ、悪い笑みを浮かべているわね」

　すっと後ろから現れたのは神子アイシャ。俺の顔に白く細い腕を回し、絡みついてくる。メリア以上に俺に密着してくるため、背中にアイシャの巨乳が当たっているのがわかる。

「本当に面白い人に能力を与えたわ……」

　妖艶な笑みを浮かべながら、アイシャが俺の唇に吸い付いてきた。舌と舌を絡めながら、お互いに唾液を撒き散らすように激しいキスをしていく。

「じゅぶ……ちゅるるる……本当にキスも上手になって……」

「毎日、お前と……いや、お前たちとしているからな」

「これだけ多くの美女に囲まれてあなたは幸せね」

　言葉だけ見ると楽観的なセリフであるが、その口調はどこか不満気な感じであった。

「嫉妬しているのか？　俺を独占することができなくて」

「──ッ！」

　俺が指摘すると、アイシャは頬を染めた。

　恥ずかしがっているのを誤魔化すように、彼女はさらに舌を絡めてきたのだった。

「リュウ……ちゅぱぱ、れろれろ、あなたは最高の男よ……！」

「ふっ、お前に褒められると嬉しいな」

「舌を吸ってあげるわね……！」

　そう言って彼女は、舌を吸い上げてきた。何度も出し入れされてしまうと、俺の肉棒も震えてくる。

「ふふ、感じているみたいね」

「淫乱め」

　俺とアイシャが話していると、

「あー！　お兄ちゃん、アイシャとばっかり話してるーっ！」

「主、私たちには奉仕し続けろと言ったではないか」

「あたいが一生懸命、頑張っているにの……！」

「リュウさま、いかがなものかと」

　他の女たちが喚き出だしてきた。

　その光景が面白いのかアイシャがクスクスと笑っている。

「仕方ないじゃない、私が正妻なんだから」

『正妻!?』

　この言葉に全員が反応する。

「アイシャ、火に油を注ぐようなことを言うな」

「楽しくなるでしょ？　さ、リュウ……十分、勃起していることだし、私とエッチしましょ♪　正妻である私と」

「お、おい……」

　アイシャが俺の腕を引いて、ベッドに方に向かっていく。

「ちょっと待って、あたしも～！」

　ユニスに続くように、他の女たちもベッドに集まってきた。

「リュウ……来て」

　アイシャはベッドの上で四つん這いになると尻を高く持ち上げた。自ら膣をくぱぁと広げて見せつけてくる。

　……いきなりバックで挿入してほしいとは、こいつもムラムラして止まらないんだろうな。

「入れるぞ、アイシャ」

　俺も我慢できないので、彼女の膣に挿入をした。

　ヌプヌプと音を立てながら、すぐに彼女の膣に飲み込まれていってしまう。

「んぐぅ……！　あ、相変わらずの大きさね……ッ！」

「入れただけで軽くイってしまったか？」

「く、くやしいけど……！」

　俺が腰を振ろうとすると、

「お兄ちゃん、あたしも！」

「主！　私も！」

　ユニスとレオナも同じように四つん這いになった。

「やれやれ……」

　俺は肩をすくめながら、彼女たちの膣に手を伸ばす。すでにトロトロになっているらしく、すぐに奥まで入れることができた。

「あんっ！　お兄ちゃんのおちんちんがよかったけど……指もいいかもっ」

「き、気持ちいい……主の指……感じてしまう」

　くちゃくちゃと音を立てながら激しく撹拌していく。

　すると、ヤリーナとメリアも近づきて、それぞれ俺に密着してきた。

「あたいのおっぱいを吸って」

「リュウさま……私はまた乳首を愛撫します……」

　俺はヤリーナの爆乳に吸い付き、メリアは俺の乳首を舐め始めた。

　女たちの喘ぎ声と卑猥な水音が部屋に響いていく。

「リュウ……リュウ……！　す、すごいのっ！　腰……速すぎ……！」

「お、お兄ちゃぁぁん！　あたしのおまんこ、くちゅくちゅしてるのぉぉぉ！　あんぅぅう！」

　俺は手マンと腰振りを同時に行っていった。

　そうすると、女たちは面白いように、悶えているのだった。

「さ、さすがだわ……リュウ。あんうぅ！　き、気持ちいい……！」

「俺の正妻ならなら、ちゃんと我慢しないとな」

「む、難しい……かもっ。あなたのおちんちん、本当に凶暴なんだもの」

　俺が「正妻」と言ったことに反応したのか、他の女たちも声を出した。

「ふぁんぅぅ！　あ、主……我慢すれば……イクのを我慢すれば正妻してくれるのか!?」

「誰もそんなことは……」

「お兄ちゃん、それホント!?　あたし、ああんんう！　イ、イキそうだけど……はぁはぁ……！　が、我慢するね」

　やれやれ、どうしたらそんなふうに解釈するのか。

　まあ、俺としては女たちがイクのを我慢しているのを見ているのは面白いが。膣中がビクビク動いているし、肛門が開閉を繰り替えてしている。

　こんな下品な動きを見せながら、必死になっていると考えると面白いな。

「あ、あたい……胸だけで……！　くぅぅ！」

「リュウさま、私は逆にあなたをイカせてあげますね」

　メリアは俺の乳首を舐めたり、甘噛してきたりした。

　敏感な部分を刺激されてしまうと、俺としても射精感が高まってくるのだった。

「リュ、リュウ……おちんちんが、大きくなってきてるわ……！」

「好きだろ？」

「このままだと……私の中が裂けちゃいそう……！」

　そんなことを言っていると、ユニスが、

「ふーん。だったらあたしと変わる？」

　と聞いてきた。

「結構よ……。リュウのおちんちんは私のものなんだから……！」

「ずるーい！　ご主人さまのおちんちんはあたしのだよっ」

「気にするな、ユニス」

　俺はそう言って、続けた。

「ふぇ？」

「アイシャがイったらお前にも挿入してやる」
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「ホント!?」

「ああ」

「やったー！」

　ユニスが目を輝かせて喜んでいる。

　俺を見たアイシャは、

「なら、私がイカなければ永久に入れてもらえるのね」

　にやりと笑みを浮かべた。

　まったく……あげ足を取るようなことを。

「そうだな。イカなければいいぞ」

「あなたの精液をカラカラにしてあげるわ！」

「どうかな？」

　すでにイキそうになっているクセに強がるアイシャ。

　そういったところも可愛らしいと思うが、俺にも余裕はない。

　さらにピストンを加速させていった。

「くはっ！　んふぁあっ！　ああああっ！」

「アイシャ、声が大きくなっているぞ？」

「あっ、あっ、あっ！　そ、そんなこと……ない、わ！」

「一番深いところに突き刺してやる！」

「ちょ、ちょっと！　そ、それは……くほぉ!?」

　おもいっきり子宮を突き上げた。

　アイシャは仰け反りながら、天井に顎を突き出している。

「あ、危なかった……わ」

　嘘つけ、イっただろ、とツッコミを入れたいところだが、彼女の名誉のために何も言わないでおこう。

　他の女たちを見ると、余裕がないみたいだしな。

　さて、

「そろそろイクぞ……」

　俺がそう言うと、みんなが頷いた。

「いいわ、リュウ。いっぱい出しなさい」

「お兄ちゃんの指だけでイカされちゃうよぉぉ！」

「主、私はもう……！　ゆ、指だけでイってしまいそうです……！」

「あ、あたいなんて……おっぱい吸われただけで……」

「リュウさまの射精……お手伝いさせていただきますね」

　仕方ない奴らだ。ラストスパートといくか。

　俺はさらに愛撫を強くしていった。

「リュウさま、私……舌だけで……舌だけで感じてます。乳首、舐めているだけでも気持ちいいんです」

「吸われてる……あたしの乳首、ビリビリしてるよ……っ！」

　俺は言った。

「お前たち、一斉にイクぞ」

　そう言うと、女たちが嬉しそうに笑みを浮かべた。

　どうやら俺がイクのを待っていたらしい。

　俺は腰のピストンを加速させ、アイシャの膣内を攻めていく。

　強烈な締め付けにより、精液が込み上がっていくのがわかった。

「そろそろ出すぞ」

　女たちも余裕がないようだった。

　それぞれ手マンを激しくし、乳房も強く吸い上げていく。

「はふぁんっ！　イクぅぅぅ！　お兄ちゃん！　イっちゃうのぉぉぉぉぉ!!」

「ダメだ、主……私も……私も……！　う……ぉぉ……おおぉ……！」

「……サキュバスである私がキスだけで……。さすがですリュウさま……。ん……ふぅ……ッ！」

「あたいも乳首だけで……乳首だけで……イ、イク……！」

　俺の肉棒もさらに大きくなっている。

　アイシャも仰け反り、さらに膣内が締まってきた。

「出すぞ」

　思いっきり奥まで突っ込むと一斉に、

『イックぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!』

　叫びながら全員がイってしまった。

　俺はペニスを引き抜き、その場に座り込む。

　すると、他の女たちも疲れてしまったのか、肩で息をしながら倒れ込んでいた。

「ふふ……」

　俺は思わず笑みを浮かべた。真っ裸になった美女たちが、俺の身体を欲し、狂ったようにセックスしているのだ。どの女も荒く呼吸をしながら、満足したような表情を浮かべていた。

「はぁはぁ……リュウ、正妻は誰にするの？」

「お兄ちゃん、あたしも気になる！」

　それは、レオナたちも同じようだった。

「そうだな……」

　俺が呟くと、女たちは興味津々で耳を傾けていた。

「俺を楽しませてくれる奴だな」

　そう言うと、「誰よそれ!?」となったので、俺はくすくすと笑っていた。

「わかっただろ、お前たち？　俺のものになりたいのなら、これからもしっかり奉仕するんだぞ」

　もう一回、セックスするために俺は女たちを近くに集めた。そして、

「俺の女になれば毎日こういうことをしてやる……！」

　俺がそう言うと女たちは喜んでいた。
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　初めまして、大石ねがいと申します。この度は拙作をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　この作品は、もともとＷＥＢ小説として投稿しておりました。書籍化なんてことは夢に見ることもなく、ただ自分の書きたい作品を書いていただけなのですが、こうして出版のお話をいただくことができ、せっかくのチャンスだと思い、出版させていただくことにしました。

　こうして出版の機会に恵まれたのは、ＷＥＢにて私のことを応援してくれた方々がいたからだと思います。まずは、お礼申し上げます。

　また、本の方から入っていただいた方、いかがでしょうか？

　まだまだ稚拙な作品ではありますが、ぜひとも楽しんでいただければ幸いです。

　ＷＥＢでは最新話まで更新されておりますので、気になった方はタイトルを検索していただければと思います。

　さて、書籍化に当たり、やはり一番嬉しいのはイラストが付くことではないでしょうか。

　本文を見てもわかるとおり、あまりキャラのイメージを明確には書いていなかったのですが、ここまで素晴らしいキャラに仕上げていただき、イラストレーターのもねてぃさんには大変頭が下がる思いであります。

　その中でも、実はアイシャのイメージだけは本当に湧かなく、困っていたのですが、妖艶で美しく、素敵なデザインになっており、執筆をする上でも書きやすくなった思い出があります。

　もう一つ、嬉しいこと。

　それは、キングノベルスの創刊ラインナップに加えさせていただいたことです。創刊ラインナップは、どのレーベルも一回のみだけです。とてもレアです！

　完全に運の問題だと思うので、もし残りの人生の運を使い切ってしまっているとしたら……まあ、それも良いでしょう（笑）。




　それでは謝辞に参りたいと思います。

　この作品を見つけて下さいました担当様、誠にありがとうございます。担当様が見つけなかったら一生、書籍化なんてしなかったでしょう。大変感謝しております。

　イラストを担当して下さいましたもねてぃさん。かなり人気のイラストレーターさんということで、私も存じあげていたのですが、そんな方にイラストを書いてもらうなど今でも冗談のように思います。キャラも多く大変だったかなと思いますが、何かありましたらよろしくお願いします。

　そして、ＷＥＢで応援して下さった方々。本としてどこまで、ＷＥＢでもどこまで連載できるかわかりませんが、物語はまだまだ続く予定ですのでこれからも応援していただければ幸いです。

　最後に、ここまで読んでくれた読者の方々。少しでも楽しんでいただけたのなら嬉しく思います。

　紙面も尽きたようですので、ここまで。ありがとうございました！


二〇一五年十一月　大石ねがい
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